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　白はく亜あの円柱が連なる回かい廊ろうに、二つの足音がこだましている。

　先を走るのは、灰色の軽装鎧よろいと細身の長ちよう剣けんを身につけ、少し伸びた焦こげ茶ちや色いろの髪かみをなびかせる少女。そのすぐ後ろを、全身をふわふわした薄うす黄き色いろの和にこ毛げで包んだ幼よう竜りゆうが、長い尻しつ尾ぽを揺ゆらしながら追いかけていく。まだ角も生えていない竜りゆうの頭は、少女よりもわずかに高い位置にある。

　少女の名はロニエ・アラベル。幼よう竜りゆうの名は月ツキ駆ガケ。

　まるでおとぎ話に出てくるような美しくも微笑ほほえましい光景からは、少女と幼よう竜りゆうが数年後にはアンダーワールドで最大級の戦せん闘とう力りよくを持つ《整せい合ごう騎き士し》へと成長するであろうことがなかなか想像できない。

　しかし事実、いまの時点でも、剣や術式の腕うで前まえでロニエを上回る者は全世界に百人といるまい。あの恐おそるべき《異界戦争》、それに続く《四帝てい国こくの大乱》を少女は常に最前線で戦たたかい抜き、史上初めて実戦に於おける武ぶ勲くんによって整合騎士見習いへと任ぜられたのだ。

　とは言え──。

　今後いっそう磨みがかれ、やがて花開くであろう少女の剣けん技ぎが、戦場で求められる機会は恐おそらくもうない。

　なぜなら、アンダーワールドは、三百年にも及およぶ争乱の果てにとうとう完全なる平和を得たのだ。

　人界人、暗黒界人、ゴブリン、オーク、オーガ、ジャイアントの六種族は恒こう久きゆう的な和平条約を結んだ。一いつ般ぱん民みんを虐しいたげていた人界の四皇こう帝てい家けや上級爵しやく士しの特権も廃はいされた。崩ほう壊かいしたままの東の大門を商人の荷馬車が行き交い、央おう都とセントリアでは暗黒界からの見物客をそこかしこに見ることができる。かつて二つの世界を隔へだてていた恐きよう怖ふと無理解は、日だまりの残雪のように跡あと形かたもなく融とけつつある。

　二度と敵の血を吸うことはないだろう剣を腰こしに揺ゆらしながら、円柱に遮さえぎられて斜ななめの縞しま模様を作るうららかな太陽ソルスの光の中を、少女と幼よう竜りゆうは駆かけていく。

　かつかつ、ぱたぱたという二つの足音が遠ざかり、やがて消える。

　どこからともなく現れた大きな蝶ちようが、再び訪おとずれた静せい寂じやくを楽しむように回かい廊ろうを舞まう。
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「ロニエー、こっちこっち！」

　という声が聞こえた方向を爪つま先さき立だちになって眺ながめると、人ひと垣がきの向こうに、燃えるような赤毛がぴょんぴょん揺ゆれているのが見えた。

　詰つめかけたセントラル・カセドラルの術師や職員たちのあいだを、すみませんすみませんと謝あやまりながら通とおり抜けていく。何人かが邪じや魔まそうに振り向いたが、ロニエの後ろをついてくる月ツキ駆ガケに気付くや、ぎょっとしたように道を開ける。

　どうにか最前列まで抜け出し、ロニエはふうっと一息ついた。

「もー、おっそい！　始まっちゃうよ！」

　丸く頰ほおを膨ふくらませる赤毛の親友に、最後の一ひと謝あやまり。

「ごめんなさい、何を着てくるか迷っちゃって……」

「迷う……って、結局いつもの格好じゃないのよ」

　呆あきれ顔がおになる少女の名はティーゼ・シュトリーネン。ロニエと同じ整せい合ごう騎き士し見習いの身分だ。髪かみとよく似た紅葉もみじ色いろの瞳ひとみはいきいきと輝かがやき、ほっそりした体を可愛かわいらしい柄がら物ものの上着と藍あい色いろのスカートに包んでいる。腰こしにはいちおう赤あか革がわの鞘さやを下げているが、それすらも服と合わせた装身具のようだ。

　やっぱり先週買った南帝てい国こく製の肩かた掛かけくらい羽織ってくるんだった、と後こう悔かいしながら視線を動かすと、ティーゼの向こうでは彼女が育てている幼よう竜りゆうの霜シモ咲サキが月駆と鼻筋を擦こすり合あわせ、更さらにその奥おくで一人の青年が穏おだやかな笑みを浮かべていた。

　青年というよりも少年と言ったほうがしっくりくる外見だが、革かわ帯おびにはものものしい長ちよう剣けんと、中央で折れ曲がった二本の投とう刃じんが下がっている。剣から伝わってくる優先度も相当なものだが、投刃のそれは桁けた外はずれだ。紙のように薄うすく見えるその武器は、世界に幾いくつとない《神器》級武具なのだ。

　ロニエは右拳こぶしを水平に持ち上げて胸に当て、左手は剣の柄つかに置く正式の騎き士し礼れいで青年に挨あい拶さつした。

「おはようございます、レンリさま」

　すると、整合騎士レンリ・シンセシス・トゥエニセブンは、竜りゆうたちの向こうで苦く笑しようしながら答えた。

「おはよう、ロニエさん。……そんなに畏かしこまらなくてもいいよ、今日はせっかくお祭りなんだからさ」

「お祭り……なんでしょうか？」

　思わず首を傾かしげる。今日──人じん界かい暦れき三八二年の二月十七日は、暦こよみの上ではまったくの平日だ。先年発布された《人界基本法》にも、現在改定作業が進みつつある《禁きん忌き目もく録ろく》にも、この日を祝うべしとは一行も書かれていない。

　しかし周囲をぐるりと見回せば、広大なセントラル・カセドラル正面広場は、全職員が総出なのではないかというくらい大勢の見物人で賑にぎわっている。皆みな、飲み物や軽食を片手に大変な騒さわぎようだ。

　更さらに、普ふ段だんは固く閉ざされているカセドラルの正門が、今日は央おう都との市民に開放されているらしい。正門内側の左右に設けられた急造の立ち見席には、軽く千を超える数の見物人が詰つめかけている。

「……ま、お祭り以外の何ものでもないわよね。仕方ないわよ、先せん輩ぱい……じゃなくて代表剣士サマが何かするときは、必ずこうなっちゃうんだから」

　ティーゼが半ば呆あきれ顔がおで発した言葉に、ロニエもこくりと頷うなずく。

「そうよね……。今日はカセドラルを壊こわさないといいけど……」

　三人揃そろって視線を向けた先には──。

　いわく言いがたい代しろ物ものがでんと鎮ちん座ざしていた。

　真っ白い石いし敷じきの正面広場中央、黄色の細ほそ縄なわで一辺百メルほどの正方形に区切られた空間の真ん中でひゅるひゅると奇き妙みような音を立てているのは、簡潔に表現するなら《金きん属ぞく製の竜りゆうの彫ちよう像ぞう》だ。

　しかしただの置物ではない証あかしとして、尖とがった頭の上部分は透とう明めいな硝子ガラスでできている。やけに平べったい胴どう体たいの左右には短い翼つばさが取り付けられ、大きく膨ふくらんだお尻しりから伸びるのは、脚あしではなく二本の太い円えん筒とう。尻しつ尾ぽは存在しない。

　全長五メルはあろうというそれが、筒つつを真下にして直立し、しかもお尻しりからちろちろと橙だいだい色いろの炎ほのおを覗のぞかせているとなれば正体はさっぱり解わからない。

　……ひとつだけ確かなのは、ものすごく嫌いやな予感がするってことよね。

　と内心で呟つぶやきながら、ロニエは金きん属ぞく製の飛ひ竜りゆうから視線を外し、その近くに立つ三つの人ひと影かげを見つめた。

　すると、うち一人──栗くり色いろの長い髪かみを微風そよかぜになびかせ、真しん珠じゆ色のスカートの左腰こしに細剣を吊つった若い女性剣士が、ロニエの視線を感じたかのように振り向いた。すぐに微笑ほほえみ、右手を上げると、大きく手招きをする。

「ほら、行ってきなさいよ」

　ティーゼがにんまりしながら背中をつつくので、ロニエはしばし逡しゆん巡じゆんしてから、思い切って目の前の黄色い縄なわをまたいだ。後ろから、当然のように月ツキ駆ガケもついてくる。

　見物人たちの視線が集まるのを意識し、限界まで首を縮めながら、広場を小走りに横切る。女性剣士の前で立ち止まると、びしっと指先まで伸ばして再び騎き士し礼れい。

「おはようございます、副代表さま」

「おはよう、ロニエさん。今日はお祭りみたいなものだし、もっと気楽にしてていいのよ」

　見み惚とれるほど美しい顔に、ふんわりした微び笑しようを浮かべながらそう言われ、ロニエもすうっと肩かたの力を抜いて答えた。

「……はい、アスナさま」

「その《さま》もいらないって、いつも言ってるのに」

　と唇くちびるを尖とがらせるが、しかしそればかりは受け入れがたい。

　眼前に立つ、ロニエよりも少しだけ年上に見える女性──人界統一会議副代表剣士アスナは、全ての民たみにとって、ある意味では代表剣士当人よりも敬うべき存在だ。なぜなら彼女は創世神話の三女め神がみの一人、《創世神ステイシア》の生まれ変わりであると人界の全住民から信じられているのだ。

　彼女自じ身しんは頑かたくなに神様であることを否定し続けているが、ロニエは先の異界戦争に於おいて、アスナが剣の一振りで大地に巨きよ大だいな裂さけ目めを生み出す場面を至近距きよ離りで目もく撃げきしている。あれを見てしまえば、《さま》を省略するなど考えられない。

　騎き士し団だん則そくに『さま付けるべからず』と記き載さいされてしまえば従わざるを得ないが、それまでは断固継けい続ぞくするという意志を込めてぷるぷる首を左右に振ると、アスナは苦く笑しようを浮かべて話題を切きり替かえた。

「それはそうと、ロニエさん。あなた、神聖術は熱ねつ素そ系がいちばん得意だったわよね？」

「は、はい」

　途と惑まどいつつも頷うなずく。するとアスナは、顔を近づけて小声で続けた。

「それじゃ、ちょっとお願いがあるのよ。アレに入ってる熱素と交感して、もし暴走しそうになったらわたしに教えてほしいの」

「え、え……？　熱素が、入ってる？」

　言葉の意味が咄とつ嗟さに理解できず、ロニエは瞬まばたきしながら顔を動かした。

　高々と直立する金きん属ぞく製せい飛ひ竜りゆうを見上げてから、その傍かたわらで何やら言い合いをしている二人の男性を眺ながめる。

「……いいかキリ坊ぼうよ、熱素封ふう密みつ缶かんの天命が、発生する熱に計算上は耐たえると言っても、それは凍とう素その充じゆう分ぶんな供給があってこそじゃからな！　おぬしは凍素術が苦手なんじゃから、一いつ瞬しゆんでも素因の生成に手間取れば、あっという間に封密缶が吹ふっ飛とぶぞ！」

　意味は不明なれど実に物ぶつ騒そうな台詞せりふを喚わめいているのは、見事な顎あご鬚ひげをたくわえた五十がらみの男性だ。ロニエもよく知っているその人物は、名をサードレといい、央おう都とセントリアで随ずい一いちの腕うでを持つ金きん属ぞく細工師である。長らく下町で店を営んでいたが、《四帝てい国こくの大乱》では騎き士し団だんに協力し、それを機にセントラル・カセドラルの工こう廠しよう長ちように就任した。

　そのサードレ師にがみがみ言われ、子供のような膨ふくれっ面つらを作っているのは──。

　黒くろ髪かみに黒い瞳ひとみを持つ、見かけは至って普ふ通つうな一人の青年だった。

　長なが袖そでの上着とズボンが繫つながった、奇き妙みような灰色の服を着き込こんでいる。腰こしに武器の類たぐいはない。茶色の革かわ手て袋ぶくろを嵌はめた両手を頭の後ろで組み、少々うんざりしたような顔でサードレ老人に言い返す。

「へいへい、それはもう耳からイライラ虫が出るほど聞いたよ。ていうか老師、その《キリ坊ぼう》ってのそろそろ止やめようよ」

「ふん、やなこった。三年前、おぬしがわしの工こう房ぼうにくっそ硬かたい枝を持ち込んで、そいつを剣に研とぐのに大事な黒こく煉れん岩がんの砥と石いしを六枚も磨すり減へらすはめになった時から、おぬしを永遠に坊ぼう主ず呼ばわりすると決めたんじゃ」

「……ちぇっ、あの剣がなかったら、いまごろ世界はエライことになってたっつうの……」

　ぶつぶつ文句を口にした青年は、突とつ然ぜんくるりと振り向いてロニエを見た。

　初めて出会った頃ころからまるで変わらない、どこかやんちゃな子供のような雰ふん囲い気きを残すその顔に大きな笑みが浮かぶのを見た途と端たん、ロニエの胸の深いところがぎゅっと締しめ付つけられた。

　それを表に出さないように我が慢まんしながら、ロニエは頭を下げた。

「おはようございます、キリト先せん輩ぱい」

　本当はここも《さま》と言いたいところなのだが、この相手に限っては、実際に公式文書で《さま禁止令》を出されてしまったのだ。そこでやむなく、お互たがいに学生だった頃ころの《先せん輩ぱい》をいまも使用している。

　かつては北セントリア帝てい立りつ修しゆう剣けん学がく院いんの上級修しゆう剣けん士しであり、いまや人界統一会議代表剣士に就任している青年キリトは、笑え顔がおで右手を上げると答えた。

「おっす、ロニエ！　元気か、月ツキ駆ガケ！」

　ロニエの後ろで、幼よう竜りゆうがくるるるっと大きな声で鳴くや小さな翼つばさを羽ばたかせながらキリトに飛びかかり、遠えん慮りよなしに頰ほおを舐なめ回した。その様子を見て思わず微笑ほほえんでしまってから、隣となりのサードレ工こう廠しよう長ちようにも挨あい拶さつする。

「おはようございます、老師」

「おうおう、おはよう、ロニエ嬢じよう」

　打って変わって柔にゆう和わな笑え顔がおを浮かべる老人に素す早ばやく近寄り、ロニエは小声で訊たずねた。

「あ、あの……さっき仰おつしやってた、熱ねつ素そ封ふう密みつ缶かん、というのは何のことなんでしょう？」

「文字通りじゃよ。ほれ、そこの《機き竜りゆう》試作一号ごう機きの尻しりを見てみい」

「き……りゅう？」

　聞き慣れない言葉だが、それが目の前にそそり立つ金きん属ぞく製せい飛ひ竜りゆうの呼び名であることはすぐに解わかった。

　命のない作り物を竜りゆうと呼ぶことに多少の違い和わ感かんを覚えながら改めて眺ながめると、ひゅるひゅるという奇き妙みような音は、楕だ円えん形けいに膨ふくらんだお尻しり部分から発せられているようだ。

「そこに、西方産のアダマント鋼で造った容器が二つ仕し込こんであってな、その中に熱素が片方十個ばかり封ふうじ込めてあるんじゃよ」

「え……ええ!?」

　それを聞いた途と端たん、ロニエはびくんと仰のけ反ぞってしまった。

　熱ねつ素そは、神聖術の源みなもとたる八属性の素因エレメントの中で、最も気難しい存在だ。空中にしばし保持しておける凍とう素そや風ふう素そと異なり、生成したまま放っておくとあっという間に熱と光を発して消えてしまう。熱素を呼び出したら、加工か解放するまで決して意識を切ってはいけないというのは、術師を目指す子供が最初に教わる基本中の基本だ。

「そ、そんな……いかに耐たい熱ねつ性の高いアダマント鋼でも、十もの熱素に触ふれたまま放っておいたら、いずれ溶とけて爆ばく発はつしてしまうのでは……？」

「そこが工く夫ふうでな。容器の外側に、こっちは耐たい凍とう結けつ性せいの高いヨルンド大オオ百足ムカデの殻からで造った管を這はわせてある。その管には凍素封ふう密みつ缶かんが繫つながっとって、そこから冷気を供給して熱ねつ素そ缶かんの溶よう解かいを防ぐっちゅうのが大まかな仕組みじゃ」

「…………は、はあ…………」

　工く夫ふうと言われても、ロニエにとっては熱素や凍素は神の秘ひ蹟せきたる神聖術の源みなもとであって、金きん属ぞくや甲こう殻かくを加工する鍛か冶じ、細工の技わざとは最も縁えん遠どおい存在だ。その二つを組み合わせるとどうなるか、などと考えたことは一度もなかった。

「…………そ、そんなの、上う手まくいくんでしょうか……」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやくと、サードレ老師は逞たくましい両手をひょいっと広げた。

「さて、わしゃ知らんよ」

「ええ!?」

「乗るのはわしでなくキリ坊ぼうじゃもの」

「えええ～～!?」

　乗る──とは、いったいいかなる意味か。

　恐おそる恐おそる顔を動かし、鎮ちん座ざする《機き竜りゆう》の先せん端たんを見上げる。

　すると、透とう明めいな硝子ガラス板を尖とがった形に組み合わせてある頭の内部に、どう見ても椅い子すとしか思えないものが設置してあることに気付く。椅い子すの周りにはうねうねと金きん属ぞくの管が這はい、小さな円えん盤ばんが幾いくつも取り付けられている。円えん盤ばんの中央には細い針が取り付けられていて、それが奇き妙みような音と同期して細かく震ふるえているようだ。

「…………ま、まさか……あそこに誰だれか座すわって、それで……熱素を解放して……お尻しりの筒つつから炎ほのおを噴ふき出して…………」

「そそ。飛ぶの。飛ひ竜りゆうみたく」

　と答えたのは、いつの間にか隣となりに立っていたキリトだった。

　更さらにその隣となりで、月ツキ駆ガケが《機き竜りゆう》の金きん属ぞく翼よくの匂においを嗅かぎ、気に入らなそうな顔でふんっと鼻を鳴らした。

「む……、む、む、無茶ですよ先せん輩ぱい!!」

　キリトが着ている奇き妙みような服の袖そでを引っ張りながら、懸けん命めいに叫さけぶ。

「も、もし熱ねつ素そが二十個も暴走したら、これ丸ごと吹ふっ飛とびますよ!?　ふ、風ふう素そにしましょうよ、カセドラルの昇しよう降こう盤ばんみたいに」

「いやー、あれは昇しよう降こう洞どうが密閉されてるから、風素の圧力でも上下できるんだよね。何もない空を飛ぼうと思ったら、熱素の爆ばく発はつ力りよくじゃないと……」

　そこでにやっと笑い、キリトは周囲を見回した。

「それに、もうこんなに見物の人が来ちゃったしさぁ。いまさら中止だなんて言ったら第二次央おう都と大乱が起こっちゃうよ」

「あ、集めたのは先せん輩ぱいじゃないですか!!」

　今日、このセントラル・カセドラル正面広場にこれほどの人が集まったのは、キリト本人が《カセドラル工こう廠しようによる公開実験を行う》と大々的に告知したからだ。

　平和が訪おとずれたアンダーワールドで、いまや最大の騒そう動どう発生源である人界代表剣士殿どのがまた何かをしでかすとくれば、前回の《北の洞どう窟くつの守しゆ護ご竜りゆう再生実験》を大いに楽しんだ職員や市民が詰つめかけるのは当然だ。

　あの時、甦よみがえった白はく竜りゆうとの問答をキリトがあと少しでも間ま違ちがえていたら、カセドラルの植木が凍こおり付つくくらいでは到とう底てい済まなかったらしい。それを知っているロニエは、思わずふらりと体を傾かたむけた。

　背中を支えたのは、すぐ後ろにいた副代表剣士だった。キリトと長い付き合いであるらしいアスナは、達観したような、諦あきらめたような顔で言った。

「もう無む駄だよ、ロニエさん。こうなったらやらせとくしかないのよ」

「そ、そんな…………いえ…………そう、ですよね…………」

　左右に振ろうとした頭を、思い直して縦にかくんと動かす。ロニエもこの数年で、キリトが何かを思いついたら《やらせとくしかない》のは骨身に沁しみて理解しているのだ。

　せめて、大だい惨さん事じは避さけられるよう全力を尽つくそうと念じながら、ロニエは《機き竜りゆう》とやらの心臓部に向けて精神を集中した。

　整せい合ごう騎き士し見習いに任ぜられたとは言え、ロニエはまだ騎き士しの奥おう義ぎたる《心シン意イ》を自在に操あやつれるほどの域には到とう底てい達していない。キリトや上位騎き士したちのように、心意によって術式を極限まで短縮して神聖術を行使するのはまったく不可能だが、それでも近ちか頃ごろは、生成された素因エレメントの状態を感じ取ることくらいはできるようになってきた。

　サードレ師の言うとおり、機き竜りゆうの内部には沢たく山さんの熱素が封ふうじ込められている。しかし、熱素たちは決しておとなしくしているわけではない。不ふ機き嫌げんに身み震ぶるいしながら、隙すきあらば周囲の殻からを吹ふき飛とばしてやろうと脈打っている。

　素因の段階でこの荒れようなのだ、解放なんかしたらどうなってしまうのか……と背中が冷たくなるが、もはや成り行きを見守るしかない。

「……あの、とりあえず熱ねつ素そとは交感できました、アスナさま。いまはいちおう正常に制せい御ぎよされてるみたいですが……」

　小声で告げると、隣となりのアスナもひそひそと答えた。

「ありがとう。じゃあ、そのまま回路を保持しててね」

「は、はい」

　ロニエが頷うなずいたちょうどその時、離はなれた場所でキリトが大声で言った。

「よし、そんじゃ始めるとすっか！　アスナー、カウントダウンよろしく！」

「な、なんでわたしなのよう！」

「昔っから、ボス部屋突とつ入にゆうの時とかいつもやってたろ！」

　意味不明なキリトの台詞せりふにアスナはやれやれと首を振り、右手をかざすと神聖術の起句を唱えた。

「システム・コール！」

　続けて、風ふう素そと晶しよう素そを組み合わせた《広域拡声術》を滑なめらかに組み上げていく。彼女もまだ心シン意イに関しては発展途と上じようだが、術式の把は握あくと応用に関してはいまやカセドラルの高位術師たちも敵かなわない。

　漏斗じようご状に渦うず巻まく空気の中央に浮うかぶ硝子ガラスの薄はく膜まくに向けて、アスナはよく通る声を発した。

『お集まりの皆みな様さま、大変お待たせいたしました！　ただいまより、セントラル・カセドラル工こう廠しようによる《機き竜りゆう・試作一号ごう機き》の飛ひ翔しよう実験を行います！』

　拡大された声が広場いっぱいに響ひびき渡わたると、細ほそ縄なわの向こうに立ち並ぶカセドラル職員たちと、正門内側の見物席に詰つめかけた央おう都と市民たちが、一いつ斉せいにわあっと歓かん声せいを上げた。北にそびえるセントラル・カセドラルを見上げれば、地上三十階あたりの大型テラスに、整せい合ごう騎き士したちの鎧よろいがきらびやかに輝かがやいている。

　拍はく手しゆと歓かん声せいの中、キリトは見物客に向かって手を振ると、機き竜りゆうに立てかけられた梯はし子ごをするすると上り始めた。あっというまに頭部まで辿たどり着つき、透とう明めいな硝子ガラス板の一部を開くと、内側に滑すべり込む。

　空を向いて設置された椅い子すに腰こし掛かけ、革かわ帯おびで体を固定。首にぶら下げていたやけに大きな眼鏡を顔に装着し、地上のサードレ老師に向かって左手の親指を立てる。

　サードレ老人は、ロニエとアスナのところまで下がると、身み振ぶりで更さらに二十メル以上後退させた。ロニエは熱素との交感状態を失わないように注意しながら、慎しん重ちように距きよ離りを取った。

『では、秒読みを開始しまーす！　皆みな様さま、ご一いつ緒しよにどうぞ！』

　やけに慣れた調子でアスナが見物人たちに呼びかけた。高々と両手を突き上げ、十本の指を伸ばす。

『せーの、十！　九！　八！』

　アスナが指を折りながら叫さけぶ数字に、約千人の声が唱和する。ちらりと見れば、ティーゼやレンリも笑え顔がおで声を上げている。

　月ツキ駆ガケの首をぎゅっと抱だきながら、ロニエも一いつ緒しよに叫さけんだ。

『七！　六！　五！』

　不意に、熱ねつ素そたちの震しん動どうが強さを増した。キリトが心シン意イによる直接制せい御ぎよを開始したのだ。

　キリトの強きよう烈れつ極きわまる心意力が、素因エレメントを媒ばい介かいにして、交感するロニエの中にも流ながれ込んでくる。

　再び、胸の深いところがぎゅうっと締しめ付つけられる。

　──この気持ちだけは、絶対に外に出したらだめ。

　──キリト先せん輩ぱいの傍そば付づきとして、いつか歳としを取って天命が尽つきるその時まで、静かに眠ねむらせておかなきゃ。

　すぐ隣となりに立つアスナに気け取どられないよう、ロニエはわずかに熱を帯びた両りよう眼めを強く瞬しばたたかせると、懸けん命めいに声を出した。

『四！　三！　二！』

　ひゅうううん、という機き竜りゆうの唸うなりがどんどん音量を増す。鈍にぶい銀色に輝かがやく巨きよ体たいが激しく震ふるえ、底部の筒つつから洩もれる光が、赤から橙だいだい、黄色へと色を変えていく。

『一！　……ゼロ!!』

　唱和が広場の石いし畳だたみを揺ゆるがすと同時に、キリトの叫さけび声ごえがごくかすかに聞こえた。

「ディスチャージ!!」

　素因の解放を命じる式句。

　直後、二十の熱素たちが、いっせいに秘めたる力を炸さく裂れつさせた。

　盛せい大だいな衝しよう撃げき音おんとともに、機き竜りゆうの下部から白く輝かがやく炎ほのおが噴ふき出した。それはほぼ無限の天命を持つはずの大理石の敷しき石いしをも真っ赤に焼き、白はく煙えんをもうもうと巻き上げた。大観衆が、激しくどよめく。

　その煙けむりの中から──。

　銀色の矢となって、金きん属ぞくの竜りゆうが一直線に飛び出した。

　いままでロニエが一度も聞いたことのない、甲かん高だかい音が空いっぱいに響ひびいた。二つの筒つつから長大な炎ほのおの尾おを引きながら、機き竜りゆうは高く、高く舞まい上がっていく。

　解放された熱素たちの猛たけりを、ロニエはかざした両手の掌てのひらで痛いほど感じた。本来ならば、いかなる素材の容器であろうとも超ちよう高熱によって一いつ瞬しゆんで天命を全損し、機き竜りゆう全体が大だい爆ばく発はつしているはずだ。だが、封ふう密みつ缶かんなるものに埋うめ込まれた細管に超ちよう低温の凍とう素そが次々と送おくり込まれ、容器の熱を抑おさえている。結果、熱素の爆ばく発はつ力りよくは噴ふん射しや筒づつから一方向にのみ放出され、巨きよ大だいな機き竜りゆうをまっすぐに飛ばしている。

　いま、アンダーワールドの歴史上初めて、人が飛ひ竜りゆう以外のものに乗って大空を飛ひ翔しようしているのだ。

「…………すごい……」

　ロニエの両りよう眼めに、先ほどとは違ちがう理由の涙なみだが滲にじんだ。

　ぼんやり歪ゆがむ視界の彼方かなたで、銀色の機き竜りゆうは、セントラル・カセドラルを飛とび越こさんばかりにどこまでも駆かけ登のぼっていく。

　もし機き竜りゆうが地上の一箇か所しよに留とどまっていたら、ひっきりなしに生成される凍とう素そのせいで周囲の空間神聖力があっという間に枯こ渇かつしてしまうだろうが、高速で移動していれば神聖力の供給は辛かろうじて追いつくはずだ。ならば、あの人造の竜りゆうは、飛ひ竜りゆうでも到とう達たつできないほどの高さにまで上じよう昇しようできる──のかもしれない。

　そう考えた瞬しゆん間かん、ロニエは人界代表剣士の本当の意図を悟さとった気がした。

　キリトは、ただあれを飛ばすことだけが目的なのではなく──もしかしたら、あの機き竜りゆうによって、どんな生物も越こえることができない《世界の終わりの壁かべ》を……。

　しかし、そこまで考えた瞬しゆん間かん。

　突とつ然ぜん、熱ねつ素そたちが膨ぼう張ちようする気配をロニエは感じた。

　封ふう密みつ缶かんが歪ゆがみ始めている。高熱で溶とけかけているのだ。理由は解わからないが、缶かんの温度を下げるはずの凍素の供給が滞とどこおっている。

「あ、アスナさま！　熱素が──」

　と言いいかけたとき、ぼむん！　という嫌いやな音が響ひびき、片方の噴ふん射しや筒づつから黒い煙けむりが洩もれるのが見えた。

[image: ]

　直後、機き竜りゆうはぐるぐると垂直に回転し始める。進路が南にずれていく。その先には──

　セントラル・カセドラルの、九十五階あたりの壁かべが。

「ぶっ、ぶつかる!!」

　ロニエは両手を胸の前で握にぎり、叫さけんだ。見物客たちからも大きな悲鳴が上がる。

　しゃっ!!　と響ひびいた鞘さや走ばしりは、アスナが腰こしの細剣を抜く音だった。

　ソルスの光を七色に分けて輝かがやく、世にも美しい刀身がまっすぐにカセドラルを指し示した。

「……よいしょー！」

　とアスナがいささか神様らしからぬ掛かけ声ごえを発し、同時に細剣の切っ先を左に動かした。

　それに引っ張られるかのように、巨きよ大だいなセントラル・カセドラルの九十五階から上が、重々しい音を立てて西側にずれた。

　生まれた空間を、一いつ瞬しゆんののち、黒こく煙えんの筋を引きながら機き竜りゆうが通過し。

　遥はるか南の空で、眩まばゆい閃せん光こうを放ち。

　どかーん、と盛せい大だいに爆ばく発はつした。




　機き竜りゆうの上じよう昇しように伴ともなって幾いくらかは消費していただろうが、それでも熱ねつ素そ二十個が同時に解放されたその威い力りよくは凄すさまじいものとなった。

　通常、素因エレメントは指一本で一つしか制せい御ぎよできないため、どんな高位の術者でも同時生成は十個が限界だ。伝え聞くところでは、かつて公こう理り教きよう会かいを牛ぎゆう耳じっていた元老の長は足の指をも利用することで二十個、そして亡なき最高司祭アドミニストレータは髪かみすらも端たん末まつとして百個近い素因を操あやつったそうだが、もちろんロニエはその場面を直じかに見たことはない。

　騎き士しであるロニエでさえそうなのだから、カセドラルに詰つめかけていた市民たちの驚おどろきようは大変なものだった。遥はるか高空で生まれた、第二のソルスとも言うべきオレンジ色の閃せん光こうに続いて、天地を揺ゆるがすような轟ごう音おんが地上まで届いた時、ほとんどの見物人が両手で頭を覆おおって悲鳴を上げた。

　しかしもちろん、無加工の熱素が上空で炸さく裂れつしただけなので、現象の派手派手しさに対して、いかなる被ひ害がいも数百メル離はなれた地上に及およぶことはなかった。

　おそるおそる顔を上げた見物客たちの視線の先で、濃のう密みつな黒こく煙えんがもくもくと広がり、再び元の位置に戻もどったカセドラルの最上部を覆おおい隠かくした。

　二ヶ月前にこの広場から発射された、新年を祝う花火の数倍に及およぶ規模の爆ばく発はつに、鋼はがねの竜りゆうに乗っていた代表剣士はいったいどうなってしまったのだろう──と恐おそらく全員が思ったに違ちがいない。当然ロニエもそう考え、胸の前で両手を握にぎり締しめたまま、両りよう眼めを大きく見開いた。

「き…………」

　キリト先せん輩ぱい！

　と叫さけぼうとしたその寸前、隣となりのアスナが軽くロニエの肩かたを叩たたいて言った。

「大だい丈じよう夫ぶよ」

　その、動どう揺ようの気配もない落ち着いた声が響ひびくと同時に、ずぼっと黒こく煙えんの底を突き破やぶって落下してくる小さな影かげがあった。

　人だ。機き竜りゆうを形作っていた全ての物質が蒸発し、空間神聖力となって拡散してしまったのに、ぐるぐる回りながら落ちてくる人物が着き込こんだ灰色の服には焼やけ焦こげひとつ見えない。

　人ひと影かげが、不意に両りよう腕うでを広げた。

　袖そで部分の布地が溶とけ崩くずれるように後ろへ流れ、薄うすい翼つばさへと形を変えて肩かたから伸びた。

　飛ひ竜りゆうに似た翼つばさを二度、三度羽ばたかせると、落下の勢いが緩ゆるみ、やがて完全に静止した。

　最高司祭の死とともに失われたはずの飛行術。いや、正確には術式ではない。心シン意イによって服の布地を本物の翼つばさへと変形させ、自分は空を飛ぶことを許された生物である、と《世の理ことわり》を書かき換かえているのだ。

　そんなことができる人間は、いまのところ彼以外には存在しない。見上げる見物客たちがいっせいにどよめき、やがてそれは巨きよ大だいな歓かん声せいと拍はく手しゆへと変わった。

　当初の目的だった《機き竜りゆう飛行実験》は半分以上失敗したはずなのだが、キリトは笑え顔がおで手を振りながら緩ゆるやかに舞まい降おりてくる。ロニエも、その姿を見上げながら懸けん命めいに両手を叩たたいた。とんでもない思いつきを実行に移し、とんでもない結果を引き起こすキリトの行状は、何年経たってもまるで変わらない。

　顔は笑っているはずなのに、自分の両りよう眼めに再び滲にじむものがあることにロニエは気付いた。

　ぎゅっと瞬まばたきしてそれを払はらい落おとしながら、胸むねの奥おくでひそやかに祈いのった。

　叶かなうならば、この日々が永遠に続きますように、と。










　　　２




　セントラル・カセドラル五十階、《霊れい光こうの大だい回かい廊ろう》の名で呼ばれる大広間が、現在の《人界統一会議》の会議場となっている。

　かつては磨みがかれた大理石が敷しき詰つめられていただけの床ゆかの中央に、白シラ金カネ樫ガシの古木から切り出した巨きよ大だいな円えん卓たくが置かれ、周囲を二十脚きやくの椅い子すが取り囲む。

　その一つに腰こし掛かけ、首を縮めているのはキリトだ。彼の前に立つ大おお柄がらな男性が、雷かみなりのような声を響ひびかせた。

「今日という今日は言わせてもらいますぞ、代表剣士殿どの!!」

「…………ハイ」

「今回は絶対に何も壊こわさない！　そう剣に誓ちかったことを、よもやお忘れではありませんでしょうな!!」

「………………ハイ」

　人界最強の剣士を、まるで教師のように叱しかり付つけるのは、重じゆう厚こうな赤しやく銅どうの鎧よろいを着き込こんだ騎き士しだ。顔の造作は剛ごう毅きそのもの、短く刈かり込んだ髪かみと鋭するどい瞳ひとみは炎ほのおの色。名をデュソルバート・シンセシス・セブン、最古参の整せい合ごう騎き士しのひとりである。

「アスナ様がその神力を顕あらわして下さらなかったら、いまごろカセドラルの九十五階から上は黒くろ焦こげですぞ！　いかに無人の階とは言え、歴史と伝統ある《白はく亜あの塔とう》が《消し炭の塔とう》になったりしたら、央おう都との民たみたちがどれほど嘆なげき悲かなしむことか！　だいたい、代表剣士殿どのは、ご自分が重責ある立場に就ついておられることの自覚というものが足りなすぎる！　術式や道具の工く夫ふうは、それを天職とする術師や鍛か冶じ師しに任せればよいのです！」

　永遠に続きそうなデュソルバートの説教を、少し離はなれた場所で机に腰こしを乗せる細身の騎き士しが遮さえぎった。

「そのへんにしてあげなさい、デュソルバート。代表剣士殿どのがまるで日なたのナメクリ虫のように萎しおれているわよ」

　笑いを含ふくんだ艶あでやかな声の主は、鏡のように磨みがかれた鎧よろいをまとい、背に波打つ黒くろ髪かみを流した女性騎き士しだった。左腰こしには白銀の柄つかを持つ細身の長ちよう剣けん、そして右みぎ腕うでには、人界では珍めずらしい藍あい色いろの髪かみの幼子を抱だいている。

「は、しかし騎き士し長ちよう……」

「あまり叱しかり付つけて、また代表殿どのが家出してしまっても困るしね。来月には暗黒界との合議も控ひかえていることだし」

　大輪の花のように華はなやかな美び貌ぼうを綻ほころばせる、騎き士し長ちようと呼ばれた女性の名はファナティオ・シンセシス・ツー。二代目整合騎士団長の要職にある、世界最大級の剣力を持つ人物なのだが、眠ねむる幼子をゆっくり揺ゆする様子からはとてもそうは見えない。

　しょんぼり項うな垂だれたままのキリトの前まで移動すると、ファナティオは艶えん然ぜんと微笑ほほえみながら言った。

「そんなわけだから、しばらく大人しくしていてね、坊ぼうや」

　すると、ひょいと顔を上げたキリトが、こちらは大きな苦く笑しようを浮うかべた。

「《代表殿どの》よりも《坊ぼうや》って呼ばれるほうがよっぽど恐おそろしいよ」

「ふふ、恐おそろしいと思うのは後ろ暗いところがあるからじゃなくて？」

　とファナティオが流し目を送る先には、腕うで組ぐみをして立つ副代表剣士アスナの姿がある。こちらも笑え顔がおではあるが、目め許もとがほんの少しぴくぴくしている気がする。

　続いてファナティオは、円えん卓たくから離はなれた柱の横に立つロニエにも視線を向けると、どういう意味か悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべた。しかしすぐに顔を戻もどし、ぽんとキリトの肩かたを叩たたく。

「ま、今回は実害もなかったことだし、これ以上の咎とがめ立だては勘かん弁べんしてあげましょう。そのかわり、夕食まできっちり執しつ務むのほうを行っていただきますからね」

「…………へーい」

　観念したように頷うなずくキリトの両りよう肩かたを摑つかみ、椅い子すごと円えん卓たくに向き直らせると、ファナティオはもう一度ロニエを見て手招きした。急いで歩み寄ると、抱だいていた幼子を差し出してくる。

「ロニエ、悪いんだけどベルチェの面めん倒どうを見ててくれないかしら。この頃ごろ、一人遊びをさせておくと色々壊こわすのよね」
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「はっ、はい、喜んで！」

　答え、差し出したロニエの両りよう腕うでに、騎き士し長ちようは眠ねむる幼子をひょいと乗せた。途と端たん、腕うでに掛かかる重さに驚おどろいてしまう。整せい合ごう騎き士し見習いとして、ロニエは人界軍の制式武器なら長さ二メルの大剣だろうと片手で振り回まわすことができるが、子供の重みというのは武器とはまったく違ちがうように感じられる。

　両りよう腕うでで胸にしっかり抱だき直すと、一歳になるベルチェ坊ぼうやはふやふやという声を洩もらしたが、すぐに再び安らかな眠ねむりに戻もどった。ファナティオに一礼し、壁かべ際ぎわまで戻もどる。そこで待っていた月ツキ駆ガゲが、鼻はな面づらを伸ばして興味深そうにベルチェの匂においを嗅かぐ。

　円えん卓たくでは、キリト、アスナ、ファナティオ、デュソルバート、そしてかつては修道士と呼ばれていた神聖術師団の団長とカセドラル各部局の長たちが適当な間を空けて座すわり、早さつ速そく会議を始めた。

「まず、先日報告のあった、果ての山脈、南洞どう窟くつの再開通について……」

「洞どう窟くつを掘ほり返かえすのは可能でも、南方の密林地帯に街かい道どうを建設するのはかなりの時間が……」

　今日は正式な評議ではないので、見習いのロニエはこの場にいる義務はない。実際、相棒のティーゼは苦手な術式の勉強をするといって大図書室に籠こもっている。

　だが、ロニエには、キリトにこっそり訊たずねてみたいことがあった。午前中の飛ひ翔しよう実験を見ている時に、ふと思い至った想像の真しん偽ぎがどうしても気になるのだ。キリトはちょっと眼めを離はなすとすぐにカセドラルのどこか──下手をするとセントリアの商店街や、酷ひどい時は人界のどこかの街や村にまで飛んでいってしまうので、この会議が終わったところで素す早ばやく捕つかまえるつもりだった。

　心シン意イの修しゆ行ぎようでは、細い鉄柱の天てつ辺ぺんに片足で何時間も立ち続けることもあるので、背中を柱に預けて会議の終しゆう了りようを待つくらいどうということはない。幼よう竜りゆうの月駆も、ティーゼの霜シモ咲サキよりはおとなしい性質なので、飽あきて柱を囓かじったりはしないだろう。

　活発な議論に耳を傾かたむけながらじっと立っていると、不意に腕うでに抱だいた幼子がへくちっと可愛かわいらしいくしゃみをした。

　目を覚ます様子はないが、寒いのかもと数歩横に移動し、高い窓から差さし込むソルスの光を直接受ける。柔やわらかそうな藍あい色いろの髪かみがきらきらと光り、ふっくらした頰ほおにも日差しが落ちて、その無む垢くな美しさにロニエは一いつ瞬しゆん息を詰つめた。

　…………赤ちゃん、か……。

　微笑ほほえみながら、胸の中でひと言呟つぶやく。

　同時に意識は、先月、央おう都と北部にある生家に里帰りした時の、あまり楽しいとは言いがたい記き憶おくへと彷徨さまよいだしていく。




　アラベル家は、代々、旧貴族制度では最下位の六等とう爵しやく士しに叙じよせられてきた家いえ柄がらだ。

　暮らしは決して裕ゆう福ふくなものではなかった。上級貴族のように私領地などあるはずもなく、収入は帝てい国こく衛士隊で小隊長をしている父親の給金と、わずかな爵しやく士し手当だけ。働かずとも毎月莫ばく大だいな税収がある一等、二等爵しやく家けはもちろん、セントリアの中心部に大おお店だなを構える商家にも遠く及およばない。

　それでも、明るくて家事上じよう手ずの母親と、厳格だが優やさしい父、やんちゃな弟に囲まれて、毎日はとても楽しかった。

　ただひとつ憂ゆう鬱うつだったのが、父親の生家である四等とう爵しやく士し家けで時折開かれるパーティーだ。父親は四男で、祖父はロニエが赤あかん坊ぼうの頃ころに天界へと召めされていたが、家を継ついだ長男──つまりロニエの伯お父じの一家が鼻持ちならない貴族気質の持ち主揃ぞろいなのだ。派手に着き飾かざった伯お母ばが、ロニエの母の古びたドレスをわざとらしく褒ほめる時の顔つきが嫌いやで嫌いやで仕方なく、パーティーのたびに行きたくないと駄だ々だをこねたものだ。

　しかし、四帝てい国こくの大乱とその鎮ちん圧あつを経て、貴族制度は大改革された。私領地はすべて解放。貴族の等級も廃はい止し。爵しやく士し手当だけは時限を切って残されたが、それだけではとても足りず、あらゆる貴族は再編された《人界軍》に職を得なくてはならなくなった。

　古くからの大だい爵しやく家けにとっては、それこそ天変地異にも等しい変化だが、しかしロニエに言わせればようやくあるべき姿になった、というところだ。家いえ柄がらだけで将軍だの参さん謀ぼうだのの肩けん章しようを光らせていた時代が終わり、剣力と知力、そして経験と見識ある者がちゃんと要職に就つけるようになったのだから。

　つまるところ、現在は、あらゆる爵しやく家けの格付けがいちど横一線に並べられた状態、と言っていい。

　しかしそこに、わずかな例外がある。

　即すなわち、セントリアの全貴族から、たった二人だけ整せい合ごう騎き士し見習いへと取り立てられたロニエの生家アラベル家と、ティーゼの生家シュトリーネン家である。

　先月、ロニエは騎き士し見習いになって初めて実家に帰省した。一年ぶりに会った父母や弟は皆みな元気で、ことにまだ北セントリア修しゆう剣けん学がく院いんの学生である弟は大いにはしゃぎ、ロニエの剣を振ろうとしたり──抜ばつ剣けんもできなかった──、ロニエに腕うで相撲ずもうを挑いどんだり──半センも押し込めなかった──と大変な騒さわぎだったのだ。父はカセドラルでの暮らしをあれこれ訊ききたがり、母の料理は相変わらず美お味いしくて、まったく楽しい一夜だった、のだが。

　翌日、まだ早いうちから父親の兄三人とその家族が押しかけてきて、しかも彼らは思いも寄らぬ贈おくり物ものをたっぷりと持参していた。

　つまり、ロニエへの縁えん談だんである。

　いずれロニエが正式に叙じよ任にんされるはずの整合騎士は、旧時代には公こう理り教きよう会かいの守護者として、全人界から圧あつ倒とう的てきな畏い怖ふと尊そん崇すうを捧ささげられていた。その感情は、教会が《人界統一会議》へと刷新されたいまでもほとんど変わらない。いや、むしろ、多くの整せい合ごう騎き士しが異界戦争で命を落としたことで、英えい雄ゆう視しの度合いは増しているかもしれない。

　そんな騎き士しを嫁よめに取ったとなれば、その家の格式および収入は一気に上がる──と、伯お父じや伯お母ばたちは考えているようだった。適てき齢れいの息子むすこがいる家は、その男を。いない家は、近きん縁えんの家の跡あと取とりを。よくもまあこれだけ揃そろえたものだと感心してしまうほどの身上書の山をどさりとロニエの前に積み上げ、彼らはまくし立てた。

　──いかに騎き士し見習いといえど、女のいちばん大事な天職は、子供を産んで育てることだ。聞けば整合騎士団長その人でさえ赤あかん坊ぼうを育てているとのこと。ならばお前がそうして悪いという法はあるまい。お薦すすめはうちの息子むすこ、いやうちの、いやいやこちらの……。

　かつて、キリトがロニエとティーゼに秘ひそかに語ったことがある。

　旧公こう理り教きよう会かいを支配していた最高司祭は、全帝てい国こくから剣けん技ぎや術力に秀ひいでた者を集め、整合騎士へと取り立てた。しかしその実、騎き士したちは《シンセサイズの秘ひ儀ぎ》なる禁断の術式によってそれ以前の記き憶おくを抜き取とられ、代わりに自分は神界から召しよう喚かんされた人ならざる騎き士しなのだ、と偽いつわりの記き憶おくを与あたえられたのだという。

　無論、恐おそるべき行いではあるが──騎き士し団だん運営の合理化という点では見事な手しゆ腕わんだったのだ、と伯お父じ伯母おばたちを前にしてロニエは思わざるを得なかった。

　煙えん幕まくの術式でも使って逃げてしまいたい気持ちを抑おさえ、ロニエは、たとえ整合騎士を嫁よめにとっても爵しやく士し手当が増えたり領地が与あたえられたりはしない、と懸けん命めいに説明した。しかし伯お父じたちはいっこうに信じようとせず、しまいにはロニエが毎日カセドラルで贅ぜい沢たく三ざん昧まいしているに違ちがいないと言い出すに及およんでついに父親が怒おこり、彼らを追い返してくれたので、やっと危地を逃のがれたのだ。

　しかし──。

　ありがとうお父さん、と礼を言いながら、ロニエは胸中で考えずにはいられなかった。

　父親は、本当に結けつ婚こんしたくなった男とすればよい、と言ってくれてはいるが、内心では早く孫の顔が見たいに違ちがいないのだ。いや、それ以前に、父も母も娘むすめが整合騎士団に入ったことに不安を抱いだいているに違ちがいない。戦争さえ起こらなければ、ロニエは普ふ通つうに修しゆう剣けん学がく院いんを卒業し、どこぞの爵しやく家けの次男か三男を婿むこに取り、アラベル家を継ついでいたはずだからだ。

　だから二人が、せめてロニエにちゃんと結けつ婚こんし、子供を産んでほしいと願っていることは明らかだ。

　その願いを、できるなら叶かなえて、安心させてあげたいという気持ちはある。

　しかしロニエは、生家を辞去してカセドラルに戻もどる道すがら、胸むねの奥おくで何度も謝あやまるしかなかった。

　──ごめんなさい、お父さん。お母さん。私はたぶん、いえきっと、一生結けつ婚こんはしないし、子供も産みません。

　──なぜなら、私の想おもいが、その人に届くことは永遠にないからです。




　腕うでの中のベルチェ坊ぼうやが目を覚まし、小さな泣き声でロニエの追想を遮さえぎった。

　あわてて、ぎこちない手つきでそっと揺ゆする。しかしいっこうにむずかるのを止やめてくれる気配はない。

「ほら、いい子、いい子」

　懸けん命めいにあやすが、幼子の顔はみるみる真っ赤に染まっていき、くしゃりと歪ゆがんで、大泣き状態へと移行する──

　という直前で、前から伸びてきた手がひょいと産うぶ着ぎを摑つかんで持ち上げた。

「それくらいじゃ満足しないのよ、この子」

　立っていたのは、母親である騎き士し長ちようファナティオだった。滑なめらかな黒くろ髪かみに彩いろどられた美び貌ぼうに、慈じ愛あいに溢あふれる笑みを浮かべ。

「ほーら、高いたかーい」

　と言いざま、ベルチェ坊ぼうやをぽーいと上に向かって放り投げた。まったく軽い仕草だったが、何せ最強の整せい合ごう騎き士しの腕わん力りよくである。

　幼子はくるくる回りながら、《霊れい光こうの大だい回かい廊ろう》のとてつもなく高い天てん井じようめがけて、どこまでも上じよう昇しようしていく。

「なっ……ふぁなっ……あ、あぶっ……!!」

　ロニエは妙みような声を洩もらして凍こおりついた。坊ぼうやはほとんど天てん井じようの神界図に触ふれそうになったところでようやく止まり、今度は一直線に落ちてくる。

　そして再び、母親の両手にすぽっと収まった。途と端たん、きゃっきゃっと嬉うれしそうな声を上げて笑う。

「まったく、先が思いやられるわ。ロニエ、面めん倒どう見てくれてありがとう。また宜よろしくお願いするわね」

　とにこやかに言い残し、ファナティオは出口に向かった。いつの間にか会議が終わっていて、デュソルバートや部局長たちも後に続く。

「……育て方にも原因があるよなあ……」

　ぼそりと呟つぶやく声が聞こえたので振り向くと、キリトが呆あきれ半分、怖おそれ半分の顔で立っていた。隣となりで、アスナも実に微び妙みような笑みを浮かべている。

「ま、まあ、いずれは騎き士しになって飛ひ竜りゆうにも乗るんでしょうから、いまのうちに高いところに慣れておくのはいいこと……なんじゃないかしら」

「シェータさんとこの赤あかん坊ぼうといい、まったく将来が思いやられ……いや、楽しみなことだなあ」

　ふるふる首を振り、キリトはさて、と腰こしに両手をあてた。

「今日のお勤めも終わったことだし、俺はちょっと二号ごう機きの様子を見に……」

「え、ええー!?　もう次ができてるの!?」

「今度のは凄すごいぞー。熱ねつ素そエンジンとスラスターのあいだに風ふう素そコンプレッサーがあって、何とターボが……」

「あのねえキリトくん、パワーよか先に安全性を何とかしてよね！」

　他の人間たちより神聖語が多めに混じる二人の会話に、ロニエはどうにか手を上げて割わり込んだ。

「あっ、あの……すみません、キリト先せん輩ぱい……」

「ん？」

「あの、私、お話……というか、お訊たずねしたいことがあって……」

　キリトはぱちくりと黒い瞳ひとみをしばたたかせたが、すぐに軽く微笑ほほえみながら頷うなずいた。

「ああ、いいよ。じゃあ、ちょっと早いけどお茶にしようか。アスナはどうする？」

　視線を向けられ、副代表剣士は「うーん」と声を上げた。

「わたしも付き合う、と言いたいけど、このあと大図書室で神聖術の講義を受けることになってるのよね」

「そっか。二代目の司書さんもおっかないからなあ。さぼらないほうがいいな……」

「不真面目な生徒に対してだけよ」

　ぶるりと背中を震ふるわせるキリトに微笑ほほえみかけると、アスナは一歩下がってロニエを見た。

「じゃあ、また晩ご飯の時にね。ロニエさん、キリトくんがお菓か子しを食べすぎないように気をつけてね」

「わ、解わかりました！」

　頭を下げるロニエと、俺は子供かよと呟つぶやくキリトに軽く手を振り、アスナは虹にじ色いろの反射光を残して颯さつ爽そうと歩み去った。その背中が南の大おお扉とびらに消えるまで見送ってから、キリトはくるりと振り向き、言った。

「さてと。そんじゃ俺たちは……久々に八十階あたりに行ってみるか。ロニエ、俺、ユキモモのケーキが食べたいなぁー」

「はい。厨ちゆう房ぼうで用意してから行きますね」

「俺のぶんは二……いや三切れほど宜よろしく！　そんじゃ先行ってるから！」

　ロニエに口を挟はさむ隙すきを与あたえず、キリトは昇しよう降こう洞どうへと続く北の扉とびらにぴゅうっと消えてしまった。

　傍かたわらでうとうとまどろんでいる月ツキ駆ガケの首に手を這はわせ、ロニエは小声で言った。

「……丸ごと持ってったほうがよさそうね」




　十階の大だい厨ちゆう房ぼうで、真っ白い雪ゆき桃ももの砂糖漬づけをたっぷり載のせたケーキを丸のまま──料理長に睨にらまれてしまったが──お茶のポットと一いつ緒しよにバスケットに入れてもらうと、ロニエはカセドラルの八十階へと向かった。

　自動昇しよう降こう盤ばんに乗り、一気に上じよう昇しようする。かつてこの装置は人の手で動かされていたそうだが、自動化にともなって操作係をしていた少女はその天職から解放され、いまは卓たく越えつした風ふう素そ術じゆつの腕うでを見み込こまれて工こう廠しようで新たな職に就ついていると聞く。

　セントラル・カセドラル八十階は、《雲上庭園》の別名のとおり、屋内でありながら一面が花畑となっている。霜シモ百ユ合リの銀色がかった花が群生する広大な草地の中央、滑なめらかに盛り上がった丘おかの天てつ辺ぺんに、黒衣の人界代表剣士の姿があった。

　キリトは、丘おかの中央に植えられた金きん木もく犀せいの若木に右手を添そえながら佇たたずんでいたが、ロニエが近づくと振り向き、微笑ほほえんだ。

「や、ご苦労様」

「いえ、これも傍そば付づき練士の職責ですから」

　くすっと笑みを返し、ロニエは手早く敷しき物ものを広げた。バスケットから皿を取り出し、子供のように眼めを輝かがやかせるキリトに、大ぶりに切り分けたケーキを差し出す。自分と月ツキ駆ガケのぶんも切ると、二つのカップにお茶を注ぎ、「どうぞ」と言う。

「いっただきます！」

　叫さけぶと、キリトはまるで飛ひ竜りゆうと競争するように口を動かし始めた。その様子を見守りながら、ロニエは胸むねの奥おくからじんわりと温かいものが広がるのを意識していた。

　この頃ごろ、こんなふうにキリトと一いつ緒しよにいられることがあると、幸福感を覚えると同時につい思ってしまう。時間凍とう結けつの神聖術があればいいのに……この一いつ瞬しゆんの中に、永遠に留とどまっていられればいいのに、と。

　しかしもちろん、いかなる術式であろうとも時間だけは操あやつれない。時は遡さかのぼらず、止まることすらなく、ひたすら未来に向かって流れ続ける。

　時間がそのような存在であるからこそ、この世界は最大の危機を乗のり越こえ、こうして完全な平和を得ることができた。ロニエもいつかは正式に整せい合ごう騎き士しへと任ぜられ、大きく育った月駆の背中に乗って空を飛ぶ日が来るだろう。その時を心待ちにする気持ちはもちろんある。でも、同時に願いもしてしまう。時よ止まれ、と。

「……ニエ。ロニエ？」

　キリトの声に、物思いに沈しずんでいたロニエははっと顔を上げた。

「あ、す、すみません！　おかわりですか？」

「い、いや、それも欲ほしいけど……そうじゃなくて」

　と言いつつも空になった皿を差し出しながら、キリトは軽く首を傾かしげた。

「確か、何か俺に訊ききたいことがあるって言ってなかったっけ？」

「あ……」

　ようやく自分の言葉を思い出し、ロニエは慌あわてて口を動かした。

「すみません！　そうでした……ええと、先せん輩ぱいが作ったあの鉄の竜りゆう……《機き竜りゆう》のことなんですけど」

　ロニエから受け取った二切れ目にあんぐりと齧かぶりつきながら、キリトは頷うなずいた。

「うん」

「あの、私、なんとなく思った……いえ、気になったんですが……」

　思わず左右を見てから、いっそう声を潜ひそめてロニエは訊たずねた。

「……先せん輩ぱいは、もしかしたら、あの機き竜りゆうで……《終わりの壁かべ》を飛とび越こえるおつもりなのではありませんか……？」

　途と端たん、キリトはむぐっと妙みような声を出し、左手で胸を叩たたきながら右手で宙を搔かいた。ロニエが慌あわててお茶のカップを握にぎらせると、それを一気に飲み干し、長く息を吐はく。

　続けて黒くろ髪かみの青年は、出会った頃ころとまったく変わらない悪戯いたずらっ子このような笑みを浮かべた。

「……さすがは傍そば付づき練士殿どのだなあ。隠かくし事ごとはできないか」

「えっ、そ、それじゃ本当に」

「うん、まあな」

　何事もないように頷うなずき、ぽりぽり頰ほおのあたりを擦こするキリトを、ロニエはしばし呆ぼう然ぜんと見つめた。

　終わりの壁かべ。それは、人界と暗黒界からなるアンダーワールドを取り囲む、無限にも等しい高さを持つ絶ぜつ壁ぺきの通つう称しようである。

　セントリアからは空の青色に溶とけて存在にすら気付けないその壁かべを、ロニエもたった一度だけ自分の眼めで見たことがある。キリトに随ずい行こうして、暗黒界の北辺にある山さん岳がくゴブリン族の領土を訪おとずれた折、地平線の彼方かなたに薄うっすらと霞かすむ断だん崖がいがあることに気付き、息を吞のんだ。

　ゴブリンたちの話では、壁かべは土ではなく、超ちよう硬こう度どの鉱物から成っているらしい。洞どう窟くつや階段を掘ほることはおろか小さな穴ひとつ開けるのも容易ではなく、三百年の歴史の中で、登と攀はんを試みた者は皆みな、墜つい死しの憂うき目めに遭あっているそうだ。

　同様の逸いつ話わはジャイアント族やオーガ族にもあり、つまるところ壁かべは絶対不ふ可か侵しんの、その名のとおり《世界の終わり》を告げる境界であると、いまでは暗黒界に暮らす全ての種族が認にん識しきしている。

　──はず、なのだが。

「あ、あの、ええと」

　仄ほのかに予想していたこととは言え、あっさり肯こう定ていされるとやはり驚おどろきが先に立ち、ロニエは懸けん命めいに思考を立て直した。お茶を一口含ふくんでから、どうにか言葉をまとめる。

「……ええと……。ということは、先せん輩ぱいはもう、ご自身の飛行術で壁かべを越こえられるか試ためされたってことですよね？」

「うん」

　頷うなずいてから、キリトはすぐに首を左右に振った。

「試ためして、諦あきらめた。風ふう素そ飛行術はもちろん、心シン意イで作った翼つばさでもまったく越こえられなかった。どうも、一定以上の高度に近づくと、重力が無限に増大していくみたいなんだよな……」

　腕うでを組み、金きん木もく犀せいの幹にもたれかかりながら、キリトは半ば自分に説明するかのように訥とつ々とつと言葉を続けた。

「……でも、限界到とう達たつ点てんでナイフを真上に投げたら、それはかなりの高さまで飛んでいった。つまり、全オブジェクトの侵しん入にゆうを拒きよ否ひしているわけじゃないんだ。恐おそらく、人間に分類されるユニットだけを選せん択たく的に拒こばんでるんだと思う。翼つばさを生やしたところで、俺のユニットＩＤまでは変わらないからな……。となると、後はもう、俺を何らかの移動可能な殻からに完全密閉して、それが全体としては無生物オブジェクトであるとシステムが認にん識しきしてくれる可能性に賭かけるしかない……」

　そろそろ話についていくのが難しくなり、ロニエはおずおずと手を上げた。

「あの、それはつまり、生身では壁かべを越こえられないけれど、あの金きん属ぞくの竜りゆうに乗っていれば越こえられるかも、ってことですか？」

「ん……？」

　ここでようやく顔を上げ、キリトは何度か瞬まばたきしてから大きく頷うなずいた。

「あ、悪い。うん、そう、そのとおり。実は、革かわとか紙の飛行機……じゃない竜りゆうを俺が術式や心意で飛ばす方法はもう試ためしたんだ。でも駄だ目めだった……。俺自じ身しんが動かしたんじゃ、それは服や鎧よろいと同じと見み做なされるみたいなんだ。竜りゆう自体の力で飛ぶ必要がある。ただ、熱ねつ素その高熱に耐たえるとなるとどうしても金きん属ぞく製になって、その重さを飛ばせるほどの力を出そうと思うと、使う熱素の数も増えるっていう悪あく循じゆん環かんなんだよな……」

「ははあ……難しいもんですねえ……」

　思わずキリトと同じように考かんがえ込んでしまってから、ロニエははっと我に返った。

「いえ、そうじゃなくて！　あの、私が訊ききたいのはですね……」

「ん、なに？」

「どうして、終わりの壁かべを越こえなきゃならないのかってことです！　それは、私もキリト先せん輩ぱいの傍そば付づきをして長いですから、壁かべがあったら越こえたくなっちゃう先せん輩ぱいの気持ちも解わかりますけど……いまはもっと大切なことが色々ある……って思って……」

　勢い良く言い始めたのはいいが、なんだかお説教じみてきてしまったことにいまさら気付き、首を縮める。そんなロニエの肩かたを、キリトが軽く叩たたいた。

「ありがとう、ロニエ。いつも心配かけて悪いと思ってるよ」

　笑いかけられ、急に心臓が跳はね始める。それを悟さとられないよう、懸けん命めいに抑おさえ込む。そんなロニエの様子に気付いた様子もなく、キリトは両手を頭の後ろで組むと視線を上に向けた。

「…………でもな、俺はあの壁かべを越こえるのが、いまのアンダーワールドに於おける最優先の課題だと思ってるんだ」

「え……、それは、どういうことですか？」

「……他の誰だれにも言うなよ。たとえティーゼや、ファナティオにも」

　不意にそんなことを言われ、眼めを見開いてしまったがどうにか頷うなずく。

　しかし、真に驚おどろくべきは、それに続いたキリトの言葉だった。

「──このままだと、いずれもういちど戦争が起きる」

「…………!!　ま、まさかそんな……ようやく、平和な時代になったのに……」

　喘あえぐように言うと、キリトは難しい顔でかぶりを振った。

「残念だけど、それは多分、長くは続かない。……東の大門が崩ほう壊かいして、両世界の交流事業が始まって、暗黒界から観光客が沢たく山さん来るようになったよな。いまはまだ、彼らは珍めずらしい風景や食べ物を楽しんでいる。でも、いずれは気付く。二つの世界が決定的に違ちがうことに」

「違ちがう……？」

「ああ。人界の大地はあまりにも豊かすぎて、暗黒界はあまりにも瘦やせすぎている。ロニエも見たろう、あの赤い空と炭たん殻がらみたいな地面を……。唯ゆい一いつ、首都オブシディアの周辺はそれなりに地力が豊かだけど、そこを支配してるのは結局亜あ人じんじゃなくて人族だからな。このままでは、ゴブリン族やオーク、ジャイアントたちの間にまた少しずつ、でも着実に不満が溜たまっていく。……俺とアスナは、なんとか亜あ人じん族ぞくの領土を緑化できないか頑がん張ばったんだけど、駄だ目めだった。空間リソース……神聖力の供給が、絶望的に少ないんだ」

　ロニエは声もなく、キリトの言葉に聞き入った。

　──確かに、暗黒界の荒こう涼りようとした光景は脳のう裏りに焼きついている。でもいままでは、そういう物だとしか思っていなかった。それをどうにかしようなどという発想は、まったくなかったのだ。

「……先せん輩ぱい……私……」

　呟つぶやいたロニエに黒い瞳ひとみを向け、キリトは柔やわらかく微笑ほほえんだ。

「ごめんな、ロニエを責めてるわけじゃないよ。仕方ないんだ、アンダーワールドは最初からそういうふうに作られてるんだ。貧しい暗黒界と豊かな人界の間に、戦争を起こすことだけを目的にね。そして戦争は実際に始まり、多くの犠ぎ牲せいを払はらって、最悪の結末だけは回かい避ひできた。あの戦いで失われた命のためにも、もう二度と同じことを繰くり返かえすわけにはいかない」

「で、でも、じゃあ、どうすれば……」

「答えは一つだけだ。亜あ人じん族ぞくには、暗黒界の辺境に追いやられてやむなく拓ひらいた領土じゃなく、彼らが誇ほこれる国が必要なんだ。《亜あ人じん》なんて呼ばれる必要のない、本物の国が」

「本物の……国」

　ついていくだけで精せい一いつ杯ぱいのキリトの話のなかで、その言葉の意味するところだけは、なぜか瞬しゆん時じに理解できる気がした。

　ロニエが自分の眼めで見たことがあるのは、山さん岳がくゴブリン族の領土だけだ。東の大門から北東へとひたすら進んだ先の丘きゆう陵りよう地ち帯たいに、彼らの国はある。地に麦は育たず、川に魚は棲すまない、文字通りの荒こう野やだ。

　その上、先々代の族長ハガシ、その子である先代族長コソギが相次いで落命し、ようやく新たな長おさが立ったばかりとあって、部族の復興は遅ち々ちとして進んでいない。ダークテリトリーが《力の掟おきて》のみに従っていた旧時代ならば、たちまちジャイアントやオーク族、ことによれば平地ゴブリン族に討うち滅ほろぼされていただろう。

　キリトに随ずい行こうして彼らの土地を訪おとずれたロニエは、病人が粗そ末まつな藁わらの寝ね床どこに放置され、飢うえた子らが弱々しく泣き続ける光景に言葉を失った。人界から運ばれた大量の支し援えん物資により最悪の状じよう況きようは脱だつしたにしても、それは根本的な問題解決とはならない。あの土地では、多産なゴブリン族の人口を支えることはそもそもできないのだ。

　しかしロニエは、いままで《その先》を考えようとはしなかった。いや、無理やり忘れようとしてきた。自分の手から、長持ちだけが取とり柄えの、大して美お味いしくもない堅かた焼やきパンを次々に引ったくって無む我が夢む中ちゆうで齧かぶりつくゴブリンの子供たちの姿を。

　人界からは、その後も継けい続ぞく的に物資が送られているはずだ。それでいいではないかと自分に言い聞かせ、豊かな人界の、下級とはいえ貴族として何不自由なく暮らしてきた後ろめたさに眼めをつぶってきた。

　でもいま、キリトの口から《本当の国》という言葉を聞き、ロニエは強く意識せざるを得なかった。あの荒こう野やは、とうてい国などと──いや領土とすら呼べるものではない。あれは流る刑けい地ちだ。暮らすことそのものが刑けい罰ばつであるような土地なのだ。

「…………先せん輩ぱい……。私…………、わたし」

　ロニエは深く俯うつむき、食べかけのケーキの皿にかちりとフォークを落として、掠かすれ声ごえで呟つぶやいた。

　──貴族には、与あたえられた特権以上の重大な義務がある。いついかなる時も力なき者のために戦わねばならないというその義務を、神聖語で《ノーブル・オブリゲーション》と呼ぶ。

　二年前、まだ何も知らない初等練士だったロニエにそう教えてくれたのは、目の前のキリトだった。

　──なのに、私はいつの間にかそれを忘れて……いいえ、違ちがう。本当は、ゴブリン族を同じ人間だと考えていなかった。彼らの境きよう遇ぐうを哀あわれだと思っても、心のどこかでは、そうであっても仕方ないと……。

　じわりと滲にじんだ涙なみだがひとつぶ零こぼれ、白い皿に落ちた。傍かたわらの月ツキ駆ガケがくるるる、と心配そうな喉のど声ごえを上げ、前から伸ばされた手が、ロニエの頭をごしごしと撫なでた。

「ごめんよ、ロニエ。この話をすれば、君が傷つくかもしれないって解わかってた」

　いつになく穏おだやかな声で、キリトが囁ささやく。

「……でもな、そんなに自分を責めなくていい。いま人界から暗黒界に支し援えん物資を送れるのは、皇こう帝ていたちや大貴族の浪ろう費ひを停とめたからだし、人界が急速に復興できたからだ。そのどちらも、ロニエたちの頑がん張ばりがなければ実現できなかった。だから、ロニエはちゃんと、彼らのために力を尽つくしているんだ」

「そう……、でしょうか」

「そうさ。俺はあれからも山ゴブリンの国に行ってるけど、子供たちはパンをくれた君のことをいまもちゃんと覚えているよ」

　再び、先ほどとはわずかに意味合いの違ちがう涙なみだが溢あふれ、頰ほおを伝った。キリトがそれを、簡素なハンカチで拭ぬぐった。

　目の前の胸に飛とび込み、顔を押し付けて思い切り泣きたい、という衝しよう動どうをロニエは必死に堪こらえた。その場で俯うつむいたまま、無理矢理に涙なみだを止め、顔を上げて小さく微笑ほほえむ。

「……ありがとうございます、先せん輩ぱい。もう大だい丈じよう夫ぶです……すみません、お話の最中に泣いたりして」

「ロニエが泣き虫なのは、初等練士だった頃ころから知ってるさ」

　そう言って笑うキリトを、唇くちびるを尖とがらせて睨にらみつけながらも、ロニエは再び胸むねの奥おくの疼うずきに耐たえなければならなかった。

　それをお茶とともに飲み下し、瞬まばたきで最後の涙なみだを払はらい落おとしてから口を開く。

「……ええと、先せん輩ぱいがお考えになってることは、だいたい解わかりました。ゴブリンやオークたちには、人界と同じくらい豊かで美しい国が必要だ。そんな場所がもうアンダーワールドにない以上、《終わりの壁かべ》の向こうに見み出いだすしかない。そのために、あの機き竜りゆうでなんとしても壁かべを越こえなければならない……。そういうことですよね」

「そのとおりだ。……壁かべを越こえてからも大変だろうけどな……」

　深く頷うなずくキリトに、遠えん慮りよがちに問いかける。

「……でも、壁かべの向こう側なんて、本当にあるんでしょうか？　あの壁かべが永遠に、どこまでも続いてるだけだったら……？」

「それは、俺も考えた。でもな……もしあの壁かべが、本当にこの世界の終わるところなら、それは壁かべである必要すらない気がするんだ。ただの侵しん入にゆう不能アドレス……虚きよ無むみたいなものでいい」

「虚きよ無む……。見えないし、入れない空間みたいなものですか？」

「そう。でも実際には、終わりの壁かべは実在する絶ぜつ壁ぺきだ。物もの凄すごく高くて、物もの凄すごく硬かたい、ね。そうなっている理由が、世界の住民を、理解不能な事象と対面させないためだとすれば……本当の《世界の果て》は、そこに辿たどり着ついた時点で《果て》ではなくなる可能性がある……。全ては、メイン・ビジュアライザーにどれだけの余地と余力があるかに懸かかってるが……」

　またしても話が理解しがたい領域へと飛び、ロニエが眉まゆを寄せると、キリトは済まなそうに頭を搔かいた。

「悪い悪い、ロニエと話してるとつい頭の中をそのまんま喋しやべっちゃうんだよな。ええと、そうだな……。世界には、本来、《果て》なんてものはないんだ」

「果てがない……？」

　それもまた、ロニエには馴な染じみのない概がい念ねんだった。

　北セントリアで生まれ育ったロニエにとって、街を扇おうぎ形がたに区切る巨きよ大だいな城じよう壁へき──《不ふ朽きゆうの壁かべ》が最初の果てだった。やがてその向こうには広大なノーランガルス帝てい国こくが広がっていることを学び、更さらに他の三帝てい国こくと合わせて円形の人界を形成していることを知った。

　人界をぐるりと囲む《果ての山脈》と、その彼方かなたの恐おそるべきダークテリトリーについて教えられたのは、八歳で幼年学校に入ってからだ。とは言え教師も暗黒界の具体的な地勢については語らず──いまにして思えば、知っていたのかどうかも怪あやしい──、かの地にもそれを囲む無限の絶ぜつ壁ぺき、すなわち《終わりの壁かべ》があることを知ったのは、人界守備軍にティーゼとともに志願して東の大門に赴おもむいてからのことである。

　つまり、ロニエの知る世界には、常に一定の《果て》が存在した。たとえその境界を越こえたとしても、必ず次の壁かべが現れる。そしていつか、絶対に越こえられない、完全なる世界の果てに行き着くものと信じてきたのだが。

「……じゃあ、つまり……終わりの壁かべの向こう側にも、人界や暗黒界のような……草地や、森や、荒こう野やがどこまでもどこまでも広がっているんですか？」

　あやふやな口調でそう訊たずねると、キリトはうーんと唸うなった。

「どう説明したらいいかな……。──そうだ、ちょっとおいで」

　立ち上がり、手を差し出してくる。どぎまぎしながらその手を取ると、キリトはロニエを引っ張って立たせ、雲上庭園の外周部に細く開いている窓まで導いた。

「ほら、あれをごらん」

　黒衣の右みぎ腕うでが指差したのは、青色を濃こくしつつある東の空に薄うっすらと白く浮かぶ半円──月ルナリアだ。ロニエと月ツキ駆ガケは、幼よう竜りゆうの名前の源みなもととなっている大きな星を、言われるままに見上げた。するとキリトが、あまりにも当たり前のことを口にした。

「丸いだろう」

「は……はい。丸いです」

　何を言い出すつもりだろう、と思いながらも頷うなずく。

「あの月は、平面の円えん盤ばんじゃなくて、まん丸い球体だ。だから、太陽ソルスの光が当たった部分だけが明るく見えて、あんなふうに満ち欠けする。それは……セントリアの学校でも教わるよな？」

　自信なさそうに確かめるキリトに、苦く笑しようしながらもう一度こくりと首を振る。

「もちろんです。空の向こうの神界に浮かぶ、ルナリア神の御ご座ざたる黄金の宝ほう珠じゆ……と、幼年学校では教わりますが……」

「そうか。あー、えーっと……実はな、人界と暗黒界を含ふくむこの世界も、本当はあれと同じ球形のはずだと、俺は推測している」

「え……ええ!?　球体!?」

　ロニエは思わず叫さけんだ。突とつ然ぜん、足あし許もとが心こころ許もとなく感じられて、思わず両足を踏ふん張ばってしまう。隣となりで月ツキ駆ガケが、キリトに向かって何を馬ば鹿かなと笑うように、ふるるっと鼻息を洩もらす。

　キリトはその後五分を費ついやして、世界の球形構造──惑わく星せい、と彼は言った──について教えてくれた。もちろんそう容易たやすく受け入れられる話ではなかったが、しかし一つだけ得心のいくことがあった。

　セントラル・カセドラルの九十五階にある《暁ぎよう星せいの望ぼう楼ろう》は、外周部が全て空に向かって開かれている。その端はしに立ち、地上を眺ながめると、彼方かなたの地平線がゆるやかな上向きの弧こを描えがいて見えるのだ。

　世界が本当に球形をしているのなら、そう見えて当然──なのかもしれないが、頭で理解しようとしても実感がついてこなくて、ロニエは空に浮かぶ月を見み詰つめた。

　不意に、自分でも思ってもみなかった言葉が唇くちびるから零こぼれた。

「この世界も、あの月も同じ球体なら……月にも、草原や森や街があって、人が住んでいるのでしょうか？」

「え……」

　それはキリトにとっても予想外の問いだったらしく、黒くろ髪かみの剣士は大きくひとつ瞬まばたきしたが、すぐにその眼めを和なごませた。

「……そうかもしれないな。月までの距きよ離りによっては、あれは小さな衛星じゃなくて、同じサイズの惑わく星せいだということもあり得る……。ま、いつか行ってみれば解わかるさ」

　まったく何気ないように発せられたその言葉に、ロニエは自分でも意外なことにあまり驚おどろきを感じなかった。むしろ、この人なら当然そう言い出すだろう、という予感めいたものがあった。

　だからロニエはただ微笑ほほえみ、ほんの一センだけキリトに近づいて、小声で囁ささやいた。

「その時は、必ず私もお供しますからね。先せん輩ぱいの、傍そば付づき練士として」

「なら、でっかい機き竜りゆうを造らないとな」

　そして二人と一匹ぴきは、そのまましばらく空の彼方かなたの半円を見上げていた。
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　突とつ発ぱつ的なお茶会がお開きとなり、食器を厨ちゆう房ぼうに返したあとも、ロニエはずっとキリトの言葉について考え続けた。

　終わりの壁かべの向こう側や、世界が球形をしていることや、月までの旅の話ではない。最初に話題にのぼった、《再び戦争が起こる可能性》についてだ。

　人界の豊かさが、亜あ人じん族ぞくに不満を蓄ちく積せきさせ続ける、ということは確かにあり得るとロニエも思う。しかしそれが、実際の戦争──即すなわち再度の武力侵しん攻こうに繫つながるとは、正直なところなかなか信じられない。

　なぜなら、いまでは暗黒界でも《五族平和条約》が締てい結けつされ、全種族に周知徹てつ底ていされているはずだからだ。人界と比べれば原始的な法律ではあるが、そこにはきちんと殺人や略りやく奪だつの禁止が謳うたってある。

　無論、これまで数百年にもわたって、力あるものが全てを支配するという《力の掟おきて》だけに従ってきた暗黒界の民たみたちにとっては天地がひっくり返るほどの大変革を強しいられるわけで、過か渡と期きの緩かん衝しよう装置として、命を奪うばわない範はん囲いでの決けつ闘とうの自由は残してあるらしい。しかし戦争となれば、そんな手加減をしている余よ裕ゆうがあるはずもない。

　そして、たとえ暗黒界の民たみといえども、《法を破れない》という魂たましいの封ふう印いんだけは人界人と変わらないはずだ。だからこそ、先の戦争からわずか数年しか経たっていないのに、人界に暗黒界からの見物客を受け入れるようなことが可能なのだが……。

「……ロニエ、ねえ。聞いてるの、ロニエ？」

　何度か右みぎ肩かたをつつかれ、ロニエははっと顔を上げた。

　カセドラル四階、大修練場の片かた隅すみで心シン意イの修しゆ行ぎように励はげんでいたはずが、いつのまにか物思いに沈しずんでしまっていたようだ。今日の課題は《端たん坐ざ無想》で、これが《素因維い持じ》や《柱頭直立》の修しゆ行ぎようと違ちがって実に雑念に捉とらわれやすい代しろ物ものなのだ。

　しかしどうやら、隣となりの相棒は雑念どころか雑談に挑いどむつもりのようだった。ロニエはちらりと、修練場の中央で下位騎き士したちに剣けん技ぎの指導をしている師し範はん──今日は《熾し焰えん弓きゆう》デュソルバート──の様子を窺うかがってから、小声で親友に謝あやまった。

「ごめんなさい、ぼーっとしてた」

　言ってから、この状じよう況きようで私が謝あやまるのは何かヘンだと気付いたが、赤毛の相棒はぷくっと頰ほおを膨ふくらませて囁ささやいた。

「何よ、ぜんぜん聞いてなかったの？　……相談に乗ってほしいことがある、って言ったのよ」

「相談？」

　小さく首を傾かしげ、ロニエは隣となりに視線を送った。

　修しゆう剣けん学がく院いん時代からの付き合いである騎き士し見習いのティーゼ・シュトリーネンは、表情を深刻なものに変えて頷うなずいた。

「うん。…………あのね、あたし……申もうし込まれたの」

「えっ、手合い!?　やめなさいよ、決けつ闘とうなんて！」

　反射的に小声でそう叫さけぶと、ティーゼは紅葉もみじ色いろの瞳ひとみでロニエを睨にらみ、素す早ばやく否定した。

「違ちがうわよ！　その逆……手合いじゃなくて……お見合いっていうか……その……」

　相方が何を言っているのか解わからず、ロニエは数秒間きょとんとしてから、ようやく言葉の意味を理解した。

　直後、え～～～～っ!!　と絶ぜつ叫きようしそうになるのを堪こらえるために、ロニエはありったけの心シン意イを振り絞しぼらなければならなかった。代わりに大きく息を吸い、ぐっと止めて、細長く吐はき出す。

　もういちど空気を吸ってから、ロニエは恐おそる恐おそる訊たずねた。

「…………それって、つまり、結けつ婚こん……ってこと……？」

　するとティーゼは、視線を前方の床ゆかに落とし、小さくこくりと頷うなずいた。

　当然の疑問として口から飛び出しかけた、誰だれに申もうし込まれたのという問いを、ロニエは寸前で吞のみ込んだ。現在ティーゼに結けつ婚こんを申もうし込む可能性のある男性は、たった一人しかいない。上位整せい合ごう騎き士し、《雙そう翼よく刃じん》のレンリ・シンセシス・トゥエニセブンである。

　彼がティーゼに想おもいを向けているのは、異界戦争の頃ころから明らかだった。意外というよりも、むしろ遅おそすぎるプロポーズと言っていいほどだ。

　いつも控ひかえめな微笑ほほえみを絶やさない小こ柄がらな男性騎き士しの姿を脳のう裏りに思おもい描えがきながら、ロニエは「おめでとう」と声を掛かけようとした。

　しかし、それを押し留とどめるかのように、ティーゼは素す早ばやく首を左右に振った。

「……あたし、まだ、何てお返事するか決めてないの」

　その囁ささやきに、ぱちくりと眼めを瞬しばたたかせる。

「え……どうして……？　嫌きらいじゃない、っていうより好きなんでしょう、レンリさまのこと？　よく一いつ緒しよにいるじゃない……」

　おずおずと訊たずねると、ティーゼは更さらに深く俯うつむかせた顔に、始終元気な彼女には似つかわしくない哀あい切せつな表情を滲にじませた。

「好きだよ。でもね、好きな理由も、あたしには解わかってるの。それはね……、レンリさまが、どこか先せん輩ぱいに似てるからなの」

「…………！」

　ロニエは鋭するどく息を吸い込んだ。

　ティーゼの言う《先せん輩ぱい》は、もちろん代表剣士キリトのことではない。修しゆう剣けん学がく院いんの初等練士だった頃ころ、ロニエがキリトの傍そば付づきを務めていたように、ティーゼもひとりの上級生に付いていた。穏おだやかな物もの腰ごしと柔にゆう和わな微笑ほほえみの奥おくに、キリトに負けないほどの強い意志と剣力を秘めていた彼を、ティーゼが心の底から慕したっていたことをロニエはよく知っている。

　しかし、彼はもういない。

　赤毛の親友は、その悲しみを乗のり越こえたものとロニエは信じていた。宝石のような思い出の数々を心の奥おくに大事にしまって、また前を向いて歩き始めたのだと、そう思っていたのだ。

　だがそれが誤りであったことを、赤い睫毛まつげから頰ほおにぽろりと零こぼれた透とう明めいな雫しずくが告げていた。

「ティーゼ……」

　親友の名を呼んだロニエは、強く唇くちびるを嚙かんでから、意を決して立ち上がった。修練場の中央で盛さかんに指示を飛ばしているデュソルバートに向かって叫さけぶ。

「師し範はん閣下！　騎き士しシュトリーネンが体調不良のため、本日の修練は終しゆう了りようとさせてください！」

　短たん髪ぱつの偉い丈じよう夫ふは、鋼はがね矢やのような視線をじろりと浴びせてきたが、幸い無言で頷うなずいた。素す早ばやくティーゼを立たせ、その顔を見られないように一礼させてから退出する。

　ロニエはそのままティーゼの肩かたを抱だき、足早に大階段を降りると、カセドラルの裏庭に広がる薔ば薇ら園えんを目指した。元は獄ごく吏りだったという噂うわさの巨きよ漢かん庭師の横をぺこりと会え釈しやくして通り過ぎ、迷めい路ろ状の通路を闇やみ雲くもに進むと、誰だれも現れないほど奥おく深ぶかいところに小さな長なが椅い子すを見つけて座すわらせる。

　二月の薔ば薇ら園えんは、いちばん早はや咲ざきの品種でもようやく固い蕾つぼみを結びつつあるところで、小さな葉と棘とげのある蔓つるだけが寒風に震ふるえていた。

　ティーゼは、濡ぬれた紅葉もみじ色いろの瞳ひとみでそれらを見るともなく眺ながめていたが、やがてぽつりと呟つぶやいた。

「…………レンリさまと一いつ緒しよにいれば、いつか思い出にできるって、そう信じて……ううん、そう願ってた」

「ティーゼ…………」

　そっと背中に手を当てると、力なく体を倒たおし、頭をロニエの肩かたに預けてくる。

「でもね……、気付くと、レンリさまの笑え顔がおや、言葉や、仕草の中に、先せん輩ぱいと似てるところを捜さがしてるの。……あたしが先せん輩ぱいを忘れられないでいることを、レンリさまも知ってる。それでもいい、って言ってくれてる。その上で、あたしに結けつ婚こんを申もうし込んでくれたの。凄すごく嬉うれしいよ……、嬉うれしいけど……」

　再びの涙なみだが長い睫毛まつげに溜たまり、零こぼれた。今度はひと粒つぶではとどまらず、後から後から溢あふれて、二人の簡素な修練衣に染しみ込んでいく。

「嬉うれしいけど、あたし、ほんとは忘れたくないんだ。ずっと先せん輩ぱいの思い出と一いつ緒しよにいたいって、心の奥おく底そこでは思ってるんだ。それが解わかっちゃったから……、だから、あたし……」

　震ふるえる喉のどで大きく息を吸うと、ティーゼはぎゅっと顔をロニエの胸に押し付け、叫さけんだ。

「あたし、会いたいよ……。ユージオ先せん輩ぱいに、会いたいよぉ……！」

　全身をわななかせて泣きむせぶ親友の背中を、ロニエは思い切り抱だき締しめた。

　ロニエの眼めにも、熱いものが滲にじんだ。

　二人が修しゆう剣けん学がく院いんで傍そば付づき練士を務めたのは、ほんの一ヶ月程度のことでしかない。しかし二人にとって、あの出会いは運命だった。一生のあいだに、たった一度だけ訪おとずれる奇き跡せきだった。

　自分はその奇き跡せきに殉じゆんじ、永遠に他の誰だれも愛するまいとずっと昔に誓ちかった。だからそのぶん、ティーゼには次の幸せを見つけてほしいと思っていたのだが──それが、どうしようもなく身勝手な願いだったことを、ロニエはいまようやく理解した。

　なぜなら、ロニエと違ちがって、ティーゼはもう永遠にその想おもい人びとと会うことはできないのだ。手を触ふれることも、語り合うことも、遠くからそっと見つめることすら、ティーゼには決して許されないのだ。

　悲痛な嗚お咽えつを洩もらす親友にかける慰なぐさめの言葉を、ロニエは持たなかった。代わりに、いつまでも背中をさすり、髪かみを撫なで続けた。




　ティーゼの涙なみだがようやく途と切ぎれたのは、薔ば薇ら園えんに夕暮れの色が忍しのび寄よる頃ころだった。

　ありったけの感情を絞しぼり尽つくしたかのように、赤毛の親友は頭をロニエの肩かたにもたれさせたまま、沈しずみゆくソルスをぼんやりと見上げた。

「…………ごめんね。ありがと」

　やがて、掠かすれきった声でティーゼがそう呟つぶやいたので、ロニエは小さく頭を振った。

「ううん。……私こそ、ごめんなさい、ティーゼ。私……あなたの気持ちに、ぜんぜん気付けなかった。レンリさまと幸せになってほしいなんて、勝手なこと考えてた……」

「いいの。あたしも、少しはそうなりたいって気持ちがあるもの」

　大きく息を吸い、ティーゼは幾いくらか力の戻もどった声で言った。

「あたし、レンリさまには、もう少し待ってくださいってお願いしてみる。時間を掛かけたからって、何にもならないかもしれないけど……でもね、あたし、予感がするの」

「予感……？」

「うん。あの、キリト先せん輩ぱいの造った《機き竜りゆう》を見た時から……これからまた何かが起きる、何かが変わる、って」

　ティーゼの言葉に、ロニエもふとあの一いつ瞬しゆんのことを思い起こしていた。

　青い空を背景に、どこまでも上じよう昇しようしていく銀色の光。それを見上げながら感じた、痛いほどの高こう揚よう。確かにあの光景には、巨きよ大だいな変革を予感させる何かがあった。

「…………そうね。私も、感じる」

　ロニエが呟つぶやくと、ティーゼもゆっくりと頷うなずいた。

　二人の少女騎き士しは、しばらくそのまま石造りの椅い子すに座すわり続けていた。数分後、五時の鐘かねが聞こえたのを機にティーゼは体を起こすと、ちらりとロニエを見て、思いがけないことを口にした。

「それで、ロニエはどうなの？」

「え……ど、どうって？」

　紅葉もみじ色いろの瞳ひとみを一度瞬しばたたかせ、仄ほのかな微笑ほほえみすら浮うかべて──。

「キリト先せん輩ぱいに、少しは気持ちを伝えたの？」

「ま……まさか、そんなこと！」

　思わず叫さけんでしまってから、肩かたを縮め、激しくかぶりを振る。

「そんなことするわけ……できるわけないでしょう。いいの、私はいまのままで」

「あたしに気き兼がねしてるなら、そんな必要ないよ？」

　真顔で言うティーゼに、もう一度しっかりと否定の意思を伝える。

「そうじゃないの、本当にいいの。だって……先せん輩ぱいにはアスナさまがいるのよ。それに、いつかこの世界に還かえってくるはずのアリスさまや、人界守備軍のセルルト将軍や……もしかしたらファナティオさまだって……」

「ロニエったら」

　ティーゼは呆あきれたようにため息をついてみせた。

「キリト先せん輩ぱいは、その誰だれとも結けつ婚こんしてるわけじゃないのよ。それに、いまや先せん輩ぱいは皇こう帝ていよりも偉えらいんだから、帝てい国こく基本法に照らせば奥おくさんを……三人？　四人かな……？」
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「あ、あのねえ、先せん輩ぱいがそんなことするわけないでしょ！」

　もう一度叫さけび声ごえを上げてしまい、ロニエは熱くなった顔をごまかすために勢いよく立ち上がった。

「ほんとに私のことはいいの！　ティーゼは自分のことだけ考えてください！」

　きっぱりと宣言して後ろを向く。

　親友は再び、聞こえよがしに息を吐はき出してから腰こしを上げ、隣となりに並んだ。

「ま、キリト先せん輩ぱい本人が、当分そういうこと言い出しそうにないか。…………そろそろ戻もどろ、ロニエ。霜シモ咲サキたちがお腹なかを空すかせてるわ」

「ええ。私もそう言おうと思ってたんだけど……」

　そこでロニエは左右の生いけ垣がきを眺ながめ、言った。

「……ティーゼ、帰り道、判わかる？」

「……泣いてたあたしに判わかるわけないじゃない」

　二人は顔を見合わせ、巨きよ大だいな薔ば薇ら迷めい路ろの奥おく深ふかくで、もう一度揃そろってため息をついた。




　その日の夜。

　カセドラル二十二階にある自室のベッドに横になったあとも、ロニエはなかなか寝ね付つくことができなかった。

　──ティーゼが変なこと言い出すから。

　と、厚い石いし壁かべを隔へだてた隣りん室しつに向けて恨うらみ言ごとを念じる。しかしすぐに、彼女も恐おそらく眠ねむれない夜を過ごしているに違ちがいないと反省する。

　何せティーゼは今日、生まれて初めて男性に結けつ婚こんを申もうし込まれたのだ。

　──場所はカセドラルのどこだったのかな。どんな言葉だったんだろう。

　という想像は、すぐにあらぬ方向へと彷徨さまよいだす。

　──もし、仮に……万が一、キリト先せん輩ぱいが私に求きゆう婚こんしてくれるとしたら。あの人は、どんな場所を選ぶだろう。カセドラル九十五階の《暁ぎよう星せいの望ぼう楼ろう》か……それとも、思い出のある修しゆう剣けん学がく院いんの裏庭とか……ううん、もしかしたら飛行術式を使って、雲の上なんてことも……。

　大きく息を吸い、がばっと上うわ掛がけを頭まで被かぶって、ロニエは思考を遮さえぎった。

　そんな想像すらも、決してしてはいけないのだ、と自分に言い聞かせる。願っていいのはたった一つ。いまの穏おだやかな日々が続くことだけ。それ以外に望むことはない。何一つ。

　寝ね返がえりを打ち、枕まくらに顔を埋うめると、遠えん慮りよがちな眠ねむりの精せい霊れいがようやく訪おとずれてロニエの瞼まぶたをそっと閉じさせた。










　　　４




　翌、二月十八日。

　しかしロニエは、自分のたった一つの願いすらも揺ゆるがす事件が起きたことを、昼食会の席で知らされた。

　血相を変えて飛とび込んできた下位騎き士しが、キリトに向かって跪ひざまずき、叫さけんだその言葉は──。

　央おう都とセントリアにて、山さん岳がくゴブリン族の観光客が、セントリア市民一名を殺害した、というものだった。




　さしもの人界代表剣士も、そして恐おそらくは彼よりも豪ごう胆たんであろう副代表も、そろって眼めを見開き、鋭するどく息を吸い込んだ。

　キリトは続けて短く瞑めい目もくしたが、すぐにナイフとフォークを置くと立ち上がった。

「アスナ、それにファナティオさん、人界守備軍と衛士隊の指揮掌しよう握あくを頼たのむ。通常任務のみを行い、今回の件に関しては一いつ切さい特別の対応はさせないようにしてくれ。──そのゴブリン族はいまどこに？」

　後半は、伝令となった下位騎き士しに対する問いだった。まだ少年の面おも影かげを残す騎き士しは、ひざまずいたまま答えた。

「はっ、すでに南セントリア衛士庁に収しゆう監かんされているとのことです！」

「解わかった、伝令ご苦労！」

　言うや否いなや、黒衣の裾すそを翻ひるがえしてキリトは大またに歩き始めた。ここでロニエもようやく驚きよう愕がくから回復し、慌あわてて立ち上がると、大だい円えん卓たくの反対側から叫さけんだ。

「わ……私もお供します、代表殿どの！」

　するとキリトは一いつ瞬しゆん考えるふうだったが、すぐに頷うなずいた。

「宜よろしく頼たのむ。ちょっと近道するけどいいか？」

「は……はい？　ええ……」

　駆かけ寄よりながらロニエは眉まゆを寄せた。近道も何も、セントラル・カセドラルは円形の央おう都との中心に位置し、カセドラルの大階段を駆かけ下りて南門から出ればそこがもう旧サザークロイス帝てい国こくの都たる南セントリア市だ。衛士庁舎などの重要施し設せつは、カセドラルから延びて街を貫つらぬく大通り沿いにあるはずで、つまり目的地まではどのみち一直線……。

　というロニエの疑問に、キリトは行動で答えた。迷いのない足取りで、広間南側の大おお扉とびらではなく、東側のバルコニーへと出たのだ。

　後に続いたロニエは、カセドラル約二十階ぶんの高さの眺ちよう望ぼうを見て、え、まさか、と思った。

　その時にはもうキリトの左ひだり腕うでが、「失礼」の声とともにロニエの体に回されていた。心臓が跳はねるひまもなく──。

　びゅうん！　という異質な音が響ひびき、視界が緑色の光に包まれた。

　直後、体がふわりと浮き上がるのを感じてロニエは声を上げかけたが、それより早く二人は猛もう烈れつな勢いで空へと飛び出した。

　カセドラルがたちまち遠ざかる。広大な央おう都との市街がみるみる近づく。速いなどというものではない。飛ひ竜りゆうが出せる最大飛行速度の数倍にも達していようと思われるのに、風圧はほとんど感じない。風ふう素そを加工した膜まくで体を包むことによって空気の抵てい抗こうをなくし、更さらに後方で風素を連続解放して巨きよ大だいな推進力を得ているようだ。

　これが、全アンダーワールドでもいまのところキリトだけが使える《風素飛行術》なのだ──と悟さとった時にはもう、二人は疾しつ風ぷうの如ごとく地上へと降り立っていた。

　再び不思議な音がして、視界の色が元に戻もどる。襲おそってきた眩暈めまいを振り払はらって眼めを見開くと、すぐ前には巨きよ大だいな──と言ってももちろんカセドラルには遠く及およばないが──石造りの建物があった。赤い砂岩を切り出した、ざらついた質感の壁かべは、間ま違ちがいなく南セントリア特有のものだ。

　石段の上にある正面出入り口を、分厚い鎧よろいをまとった二名の衛兵が守っている。ロニエたちの唐とう突とつな出現を目もく撃げきしたのだろう、警けい戒かい感を隠かくそうともせずに大型の斧おの槍やりを構える彼らに向かって、キリトは一直線に駆かけ寄よっていく。

「何者か！」

　と誰すい何かしつつ、がしゃりと槍やりを交差させる衛兵たちに、ロニエはキリトの背後から精せい一いつ杯ぱいいかめしい声で叫さけんだ。

「人界統一会議の者です！」

　衛兵たちの視線を、短めのマントの留め金にあしらわれた整せい合ごう騎き士し団だんの紋もん章しようで受け止める。まだ見習いゆえに、本来なら下部に刻印されるべき番号がないが、幸いそれでも充じゆう分ぶんな効力を発揮したようだった。衛兵たちは弾はじかれたように直立姿勢を取り、斧おの槍やりの石いし突づきで音高く地面を叩たたいた。

　二人の間を、キリトは一気に駆かけ抜ける。ロニエも続く。

　いまさらのようにロニエは、人界統一会議代表剣士が剣や紋もん章しようはおろかマントさえ身につけていないことに気付いた。簡素な黒い麻あさのシャツと、同じく黒い厚手の綿ズボンだけだ。これではそうと解わからなかった衛兵たちを責められまい。

　しかしキリトは、訝いぶかしそうな視線を向けてくる衛士庁職員たちの間をすり抜けて、一直線に地下への階段へと向かった。まるで問題のゴブリンが囚とらわれている場所を、すでに知っているかのようだ。

　いや、事実そうだったのだろう。石段を半分ほど駆かけ下りた時、ロニエの耳に、特とく徴ちよう的な甲かん高だかい金切り声が届いた。

「……ってねえ！　オイラ何もしてねえ！　何も見てねえーっ！」

「噓うそをつくな、この亜あ人じんめが!!」

　野太い怒ど声せいに、どしんと鈍にぶい音が続く。

　衛士庁地下二階は、黒光りする鉄てつ格ごう子しで仕切られた牢ろう獄ごくとなっていた。とは言え、通り過ぎるほとんどの監かん房ぼうは床ゆかにうっすらと埃ほこりが積もり、長年使用された様子はない。それも当然で、人界には原則的に犯罪者は出現せず、ごく稀まれに禁きん忌き目もく録ろくや帝てい国こく基本法の膨ぼう大だいな条じよう項こうを端はし々ばしまで覚え切れなかったがゆえに《結果として瑣さ末まつな罪を犯おかしてしまった》者が出るに過ぎなかったのだから。──これまでは。

　通路の突き当たりは、取り調べのための場所なのか、鉄てつ格ごう子しのない広めの部屋になっていた。薄うす暗ぐらい部屋の中央には無骨な木の机が置かれ、その上に突つっ伏ぷしているのは、間ま違ちがいなくまだ若い山さん岳がくゴブリン族だった。

　小こ柄がらなその体を、後ろから屈くつ強きような衛士が押さえ込んでいる。そして正面には、隊長の制服を着た男が立ち、抜き身の長刀を高々と振りかざしていた。

「片かた腕うですっ飛ばされたあとでも汚きたならしい噓うそをつけるかどうか、試ためしてみるがいい！」

　ぎらり、と剣が蠟ろう燭そくの光を反射した。

　──やめなさい！

　とロニエは叫さけぼうとしたのだが、それより早く──。

　キン！　と鋭するどい音が響ひびき、まるで不可視の刃やいばに打たれたかの如ごとく隊長の剣から火花が散って、手からすっぽ抜けて奥おくの壁かべまで吹ふき飛とんだ。

　キリトが、整せい合ごう騎き士しの秘ひ奥おう義ぎである《心シン意イの太た刀ち》を放ったのだ。全力で疾しつ走そうしつつ隊長の剣を弾はじいてのけた黒衣の青年は、そのまま足を止めずに取調室に飛とび込むと叫さけんだ。

「そこまで！　この件に関する一いつ切さいは、たったいまから人界統一会議が引き継つぐ！」

「なにぃ……」

　吹ふき飛とんだ剣を呆ぼう然ぜんと眺ながめていた隊長は、振り向いてキリトを見るや顔を紅潮させた。整えられた口ひげが震ふるえ、何かを大声で喚わめこうとしたその時、眼めがロニエの肩けん章しようを捉とらえる。

　表情が再度激変し、同時に血の色が失うせた。隊長とその部下は素す早ばやく床ゆかに片かた膝ひざを突くと、キリトというよりもロニエに対してこうべを垂れた。

　セントリアの人々からこのような反応を向けられる機会は、実際のところかなり増えている。しかしいっこうに慣れる気配はない。なにせロニエは、一年三ヶ月前まではただの学生でしかなかったのだ。異界戦争のおりに人界守備軍に志願し、その後は無む我が夢む中ちゆうで剣を振り回しているうちに、気付けば騎き士し見習いに任ぜられていたというだけで、覚かく悟ごやら品格のようなものはまったく身につかない。

　この人さえちゃんとした格好をしていてくれれば、こんないたたまれない思いをせずに済むのに、と内心で思いながらロニエはじっとキリトの挙きよ措そを見守った。

　外見的には央おう都とに暮らす一いつ般ぱん民みんのひとりとしか見えない青年は、まず体を丸くしてガタガタ震ふるえている山ゴブリン族の若者に向かって安心させるように頷うなずきかけると、穏おだやかな声で訊たずねた。

「きみ、名前は？」

　ゴブリンは、黄色味がかった眼めを激しく瞬しばたたかせていたが、やがてか細く答えた。

「…………オロイ」

「オロイか。その飾かざり羽ばねは、鋸のこぎりが丘おかのウボリの氏族だね？」

　額に巻かれた革かわ帯おびから伸びる、青と黄色の羽を揺ゆらしてゴブリンがこくこく頷うなずいた。

「そうか、俺の名前はキリトだ。人界統一会議の代表を務めている」

　途と端たん、低頭したままの衛士二人がびくんと背中を波打たせ、オロイという名の若者は大きく眼めを見開いて叫さけんだ。

「キリト……。知ってる、オイラ知ってる！　ウボリにイライラ虫採り比べで勝った白イウム！」

　──いったいこの人は何をしているのか、とロニエは内心で呆あきれたが、もちろん顔には出さなかった。キリトは平然と頷うなずくと言った。

「あの時貰もらった百人長のメダルはまだちゃんと持ってるよ。いいかいオロイ、これから、まずこっちの衛士たちに、次に君から、順番に話を聞く。その内容だけで処しよ罰ばつしたりはしないから、落ち着いて、あったことだけを話してくれ」




　キリトに促うながされて立ち上がった衛士隊長は、畏い怖ふの中にもわずかな憤ふん懣まんが混じった顔つきで以下のように語った。

　──本日午前十一時三十分ごろ、南セントリア四番街の衛士詰つめ所しよに、『カルー通りの宿屋で亜あ人じんが刃は物ものを持って暴れている』という市民からの通報があった。急行したところ、その宿屋の二階廊ろう下かでゴブリン族が血のついた短たん剣けんを持って立っており、すぐ奥おくの部屋で人間の男が血を流して倒たおれていた。男は宿屋の掃そう除じ人にんで、心臓を一ひと突つきにされており、すでに天命は完全に消しよう滅めつしていた。状じよう況きようから、ゴブリン族が短たん剣けんで男を殺害したものと判断し、即そく座ざに衛士庁に連行のうえ取り調べを始めた──。

　それに対して、山ゴブリン族のオロイは次のように説明した。

　──オロイは、同氏族の若者五人と一いつ緒しよに、三日前からセントリア見物旅行に来ていた。仲間は朝食後に街に出かけたが、オロイは腹の具合が悪くなり、宿屋の部屋で寝ていた。昼前に、誰だれかがドアを叩たたいたので外に出ると、人ひと影かげはなかったが廊ろう下かに短たん剣けんが落ちていた。それを拾い、血がついていることに気付いて眺ながめていると、階段から兵隊が上がってきて何がなんだか解わからないうちに捕つかまった。




「……オイラ、何もしてねえ……。何があったのかも、見てねえ……」

　オロイがそう話を締しめくくったとたん、隊長が我が慢まんできかねるというように叫さけんだ。

「ええい、噓うそをつくなと言っているだろう！　あの短たん剣けんは人界のものじゃない！　あんな粗そ悪あくな鋳い物ものを使ってるのは亜あ人じんだけだ！」

「ちが、違ちがうっ！　あの剣、似てるけど違ちがう！　ゴブリンの剣、柄つか頭がしらに氏族の紋もん章しよう入ってる！　あの剣入ってねぇ、偽にせもんだ！」

　金切り声でオロイがそう反はん駁ばくすると、隊長はいっそういきり立ち、喚わめき返そうとした。それをキリトが右手で押し留とどめ、言った。

「調べてみれば解わかることだ。隊長さん、その短たん剣けんは今どこに？」

「……は、一階の武ぶ具ぐ庫こに保管してあります」

「悪いが、見せてくれないか」

　すると隊長は、部下に目め配くばせした。若い衛士は弾はじかれたように駆かけ出し、たっぷり五分近くも待たせてから、ヒゲのない顔を青ざめさせつつ戻もどってきて報告した。

「…………ありません」

「なんだと、何を言っとる！」

　居い丈たけ高だかに怒ど鳴なる隊長に、首を限界まで縮めさせて衛士は繰くり返かえした。

「ですから、ないのです。武ぶ具ぐ庫こに、問題の短たん剣けんは保管されていません」




　二時間後。

　セントラル・カセドラルに──今度は馬車で──戻もどったキリトは、人界統一会議の主だった面々を集めて状じよう況きようの説明を行った。衛士庁に同行したロニエも、特例として円えん卓たくに着席を許されている。

　五十階、主会議場の広大な空間に満ちた静せい寂じやくを、最初に破ったのは副代表アスナだった。

「……その山ゴブリン族、オロイさんは今どこに？」

「ああ、衛士庁舎からここに連れてきて、とりあえず四階の空き部屋に入ってもらってる。扉とびらを警護させてるから、事実上の軟なん禁きんだけどな……」

　眉まゆを寄せるキリトに、アスナも浮かない顔で応じた。

「事件が解決するまでは、それもやむを得ないわね……」

　と、ここで円えん卓たくの反対側から、騎き士しデュソルバートの声が低く響ひびいた。

「どうやらお二人とも、そのゴブリンが実際には殺人を犯おかしていないと確信しておられるようですな？」

「──ああ、そう考えている」

　頷うなずいたキリトは、卓たく上じようで両手の指を組み合わせて静かに続けた。

「ダークテリトリーから人界への観光旅行は、統一会議が両世界の交流事業として行っていることだ。《東の大門》を越こえる時に、必ず禁止事じ項こうの確かく認にんを行うよう義務づけている。簡単な規則集だけど、そこにはちゃんと暗黒界軍総司令官の名前で、盗ぬすみや傷害、殺人の禁止が明示されてる。つまり、暗黒界の《力の掟おきて》に縛しばられているはずのオロイが、その禁を破って宿屋の掃そう除じ夫ふを殺したのならば……」

「右みぎ眼めが破は裂れつしていなくてはならない」

　と、引き継ついだのは騎き士し長ちようファナティオだった。

　円えん卓たくにつく面々は、しばし無言でその言葉をかみ締しめた。

　アンダーワールドに暮らすあらゆる民たみには、人間だろうと亜あ人じんだろうと、かならず《コード８７１》なる術式が施ほどこされている。これは、あらゆる法や規則に背そむこうとすると右みぎ眼めに激げき烈れつな痛みが発生し、実際に違い反はん行動を取れば眼球が跡あと形かたもなく吹ふき飛とぶという恐おそろしいものだ。

　そもそも、普ふ通つうの人間は、法に背そむこうという考えを持つことすらない。ロニエ自身も、かつて何度も《禁きん忌き目もく録ろく》や《帝てい国こく基本法》の理り不ふ尽じんさに直ちよく面めんはしたものの、それを破ろうとしたことは一度もなかった。そのような考えを抱いだき、行動し、実際に右みぎ眼めが破は壊かいされる段階にまで至った者は、確かく認にんされている限りアンダーワールド三百年の歴史の中でもたった三人──自ら右みぎ眼めを抉えぐり出した者を加えれば四人──しかいないのだ。

　そして、山さん岳がくゴブリン族の若者オロイの両りよう眼めには何の異変もなかった。それはロニエも自分の眼めで確かく認にんしている。

「……ですが」

　と、遠えん慮りよがちに発せられた声は、整せい合ごう騎き士しレンリのものだ。

　ティーゼに求きゆう婚こんし、現在返事まちであるはずの若い騎き士しは、そのせいではなかろうが沈ちん鬱うつな色を額のあたりに漂ただよわせながら続けた。

「殺人行こう為いは、そのオロイ以外の万ばん民みんにとっても最大の禁きん忌きであるはずです。ほとんどの法に対して超ちよう越えつ権けんを与あたえられている我ら整合騎士とても、無む辜この民たみの天命を全損させることはできません。つまり……オロイ以外の何ものかが掃そう除じ夫ふを殺したのだとすれば、その者は……」

「──右みぎ眼めの封ふう印いんを破った、ということになる」

　キリトはそう呟つぶやき、口元に苦々しい笑みを滲にじませた。

「皮肉だな。かつて存在した《自動化元老機関》なら、いまごろはその犯人を検出できていたわけだ」

　するとすぐにアスナが首を振った。

「だめよ、あんな非人道的な仕組みに頼たよるなんて」

　自動化元老機関、とは人界会議の前身である公こう理り教きよう会かいにおいて運営されていた、数十人の高位術者の天命および自意識を凍とう結けつし、法に背そむかんとする者をひたすら遠えん隔かく捜そう索さくさせるという、いわば人間による監かん視し装置である。戦争後、《元老》たちを縛しばっていた術式は解除されたが、彼らの自じ我がは戻もどることなく全員が数日のうちに眠ねむりながら息を引き取った。

　それを思い出したのだろう、キリトは重く息を吐はきながら答えた。

「ああ、解わかってるさ。それに……どうも、違い和わ感かんを拭ぬぐえないんだ」

「と言うと？」

　訊たずねたファナティオに、黒い瞳ひとみが向けられる。

「何て言うかな……。かつて、右みぎ眼めの封ふう印いんを破った三人は皆みな、ただ誰だれかを殺すためにそうしたわけじゃない。理り不ふ尽じんなるものに対して断固抵てい抗こうする強きよう烈れつな意志がそうさせたんだ。となると、犯人にとっては、被ひ害がい者しやは何が何でも殺さねばならない絶対的な悪の象しよう徴ちようだった……ということになるけど」

　キリトはちらりと卓たく上じようの資料を見て続けた。

「でも、殺されたヤゼンという名の掃そう除じ夫ふは、調べた範はん囲いでは誰だれの恨うらみも買いそうにない人物だよ。長年大貴族の私領地で小麦を作り、去年解放されてからは宿屋で働いていたようだけど、ダークテリトリーからの客に対してもまったく分わけ隔へだてなく親切に応対していたらしい。捕つかまったオロイも、ヤゼンにはむしろ親しみを感じていたと言っている」

「つまり、そのヤゼンさんが、誰だれかに対して理り不ふ尽じんな権力を行使するような状じよう況きようは有り得ない……というわけね？」

　アスナの問いに、キリトはきっぱりと頷うなずいた。

「おおよそ考えられない。それに……消えた凶きよう器きの件もあるしな……」

　衛士庁舎の地ち下か牢ろうで、ヤゼン殺害に使われたと思おぼしき短たん剣けんが武ぶ具ぐ庫こから消えているとの報告を受け、キリトは即そく座ざに庁舎内の全衛士に対して、人界統一会議の名において直接問とい質ただした。だが誰だれひとり、持ち出したと名乗り出る者はいなかった。衛士庁を統とう括かつする人界軍をさらに指揮する統一会議の命令に抗あらがえる衛士がいるはずがない。つまり、問題の短たん剣けんは、宿屋から運ばれ、武ぶ具ぐ庫こに収められたあと、外部の何ものかに盗ぬすまれたか──あるいは自動的に消しよう滅めつした、ということになる。

「この件に関して、意見のある人は？」

　キリトが円えん卓たくを見回してそう問うと、すぐにデュソルバートが発言した。

「聞けば粗そ製せいの鋳ちゆう造ぞう武器だったということだが、一度の使用で天命がほぼ尽つき、保管中に全損した……ということはないのか？」

「ううん……まがりなりにも金きん属ぞく武器なら、その場合でもすぐに完全消しよう滅めつはせずに、鉄てつ屑くずとしてしばらくは存在する気がするなあ……」

「む……確かに」

　腕うで組ぐみして唸うなる巨きよ漢かんを見ていると、ふとロニエの脳のう裏りに一つの考えが浮かんだ。

　そっと円えん卓たくの左右を見回して、誰だれも発言しそうにないのを確かめてから、おずおずと手を上げる。

「お、ロニエ、どうぞ？」

「は……、はい。ええと……師し範はん、じゃなくてデュソルバートさまは、矢や筒づつに用意した矢が尽つきた時は術式で補ほ充じゆうなさいますよね？」

　訊たずねると、弓使いは重々しく頷うなずいた。

「うむ。優先度は本物の鋼はがねを用いた矢より格段に落ちるがな」

「それと同じように……凶きよう器きの短たん剣けんも、もしかしたら、鋼こう素そから生成された《かりそめの武器》だったのでは……ないかと……」

　ロニエの指し摘てきは、主会議場にしばしの沈ちん黙もくをもたらした。

　それを破ったのは、キリトの声ではなく動作だった。右手を無造作に卓たく上じようへと伸ばし、眼めを細める。

　掌てのひらの下に、ぽっと銀色の光点が三つ灯ともった。術式どころか起句すらも省略して鋼素を生成したのだ。それはすぐに一つに融とけあい、輝かがやきながら形を変えていく。鋭するどく伸びた一いつ端たんが湾わん曲きよくし、反対側は細長く収縮する。

　ごとん、と音を立てて円えん卓たくに落下したのは、かつてロニエも何度も見た、ゴブリン族が好んで用いる片かた刃はの短たん剣けんだった。肉厚の刀身も、粗あらく削けずられた柄つかも重々しい存在感に満ちているが──それでも、本物と比べるといくばくかの差異が見受けられる。

　まず、表面の質感が滑なめらかすぎる。それに、本物なら染そめ革がわで巻かれているはずの柄つかまでもが刀身と一体の金きん属ぞく製となっている。見る者が見れば、これが鋼素製の代だい替たい品ひんだということは一いち目もく瞭りよう然ぜんだろう。

　キリトは、自分が作り出した短たん剣けんを摘つまみ上げ、言った。

「ゴブリン族の短たん剣けんをよく知っている俺でも、この程度が限界だ。だが、問題の凶きよう器きは、オロイが本物と見み紛まがうほど精密なものだった……。となるとそれは、よほど高位の術者がたっぷりと時間をかけて生成したものだということになる」

　言葉の終わりに、きん、と軽い金きん属ぞく音おんが重なった。キリトがごく軽い心シン意イで短たん剣けんを打ったのだ。しかしそれだけで《かりそめの武器》は天命を全損したらしく、硝子ガラスのように粉々に砕くだけると、光の粒つぶを散らして消しよう滅めつした。あとには破は片へんひとつ残らない。

「……だとすれば、ゆゆしき問題だわね」

　騎き士し長ちようファナティオが、波打つ黒くろ髪かみを揺ゆらして低く囁ささやいた。

「現在、セントリアの高位神聖術者は全員が人界軍か……もしくはこの統一会議の指揮下にあるはず。そこから反逆者が出たのか……あるいは」

　──ダークテリトリーの暗黒術師の仕業か。

　省略されたそのひと言を、その場の全員が胸のうちで嚙かみ締しめた。

　もし暗黒術師がセントリアに侵しん入にゆうし、何らかの策さく謀ぼうを目的として無む辜この一いつ般ぱん民みんを殺したのならば、それはゴブリン族のオロイが突とつ発ぱつ的な衝しよう動どうによってヤゼンを殺害した場合の何倍も恐おそるべき事態だ。人界への観光と暗黒界との通商という交流事業によって、ようやく打ち解けつつある二つの世界のあいだに、再びの戦争すら引き起こされかねない。

「いや……ことによると、それが目的なのか……？」

　キリトが掠かすれ声ごえで呟つぶやき、しかしすぐに首を振ってきっぱりと言った。

「まだ全ては憶おく測そくの域を出ない。調査を重ねると同時に、この件が市民に与あたえる影えい響きようを最小限に食い止める必要がある。噂うわさが広まるのは止められないとしても、それによって第二第三の事件が誘ゆう発はつされるようなことは絶対に防がないと……。アスナ、人界軍のほうは？」

　問われた副代表は、すぐにこくりと頷うなずいた。

「リーナ……いえ、セルルト将軍に、通常任務以外の治安維い持じ活動は控ひかえるようにお願いしてきた。将軍は快かい諾だくしてくれたけど……でも、やっぱり旧大貴族の派は閥ばつには、ダークテリトリーからの旅行者を全員拘こう束そくするべしみたいな強きよう硬こう論ろんもあるみたい。そっちには統一会議名で命令書を出しておいたから、しばらくは抑おさえられるでしょうけど……」

　一いつ瞬しゆん口を閉ざし、はしばみ色の瞳ひとみに強い光を浮かべてアスナは続けた。

「……でももし、もう一度同じような事件が起きたら、命令書は統一会議への圧あつ倒とう的てきな不満と不信を呼び起こすでしょうね。そしてもしわたしがこの一件を陰かげから操あやつる黒幕なら、必ず次の事件を起こすわよ」

「ああ、俺でもそうするね」

　キリトはため息交じりに応じ、締しめくくるように両手を軽く打ちつけた。

「──では、統一会議としての対応は次の四点とする。一つ、事件の犯人は特定されていないと公式に発表する。二つ、ヤゼンさんの遺族に対して充じゆう分ぶんな説明と補ほ償しようをする。三つ、事件の調査を最大動員態勢で行う。四つ……暗黒界の指導者と、可か及きゆう的てき速すみやかに協議する。何か意見は？」

　すぐにファナティオが手を挙げ、途と惑まどいを含ふくむ声で指し摘てきした。

「速すみやかに……と言っても、次回の暗黒界側との会談までにはまだ一ヶ月近くあるわよ。予定を早めるの？」

「いや」

　キリトはさっと首を振り、まったく何気ないように言った。

「俺がオブシディアまで行って、イスカーンに会ってくる」




　会議が終わった時にはもう、ソルスは西の稜りよう線せんへと没ぼつしつつあった。

　ロニエは急いでカセドラル西側の飛ひ竜りゆう厩きゆう舎しやまで走ると、月ツキ駆ガケを預かってもらっていたティーゼに大きく手を振った。

「ごめんなさい、遅おそくなっちゃった！」

　その声を聞きつけ、草地からさっと顔を上げた薄うす黄き色いろの幼よう竜りゆうが、くるるっと鳴いて駆かけ寄よってくる。ふわふわの体を抱だき止め、顎あごの下を搔かいてやりながら、ロニエはもう一度ティーゼに向かって言った。

「ありがとう、ティーゼ。このお礼は……そのうち、精神的に……」

「言うことがだんだんキリト先せん輩ぱいに似てきたわよ」

　首を一振りして立ち上がった赤毛の親友は、表情を改めると訊たずねた。

「それで……会議はどうだったの？」

　厩きゆう舎しやの壁かべ沿ぞいに置かれたベンチに並んで腰こし掛かけ、ロニエは臨時会議のあらましを語った。

　難しい顔で聞き終えたティーゼは、やがてぽつりと呟つぶやいた。

「なんだか……嫌いやな感じ、するね……」

「ええ……。人界人が人を殺せるはずがないって、少なくとも騎き士しの人たちは思ってるみたいだったけど……」

「法や規則の盲もう点てんをついたり、都合よく捻ねじ曲まげる連中もいるからね……」

　事実、先の《四帝てい国こくの大乱》は、当時の皇こう帝ていたちが、新しく組織された人界統一会議を旧公こう理り教きよう会かいへの反逆軍であると断ずる勅ちよく令れいを出したことによって引き起こされたものだった。いちど捻ねじ曲まげられた法の拘こう束そく力りよくは強きよう烈れつで、蜂ほう起きした四帝てい国こく近この衛え軍ぐんを鎮ちん圧あつするには、ノーランガルス、ウェスダラス、イスタバリエス、サザークロイスの四皇こう帝ていを討うち、勅ちよく令れいを破は棄きするしか方法がなかったほどなのだ。ロニエとティーゼは北セントリアの帝てい城じように突とつ入にゆうし、成り行きによって皇こう帝ていクルーガ・ノーランガルス六世と直接剣を交えたために、かの者の強きよう烈れつなまでに肥大した自じ我がを肌はだで覚えている。

　思わず二人同時に二にの腕うでを擦さすってから、ティーゼが気分を切きり替かえるように言った。

「ま、そういうことなら、月ツキ駆ガケはもう少しあたしが面めん倒どう見ててあげるわよ」

「え？　なんで？」

　きょとんと顔を見返すと、親友は微笑ほほえみながらとんでもないことを口にした。

「だって、行くんでしょ？　キリト先せん輩ぱいと一いつ緒しよに、オブシディアまで」
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　人界の央おう都とセントリアから、暗黒界の首都オブシディアまでは、実に三千キロル以上の距きよ離りがある。

　一日千キロルを駆かける飛ひ竜りゆうでも三日。馬車なら一ヶ月、徒歩だとその倍はかかる。かつての異界戦争のおり、暗黒界軍の将たる皇こう帝ていベクタは暗黒術師の秘薬と秘術を用いて五万の大軍をオブシディアから東の大門までたった五日で移動させたが、のちの検証で、その秘薬は飲んだ人や亜あ人じん、獣けものの天命最大値をわずかではあるが恒こう久きゆう的に減少させる恐おそろしい代しろ物ものだと判明した。人族は騎き馬ばや馬車を用いたために薬を飲まされることはなかったが、徒歩移動だった亜あ人じん族ぞくはいまも天命が減少状態で、カセドラルの神聖術師たちが解げ毒どく方法を見つけようと努力しているところだ。

　今回の緊きん急きゆう事態を受けて急きゆう遽きよオブシディア訪問を決めた人界代表剣士キリトは、当然飛ひ竜りゆうを使うものとロニエは考えた。カセドラルから南セントリアの衛士庁舎まで移動するのに使った風ふう素そ飛行術は大量の空間神聖力を消費するので、地力陽力の薄うすいダークテリトリーでは長時間安定して使えないからだ。

　しかし彼は自分の騎き竜りゆうを持っていないので、デュソルバートやレンリの竜りゆうに同乗する必要がある。二人騎き乗じようでも飛ひ竜りゆうの消しよう耗もうは増えるのに、自分も連れていってほしいとはとても言えない──とロニエはティーゼに焚たき付つけられる前から諦あきらめていたのだが。

　せめて旅の準備くらいは手伝おうと、飛ひ竜りゆう厩きゆう舎しやから代表剣士の居室があるカセドラル三十階まで移動したロニエを出で迎むかえたアスナは、心配と諦あきらめが入り混じったような顔で「キリトくんは工こう廠しようにいるわよ」と教えてくれた。

　副代表剣士の不安を共有しながら再び長い距きよ離りを走り、カセドラルの裏手──かつて牢ろう獄ごくがあった場所──まで移動すると、幅はば広ひろの斜しや路ろを下り、開け放たれたままの巨きよ大だいな扉とびらから中を覗のぞき込む。

　内部は奥おく行ゆき三十メルはありそうな大空間になっていて、左右の壁かべ際ぎわでは五、六人の若い鍛か冶じ師しや細工師たちがトンテンカンテンと威い勢せいのいい鎚つち音おとを響ひびかせている。そして中央には、無数の光こう素そカンテラに照らされた巨きよ大だいな人工物が鎮ちん座ざしていた。

　それは先日大だい爆ばく発はつしてしまった一号ごう機きとよく似た金きん属ぞく製せい飛ひ竜りゆう、すなわち《機き竜りゆう》で、その傍かたわらではキリトと工こう廠しよう長ちようのサードレ師が盛さかんに意見を交こう換かん……というより怒ど鳴なり合っている。

「だから、何度言わせるんじゃキリ坊ぼう！　こいつはまだ調整中で、全力飛行は無理だっちゅうことくらい、おぬしにも解わかっとろうが！」

「大だい丈じよう夫ぶだって老師、今回は垂直上じよう昇しようじゃなくて横に飛ぶだけだからさ。風に乗れる大おお型がた翼よくに換かん装そうすればいけるいける！」

「なーにがいけるモンかい！　聞いとるぞー、おぬしの行き先は暗黒界の首都なんじゃろが！　まだまともに試験飛行もしてないのに、いきなり往復六千キロルも飛ばす奴やつがいるかっちゅうんじゃ！」

「へいきへいき、こいつの熱ねつ素そ封ふう密みつ缶かんは一号ごう機きの倍は頑がん丈じようだし、機体も老師が心血注いで磨みがいてくれたんだしさ。たとえ一万キロル飛んでもびくともしないよ。そうだろ？」

「そ、そりゃあまあ、簡単に壊こわれるようなヤワな細工はしとらんが…………いやいや、いかんいかん！　毎度おぬしのその口車に乗せられちゃあ、オオヌマアブに尻しりを刺されるより厄やつ介かいなことになっとるんじゃからな！」

　二人の話を聞きながら、ロニエは顔から血の気が引くのを感じていた。キリトは飛ひ竜りゆうでも馬車でもなく、この機き竜りゆう二号ごう機きでオブシディアまで飛ぶつもりなのだ。脳のう裏りに先日の大だい惨さん事じが甦よみがえり、ぷるぷる頭を振ってから、急いで二人に走り寄る。

「だっ、だめですよキリト先せん輩ぱい！　サードレ工こう廠しよう長ちようの仰おつしやるとおりです、もしものことがあったらどうするんですか！」

「おっすロニエ、あんまり近づくと服に油がつくぞ」

　ロニエの左ひだり腕うでを引っ張って機き竜りゆうから五十センほど遠ざけさせると、キリトは軽く笑ってから表情を引き締しめた。

「まあ、もしものことがあったら何とか自力で飛ぶさ。騎き士したちはみんな忙いそがしいからオブシディアまで送ってくれとは言えないし、馬だと一ヶ月かかっちゃうからな……。状じよう況きようは俺たちが思ってるより緊きん迫ぱくしてるような気がするんだ、一日でも早く暗黒界に状じよう況きようを伝えて警告しないと、手て遅おくれになるかもしれない……」

「…………でも、危険は他にもあります、先せん輩ぱい」

　一歩近付き、ロニエは懸けん命めいにキリトを説得しようとした。

「掃そう除じ夫ふのヤゼンさんを殺して、山ゴブリンのオロイさんに罪を着せようとした何者かは、禁きん忌き目もく録ろくに縛しばられていません。なら、セントリアを離はなれたキリト先せん輩ぱいを狙ねらうことも……いいえ、もしかしたら今回の出来事そのものが、先せん輩ぱいをオブシディアに向かわせるための罠わなかもしれないんです！」

「ああ……なるほど、その可能性もなくはないな……」

　真顔で呟つぶやくと、キリトは何ごとか考かんがえ込むように口を閉じた。

　沈ちん黙もくを破ったのは、サードレ老人の盛せい大だいなため息だった。

「……まあ、ワシも、せっかく暗黒界の鍛か冶じ師したちと技わざや知識の交こう換かんができるかもしれんっちゅう夢のような世の中になったのに、昔に戻もどりたくはないからのう」

「へえ……老師ほどの達人でも、まだ学ぶことがあるのかい？」

　キリトの問いに、サードレは灰色のヒゲをしごきながら渋じゆう面めんを作った。

「ふん、あったりまえじゃろがい。守備軍が戦場から持ち帰ってきた暗黒騎き士しの剣や鎧よろいは、そりゃあ見事な出来じゃったぞ。そもそも使っちょるハガネからして、ワシの知らん種類じゃからな……鉱石と製法を知るまでは死ねんわ」

　無数の傷きず痕あとが残る大きな手で、銀色に輝かがやく機き竜りゆうの外板をぽんと叩たたくと、サードレは言った。

「……キリ坊ぼう、熱ねつ素その圧力計は八割までじゃぞ。あと、早いとこ圧力の単位を決めてくれい」

「おっ、さすが老師！　圧力は……そうだな、一平方センの面積に一キロムの重さが……」

「ちょ、ちょっと待ってください！」

　二人の会話に、ロニエは慌あわてて割わり込んだ。

「機き竜りゆうの安全性はともかくとして、まだ先せん輩ぱいが狙ねらわれる危険がなくなったわけじゃないんですよ！　お一人で暗黒界に向かうなんて、傍そば付づきとしてはとても……」

　言いながら機き竜りゆうの頭部を見上げたロニエは、ふとあることに気付き、口を閉じた。

　金きん属ぞく製の椅い子す──なんでも《操縦席》と呼ぶらしい──を囲む硝子ガラス部分が、一号ごう機きよりかなり縦に長い。じっと眼めを凝こらすと、操縦席の奥おくに、もう一つ別の椅い子すが取り付けられているようだ。

「…………あの、先せん輩ぱい」

「……な、なに？」

「この二号ごう機きって、もしかして二人乗れるんですか？」

「う……うん、まあ。一号ごう機きは凍とう素その供給が追いつかなくて爆ばく発はつしちゃったんだけど、それはある程度予想してたからさ……こいつは二人で凍素を生成できるようになってるんだけど、さっきも言ったとおり、水平に飛ぶぶんには一人でも冷れい却きやく力りよくは足りるから……」

　何かを予感したようにだんだん早口になるキリトの説明を、ロニエは咳せき払ばらいで遮さえぎった。

「解わかりました、先せん輩ぱい。暗殺の危険に対しては、護衛をつけることで対処しましょう」

「ご、護衛？」

「といっても、先ほど先せん輩ぱいが仰おつしやったとおり上位騎き士しの皆みなさんはお忙いそがしいですから、その任は騎き士し見習いである私が責任を持って果たします！」

「え、ええ？」

「それに私なら、熱ねつ素そ封ふう密みつ缶かんの監かん視しもお手伝いできますし！」

「ええええ～～!?」

　仰のけ反ぞったキリトが何かを言う前に、ロニエは右拳こぶしを胸に、左手を剣の柄つかに当てる正式の騎き士し礼れいで、勝手に命令拝受を宣言した。

　目を白黒させているキリトの隣となりで、サードレ老師がガッハッハ、と愉ゆ快かいそうに笑った。

「こりゃあキリ坊ぼうの負けじゃの。それにしても、ロニエ嬢じようちゃんもずいぶん逞たくましくなったモンじゃわい」




　どうにかキリトから随ずい行こう許可を取り付けたロニエだったが、そこからが大変だった。

　暗黒界の首都オブシディアを訪おとずれるのはもちろん初めてだし、キリトの随ずい員いんが自分一人だけという状じよう況きようも経験がない。いったいどんな準備をすればいいのか見当もつかず、工こう廠しようから駆かけ戻もどった二十二階の自室で服だの小物だのを大量に並べてうんうん唸うなっていると──。

　突とつ然ぜん扉とびらがノックされ、ティーゼだろうと思ったロニエは「はーい！」と大声で返事をしながら入り口まで走った。

「よかった、ちょうど荷造りの手伝いをお願いしようと……」

　そう言いながら引き開けた扉とびらの向こうに立っていたのは、しかし赤毛の相棒ではなく、真しん珠じゆ色の騎き士し服ふくに栗くり色いろの髪かみを垂らした美び貌ぼうの女性剣士だった。

「あっ……アスナさま！」

　慌あわてて正式礼をしようとするロニエを、アスナはほっそりした右手で制し、穏おだやかに微笑ほほえんだ。

「忙いそがしい時にごめんね、ロニエさん。ちょっと来てほしいところがあって……」

「は……はい、どこへなりとも」

　頷うなずいたロニエは、廊ろう下かに出るとアスナの後ろを歩き始めた。

　もしここが北セントリア修しゆう剣けん学がく院いんで、呼びに来たのが上級生なら、校舎裏で複数の生徒に囲まれて「あなた最近少し調子にお乗りなんじゃなくって？」と言われるような展開を予想するところだがもちろんカセドラルでそんなことは起きない。

　しかし、ロニエがアスナに対して一方的に、ほんの少しの気き後おくれを感じているのも事実だ。相手が人界統一会議の副代表剣士だからでも、アンダーワールドの外側からやってきた異界人だからでもない。至って個人的な、誰だれにも打ち明けることのできない理由で──。

　アスナがアンダーワールドに降臨したのは、一年と三ヶ月前の異界戦争の真っ直中だった。

　ロニエとティーゼが参加した人界軍囮おとり部隊は、皇こう帝ていベクタ率いる暗黒界軍に猛もう追ついされ、囮おとりの役目を果たす前にあわや全ぜん滅めつという状じよう況きように追い込まれた。ロニエ自身も、人界軍の本ほん陣じん後方に潜せん入にゆうしてきた暗黒騎き士しを迎むかえ撃うち、しかしあっという間に剣を叩たたき落おとされて、死を覚かく悟ごしたのだが──そこに現れたのがアスナだったのだ。

　漆しつ黒こくの夜空に浮ふ遊ゆうする、清らかな輝かがやきを帯びたアスナの姿は、アラベル家伝来の絵画や修しゆう剣けん学がく院いんの壁へき画がに描えがかれていた創世神ステイシア以外の何ものでもなかった。アスナは虹にじ色いろに輝かがやく細さい剣けんを掲かかげ、地面に巨きよ大だいな穴を作り出して、ロニエを殺そうとしていた暗黒騎き士しを地の底へと追放した。その神しん威いを目の当たりにしたロニエは、アスナをステイシア神そのものなのだと疑いもなく信じた。

　のちにアスナはキリトと同じ──付け加えれば、ロニエが戦った暗黒騎き士しと皇こう帝ていベクタも──《リアルワールド人》だということが判明したのだが、それでもロニエの感謝と尊そん崇すうの念は、戦争から一年以上が経たってもまったく薄うすれることはない。

　それなのに、こうして二人きりで対面すると、ロニエの胸はほんの少しだけ疼うずいてしまう。

　それはアスナが、いまや誰だれしもが認める《キリトの特別な人》だからだ。アスナがアンダーワールドに降り立ったのは、当時心を喪うしなっていたキリトを助けたいという、その一心からだったのだ。

　窓まど際ぎわの陽ひだまりで何気ない話をしている時、食事の席で塩の小こ瓶びんを渡わたす時、代表剣士の無茶を叱しかっている時ですら、キリトとアスナが深い愛情で結ばれていることをロニエは強く感じる。

　二人のあいだに割わり込もうなどと考えたことはない。いずれ……そう遠くない未来には二人の結けつ婚こんの儀ぎ式しきが執とり行おこなわれるのだろうし、その時は心から祝福したいと思っている。

　でも…………でも。どれほど時が過ぎようとも、胸の深いところで疼うずく痛みが消えることは、決してないような気もするのだ…………。

　通路を歩き、階段を下りるあいだもずっと物思いに沈しずんでいたロニエは、前で立ち止まったアスナの背中に危あやうく突っ込みそうになった。

　どうにか衝しよう突とつを回かい避ひし、あたりを見回すと、そこはカセドラル三階の大だい武ぶ具ぐ庫この前だった。

　ソルス神とテラリア神が浮うき彫ぼりにされた大おお扉とびらは、かつては元老長と騎き士し長ちよう、そして最高司祭しか開けることが許されなかったという。いまでは扉とびらの横の台に置かれた帳面に名前を書けば誰だれでも見学できるが、もちろん中身の持ち出しまでは認められていない。

　最近央おう都とで羊皮紙の代用品として製造されるようになった、雪ユキ白シロ麻アサの繊せん維いを使った《麻あさ紙がみ》の帳面に、これも新開発のインク充じゆう塡てん式銅製ペンで名前を書いたアスナは、躊躇ためらいなく扉とびらを開けると中に入った。もう夕方なので見学者の姿はなく、静まり返った暗くら闇やみが二人を出で迎むかえる。

　アスナが入り口のすぐ横にある硝子ガラス管かんに両手を当て、神聖術の式句を唱えた。

「システム・コール、ジェネレート・ルミナス・エレメント」

　管の中に十個の光こう素そが生成されると、指を一本だけにして、今度は風ふう素そを作る。するとその圧力で、壁かべに張はり巡めぐらされた管の中を十個の光素が移動していき、大だい武ぶ具ぐ庫こ全体を明るく照らす。

　麻あさ紙がみや銅ペンと同じく、この《光素管》や工こう廠しようの光素カンテラもキリトとアスナが開発したものだ。松明たいまつや油カンテラと違ちがって火事の危険がないし、光も白くて安定しているが、たとえ硝子ガラス管かんに封ふうじ込めても光素は少しずつ硝子ガラスと反応して消しよう滅めつしてしまうので、神聖術を使える者が定期的に補ほ充じゆうする必要がある。術師だらけのカセドラルなら油カンテラを完全に置おき換かえることが可能だが、セントリア市街に普ふ及きゆうさせるのはまだ不可能らしい。

　十個もの光素に照らされた途と端たん、大だい武ぶ具ぐ庫こ全体が煌きらびやかに輝かがやき、ここに入るのが初めてではないロニエも軽く息を吞のんだ。

　修しゆう剣けん学がく院いんの大修練場ほどもある床ゆかには色とりどりの鎧よろいが整然と並べられ、高い壁かべには大小様々な剣や槍やり、斧おのが無数に掛かけられている。中には上位整せい合ごう騎き士しに授じゆ与よされる神器級の武具もあるらしいが、まだ見習いのロニエには見分けが付かない。

「……相変わらず、すごい眺ながめですね」

　ロニエが感かん嘆たんの声を漏もらすと、アスナが頷うなずいた。

「本当ね。でも、これでもかなりの数をリーナさん、じゃなくてセルルト将軍の人界軍に預けて、使ってもらってるのよ。キリトくんは大部分を売っちゃって、人界の辺境部や暗黒界の支し援えんに充あてたいみたいだけど、さすがにそれはデュソルバートさんたちに反対されたんですって」

「う、うーん、難しい問題ですね……」

　そんな答え方しかできず、こっそり肩かたを落としてしまう。

　暗黒界の支し援えんの重要さは、山ゴブリン族の餓うえた子供たちを自分の眼めで見たロニエにはよく解わかっているつもりだ。しかし耳の奥おくには、『このままだといずれもう一度戦争が起きる』というキリトの言葉がまだ残っている。

　もしも、万が一それが本当のことになってしまったら……北セントリアで暮らす家族や学院の生徒たち、カセドラルの騎き士しや術師たち、そしてもちろんティーゼには絶対に無事でいてほしい、そのために貴重な戦力であるこれらの武具は残すべきだ、とも思ってしまうのだ。

　立ち尽つくすロニエの肩かたをぽんと叩たたき、アスナは空気を変えるように悪戯いたずらっぽい表情で言った。

「それで、と。整せい合ごう騎き士し見習いロニエ・アラベル殿どの、武具装備権限は幾いくつになりましたか？」

「え、ええっ!?　ど、どうしてアスナさまがそんなことを……」

「いいからいいから」

　人界で二番目に偉えらい剣士に顔を覗のぞき込まれれば、従わざるを得ない。そうえいば最近確かく認にんしてなかったな、もし下がってたらどうしよう……と考えながら左手で空中に印を描えがき、自分の右手を軽く叩たたく。

　淡あわい光こう彩さいとともに出現した《ステイシアの窓》は、その人の究極的な本質を表あらわすもの──キリトは《個人情報》という言い方をしていた──なので、緊きん急きゆう時じ以外はなるべく他人の窓は覗のぞかないのが礼れい儀ぎになっている。それを守って一歩後ろに下がるアスナに、ロニエは神聖語で【Ｏｂｊｅｃｔ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ａｕｔｈｏｒｉｔｙ】と記してあるところの数字を伝えた。

「えっと、39……です」

「わあ凄すごい、もう番号つきの騎き士しさんたちとほとんど変わらないわね」

　にっこり微笑ほほえんだアスナは、「それじゃ、と……」などと呟つぶやきながら奥おくの壁かべ際ぎわまで移動した。無数に陳ちん列れつされている、色も意い匠しようも様々な片かた手て剣けんの窓を次々と表示させると、四本ほど選び出して片手に二本ずつ持ち、近くの作業台に並べる。

「このへんが優先度38と39だわ。どれでも好きなものを選んで、ロニエさん」

　思いがけないアスナの言葉に、しばし絶句してしまう。

　優先度39といえば、神器の域には及およばずとも充じゆう分ぶんに名めい剣けん、魔ま剣けんの範はん疇ちゆうだ。実際、作業台に並ぶ四本は全て流りゆう麗れいな細工が施ほどこされ、磨みがき込まれた刀身はどれも、色合いは違ちがえど鏡のように輝かがやいている。ファナティオ団長直属の《四シ旋セン剣ケン》たちですらまだ制式剣を使っているのに、見習い騎き士しがこんな一品ものを貰もらうわけにはいかない。

「い……頂けません、アスナさま！」

　ロニエが両手と首を同時に振り動うごかすと、アスナはくすっと笑って言った。

「その仕草、ちょっとキリトくんに似てるわね」

「え……そ、そうでしょうか……」

「ふふ、遠えん慮りよしなくていいのよ、ロニエさん。ファナティオ団長の許可は頂いてるし、何よりあなたはあの戦争を最後まで戦たたかい抜いた勇者なんだから」

「…………そんな……」

　もういちど、今度は俯うつむきながらかぶりを振る。

「……私は、アスナさまやレンリさま、多くの衛士たち、リアルワールドから救きゆう援えんに来てくださった剣士たちに守られていただけです……。あの黒くろ騎き士しが、キリト先せん輩ぱいに酷ひどいことをしている時でさえ、私は何もできなかったんです」

「そんなことないわ、絶対に」

　ふわりと歩み寄ると、アスナは両手を優やさしくロニエの背中に回した。畏おそれ多おおさからびくっと体を強こわ張ばらせてしまうが、甘あまく爽さわやかな茉まつ莉り花かの香かおりと仄ほのかな温かさがたちまち緊きん張ちようを溶とかしていく。

「動けないキリトくんを守まもり抜いてくれたのは、誰だれよりもロニエさんとティーゼさん、そしてアリスよ。わたしにとっては、あなたたちこそが真の英えい雄ゆう……どんなに感謝してもしきれないわ……」

　その言葉に思わず薄うすく涙なみだぐみながら、ロニエは呟つぶやいた。

「アリスさまは……どうしておいででしょうか……」

　少し時間を置いてから、アスナはきっぱりと答えた。

「リアルワールドで元気にしているわよ。彼女こそ、二つの世界を繫つなぐ希望なんだから。……きっと、きっといつか、また会えるわ……」

　ロニエを抱だく両りよう腕うでに一いつ瞬しゆん力を込め、体を離はなすと、アスナは再び微笑ほほえんだ。

「さあ、剣を選んで。これはあなただけじゃなく、キリトくんを守ってもらうための武器でもあるんだから」

　そう言われれば、これ以上固辞はできない。

　改めて、アスナが選んだ剣たちを見み詰つめる。四本とも片手用直ちよつ剣けんだが握にぎりも刀身もやや細身で、優先度だけでなくロニエの体格に合わせた選せん択たくであることが解わかる。

　これはキリトの地道な解かい析せきによって最近判明したことだが、優先度30を超えるような上位の武器防具や装そう飾しよく品ひんは、ステイシアの窓に表示される天命値だけでなく、いわば《隠かくし性能値》と呼ぶべき力を持っているらしい。身に帯びると各種の属性攻こう撃げきや毒、疲ひ労ろう、呪じゆ詛そ等に対する耐たい性せいが上じよう昇しようしたり、逆に特定の素因エレメント生成を助けてくれたり、特とく殊しゆなところでは天命の回復速度が上じよう昇しようするとか夜目が利きくようになるとか、犬に好かれるといった奇き妙みような効果まで発見されたと聞く。

　加えて、いまは亡なき最高司祭アドミニストレータが整せい合ごう騎き士したちに下か賜しした神器は、それぞれが得意とする属性の神聖術を強化する隠かくし性能を持っていることが判明したということで、つまりアドミニストレータには武具のみならず騎き士したちの能力までもが、ステイシアの窓よりずっと詳くわしく視みえていたはずだ。現在、《隠かくし性能を把は握あくするための神聖術》を実現するべくカセドラルの高位術師たちが頑がん張ばっているようだが、まだまだ長い時間がかかるだろう……とキリトは言っていた。

　いまロニエの眼前に並ぶ四本の剣も、それぞれ異なる隠かくし性能を持っているはずだが、外見からはまったく解わからない。一本ずつ順番に装備して全属性の神聖術を使ってみたり、カセドラルの外周を走ってから天命の回復速度を調べたりすればぼんやりとは感じられるのだろうが、明日の早朝には出発するというのにそんな真ま似ねをしている余よ裕ゆうはない。

　いったい何を基準に選べばいいのか解わからず立ち尽つくしていると、記き憶おくの奥おく底そこからかすかな声が甦よみがえってくる気がした。

　……僕も、以前はこの剣が重すぎて、振るどころか持ち上げるのすら苦労したんだよ。

　わずかに青みがかった白い刀身を持つ美しい長ちよう剣けんの手入れをしながらそう言ったのは、ティーゼが傍そば付づきを務めていたユージオ上級修しゆう剣けん士しだ。彼の隣となりではキリト上級修しゆう剣けん士しが、自分の黒い剣を磨みがきながらにやにや笑いを浮かべ、近くのテーブルでは淹いれたてのコヒル茶と焼きたての蜂はち蜜みつパイがすてきな香かおりを放っている。もう二年近くも昔の、懐なつかしい情景。

　当時、ティーゼとロニエは、北セントリア帝てい立りつ修しゆう剣けん学がく院いんに入学したばかりの初等練士だった。たまたま入学試験の成績がよかったので、百二十人の新入生からわずか十二人しか選ばれない傍そば付づき練士になれたものの、与あたえられた優先度15の白シラ金カネ樫ガシ製の木ぼつ剣けんが思うように操あやつれず、指導生たちに重い剣の扱あつかい方を質問したのだ。

　見た目は華きや奢しやで繊せん細さいなのに、鋼鉄製の両手用大たい剣けんより遥はるかに重いという《青あお薔薇ばらの剣》を軽々と持ち上げ、ユージオは言葉を続けた。

『理り屈くつでは、剣士の装備権限が武器の優先度を超えれば、剣が重すぎるということはなくなる。でも僕は、剣と剣士の関係はそんなふうに、数字だけで表せるようなものじゃないと思う。仮に自分の権限よりずっと優先度が低い武器でも、ぞんざいに扱あつかったり普ふ段だんろくに握にぎらなかったりすれば、いざという時に持ち主の意思に応えてはくれない。昔の僕がこの剣を振れなかったのは、権限が足りなかったからじゃなくて、剣への愛情が足りなかったから……そんなふうに思うんだよ』

『剣への……愛情』

　初めて聞く言葉に、ロニエとティーゼは途と惑まどった。

　二人とも最下級貴族である六等とう爵しやく士しの家いえ柄がらだったが、親たちは我わが子が上級貴族の裁決権に怯おびえなくていい四等とう爵しやく士しに叙じよ任にんされることを夢見て、剣けん技ぎの修練には費用を惜おしまなかった。激しい訓練で木ぼつ剣けんが折れれば、怒おこるどころか喜んですぐに買かい替かえてくれた。二人にとって剣は夢を……自分ではなく両親の夢を実現するための道具であり、同時に二人を定められた未来に縛しばり付つける枷かせでもあったのだ。だから剣に愛情を注げと言われても、すぐには理解できなかった。

　そんな二人に、ユージオは優やさしく微笑ほほえみながら語りかけた。

『剣だけじゃないよ。服も、靴くつも、食器も……神聖術で生成した素因一粒つぶだって、心を繫つなげば必ず応えてくれる。たぶん、人もね』

　すると、いままで黙だまって聞いていたキリトが、《夜空の剣》を──当時は単に《黒いの》と呼んでいたが──磨みがく手を休め、悪戯いたずらっぽい笑みを深めて言った。

『そうさ、俺とユージオは心が繫つながってるからな。ユージオのぶんのパイを食っても笑って許してもらえるのさ』

『残念だけど、僕のパイを食べた瞬しゆん間かんに君との繫つながりは断たたれてしまうよ、キリト』

　そのやり取りを聞いて、ロニエたちは思わず声を上げて笑ってしまった。笑いながら、ユージオの言葉がなんとなく理解できるような気がしていた。

　その日から二人は、寮りよう監かんの許可を得て白シラ金カネ樫ガシの木ぼつ剣けんを修練場から毎日部屋に持ち帰り、訓練でついた傷を癒いやすように、心を込めて磨みがくことにした。二人が木ぼつ剣けんを自由に振れるようになるまで、そう長い時間はかからなかった。

　学院での厳しくも楽しい日々が、永遠に続けばいいと願っていた。しかしわずか一月半後、ユージオとキリトはティーゼとロニエを助けるために他の上級修しゆう剣けん士しを青あお薔薇ばらの剣と夜空の剣で斬きり、公こう理り教きよう会かいへと連行されてしまった。二人はその後、地ち下か牢ろうから脱だつ走そうすると公理教会そのものに戦いを挑いどみ、世界最強の整せい合ごう騎き士したちを次々と打ち破り、ついには人界の支配者である最高司祭アドミニストレータすら倒たおしてのけた。しかしその戦いでユージオは命を落とし、帰らぬ人となった。

　ユージオ先せん輩ぱいに会いたいと泣きじゃくるティーゼの声を思い出し、再びじわりと滲にじみかけた涙なみだを堪こらえながら、ロニエは無心で右手を伸ばした。

　剣士が剣を選ぶのではない。剣が主あるじを選ぶのだ。どんな剣でも、愛情を注ぎ、心を繫つなげば、きっと応えてくれるはずだ。

　ロニエの手は、吸い寄せられるように左から三本目──キリトの髪かみによく似た黒くろ革かわの柄つかと、柔やわらかな光こう沢たくを放つ白銀の鍔つばと柄つか頭がしらを持つ長ちよう剣けんを摑つかんだ。真新しい柄つか革がわは少し硬かたい感かん触しよくだったが、愛情を込めて手入れをすればいずれ掌てのひらに馴な染じむだろうと思えた。

　息を吸い、吐はいてから、そっと剣を持ち上げる。

　重い。ずしりと手応えのある高密度な存在感が、指から手首、肘ひじ、肩かたを通って体の芯しんに伝わってくる。

　しかし不快な重さではなかった。初等練士の頃ころに使っていた白金樫の木ぼつ剣けんや、二度の戦争を共に戦たたかい抜いた人界軍制式剣のように、愛情を込めて扱あつかっていればいつか自在に操あやつれるようになるだろうという予感がする。

　右手で柄つかを握にぎり、左手に刀身を載のせたまま剣の存在を感じていると、穏おだやかな声が聞こえた。

「……その剣でいいのね？」

　アスナの言葉に、しっかりと頷うなずく。

　副代表剣士は、他の三本を全て鞘さやに収め、壁かべの支持具に掛かけ直してから、作業台を回り込んでロニエの左側に立った。

「剣の銘めいは、ロニエさんがつけてあげるといいわ。決まったら管理部に行って、騎き士し団だんの装備台帳に登録してもらってね」

「は……はい」

　銘めいを登録しなくてはならないほどの剣を持つのは初めてなので少々途と惑まどったが、それも所有者の義務だと考えて頷うなずく。かつては最高司祭アドミニストレータが気まぐれで神器を造ったり壊こわしたり誰だれかに与あたえたり取り上げたりしていたらしいが、現在はカセドラル内の武器防具装そう飾しよく品ひんの類たぐいは全て台帳できっちり管理されている。

　微笑ほほえみながら頷うなずき返したアスナは、ちらりとロニエの左腰こしに視線を向けた。

「その剣はどうする？　人界軍に返すなら、明日の連れん絡らく便びんで司令部に届けておくけど」

「え、あ……そ、そうですね……」
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　予想していなかった言葉に、思わず口ごもってしまう。

　いつも左腰こしに帯びている制式剣は、所有権こそロニエにあるが──ステイシアの窓を開けば所有者であることを示す神聖文字の《Ｐ》が表示されている──、人界守備軍の軍規に照らせばあくまで貸たい与よ物ぶつだ。武器を更こう新しんして不要になった時は、軍に返さねばならない。

　柄つか革がわも鞘さやも素材の焦こげ茶ちや色そのままで、凝こった細工など何もない実用的な作りだが、南方特産のクロイス鋼を使った優先度25の業わざ物ものだ。制作費も決して安くないし、ロニエがしっかり手入れをしてきたので天命はたっぷり残っている。

　しかも本来ならば、整せい合ごう騎き士し見習いに任命された一年前に騎き士し団だんの制式剣と交こう換かんするべきだったのだが、当時は誰だれも彼もが大おお忙いそがしでずるずる後回しになり、ロニエもティーゼも剣に愛着があったのでそのまま使い続けてしまったのだ。

　だがこうして副代表剣士から新たな剣を下か賜しされたとあっては、いよいよ区切りをつけねばならない。──でも。

「………………」

　右手に新しい剣を握にぎったまま、左手で制式剣の柄つかにそっと触ふれていると、アスナが頷うなずいて言った。

「その気持ちは解わかるよ。わたしも最初の愛剣を手放したくなくて、キリトくんを困らせたから」

「えっ……」

　驚おどろき、副代表の顔をまじまじと見み詰つめる。

「アスナさまも……？　それは、リアルワールドでのことですか……？」

「うーん、少し違ちがうかな。ずっと昔、わたしとキリトくんはリアルワールドでもアンダーワールドでもない世界で一いつ緒しよに戦っていたの。正確には……何も知らなかったわたしに、キリトくんが戦い方を教えてくれたんだけどね」

「神様みたいにお強いアスナさまにも、そんな頃ころがおありだったんですね……」

「それはそうよ、わたしは神様じゃなくてロニエさんと同じ人間……一人の女の子だもの」

　くすっと笑うアスナの顔は、しかしやはり人にん間げん離ばなれして美しく、一いつ瞬しゆん眼めを細めてからロニエは問いかけた。

「あの……アスナさまは、最初の剣をどうなさったんですか？」

　するとアスナは、まるでその剣の感かん触しよくを懐なつかしむように右手の掌てのひらを見下ろしてから、顔を上げて答えた。

「キリトくんの勧すすめで、剣を溶とかしてインゴット……金きん属ぞくの延べ棒に戻もどして、新しい剣の素材にしたの。そうすれば、剣の魂たましいが受うけ継つがれるから……って。あの人、剣に関してはやたらと感傷的なとこがあるわよね」

「ふふふ……キリト先せん輩ぱいらしいです」

　二人はしばしくすくす笑っていたが、やがてアスナが「でも」と呟つぶやいた。

「いまの話は、ロニエさんの助けにはならないわね……人界軍の剣を溶とかしちゃうわけにはいかないし、そもそも新しい剣はもうあるわけだし……」

「……いえ、いまのお話を聞いて決心できました。この剣は、人界軍に返します」

　新しい剣を台に戻もどすと、剣帯の留め金から鞘さやごと制式剣を外して、両手でアスナに差し出す。

「本当にいいの……？　リーナさんにお願いすれば、そのまま所有し続けることもできると思うけど……」

「いえ、本当にいいんです。この剣が、いまの私にはもう軽すぎることはずっと前から解わかっていましたし……。きっと次の誰だれかが、これを必要としているはずですから」

「解わかったわ。じゃあ、これは明日の便で人界軍司令部に返へん却きやくしておくわね」

　制式剣を丁てい寧ねいな手つきで受け取ると、アスナはそれを腰こしの右側に吊つった。いかに人界軍の制式剣が軽いと言っても左腰こしの神器《ラディアント・ライト》と合わせればかなりの重量になるはずだが、まったくそれを感じさせない足取りで作業台の反対側に戻もどると、そちらに置いてあった黒くろ革かわに銀細工を施ほどこした鞘さやを差し出してくる。

　頭を下げて受け取ったロニエは、剣をそれに収めると留め金を剣帯に繫つないだ。新しい重みを体全体で感じていると、アスナが不意に背筋を伸ばし、まっすぐロニエを見み詰つめながら言った。

「……ロニエさん。キリトくんのこと、よろしくね」

「あ……は、はい！」

　少しつかえてしまったがしっかりと答え、ロニエは騎き士し礼れいの姿勢を取った。

「整せい合ごう騎き士し見習いロニエ・アラベル、身命を賭として代表剣士殿どのをお守りいたします！」

　ロニエに正しく返礼してから、アスナはふわりと微笑ほほえんだ。

「命までは懸かけないでちょうだい。二人とも無事に帰ってくることがいちばんだけど、もしキリトくんが逃げろって言ったらちゃんと逃げてね」

　その言葉に含ふくまれる感情の揺ゆれのようなものを感じ、ロニエは両手を降ろすと躊躇ためらいつつも訊たずねた。

「……あの、本当は、アスナさまご自身が同行したいと思っておられるのでは……」

「ほんのちょっとね」

　冗じよう談だんめかした答えだが、やはりそれが偽いつわらざる本心なのだろう。しかし副代表剣士は小さくかぶりを振ると、ロニエが何かを言う前に言葉を繫つなげた。

「いま、わたしとキリトくんが二人ともセントリアを離はなれるわけにはいかないわ。毎日議決しなきゃいけない案件が山積みだし、旧上級貴族の人界統一会議への不満も当分消えそうにないしね……」

「……申し訳ありません、本当に……」

　反射的に頭を下げてしまうと、アスナは両りよう眼めをぱちくりと瞬まばたかせてから笑え顔がおでかぶりを振った。

「ロニエさんが謝あやまることじゃないわよ、ぜんぜん」

「でも……私も貴族出身ですし、キリト先せん輩ぱいの傍そば付づきになるまでは、人界の貴族制度に疑いを抱いだいたことなんか一度もなかったんです……」

「でも、ロニエさんやティーゼさんのお父様はずっと衛士隊や行政府で大事なお仕事をされてきたんでしょう？　私領地で領民に重労働を強しいて、自分たちは毎日遊び暮らしていたような大貴族とは違ちがうわ、ぜんぜん」

「…………」

　ロニエは無言でもう一度、今度は謝意を込めて頭を下げた。

　セントラル・カセドラルから幾いくらか離はなれた丘おかの上にそびえる旧帝てい城じようには、現在も帝てい国こく行政府と帝てい国こく衛士庁本部が置かれていて、父親は戦争前と変わらず衛士隊の小隊長として働いている。

　しかしかつて衛士隊の上に存在した近この衛え騎き士し団だんは完全に解体され、衛士庁の機能も大部分がソルティリーナ・セルルト将軍率いる人界守備軍に移管された。将来的には、四帝てい国こくに残されている衛士隊も全て守備軍に統合したうえで、軍の規模そのものを縮小する計画らしい。もう暗黒界の脅きよう威いは去ったのだから当然だが、その時、父親が現在の役職に留とどまれるのかはロニエにも解わからない。

　仮に部隊内での配はい置ち換がえや事務職への転属を命じられたとしても、真面目な父親ならきちんと責務を果たし続けるはずだ。私領地解放令で莫ばく大だいな不労収入を失い、行政府や人界軍で働くことになっても、ふて腐くされて真しん剣けんに勤めを果たそうとしない大貴族とは違ちがう……と、ロニエも思う。

　だがそんな父親にも、そしてもしかしたらロニエ自身の心の中にも、まだ残っているはずだ。自分は貴族であり一いつ般ぱん民みんとは違ちがうのだ、という意識が。先祖代々受うけ継つがれてきたその階級意識が消えない限り、ロニエもアラベル家の人々も、本質的には上級貴族たちと変わらない。

「アスナさま、いっそ……」

　不意に口をついて出そうになった言葉を、ロニエはどうにか吞のみ込んだ。

　いっそ、爵しやく士しの等級だけでなく、貴族制度そのものを廃はい止ししてしまっては。

　そう思ったのだが、それは整せい合ごう騎き士しという人界最高の位階を目指している自分が言っていいことではない。そして騎き士しになりたいという気持ちは決して捨てられない。栄光の騎き士し番号と白銀の鎧よろい、そして飛ひ竜りゆうを与あたえられ、一いつ生しよう涯がいキリトに仕え続ける……それがロニエの、たったひとつの夢なのだから。

　続きを促うながすように首を傾かたむけるアスナに、小さくかぶりを振ってからロニエは答えた。

「いえ……あの、もし可能であれば、ティーゼにもこれと同じくらいの剣を選ばせてあげられますか……？　彼女もずっと人界軍の剣を使い続けてますから……」

「ええ、そのつもりでティーゼさんのぶんも許可を貰もらってるわ」

「よかったです、ありがとうございます」

　ティーゼもそれを一つの区切りにしてくれれば……などと思ってしまってから、これもまったく自分に言えたことじゃないと考えるロニエだった。




　光こう素その明かりが薄うすれ始めた武ぶ具ぐ庫こから二人が出ると、ちょうど午後七時の鐘かねが鳴った。

　帳面に退出時刻を書かき込んだアスナは、二階の庶しよ務む部ぶに寄ると言って大階段を下りていった。再び一人になったロニエは、武ぶ具ぐ庫こ正面の大窓越ごしにほんの少しだけ紫むらさき色いろが残る夜空を見上げ、ふうっと息を吐はいた。

　わずか半年しか在ざい籍せきできなかった修しゆう剣けん学がく院いんには、夕食は夜七時までに食べ終えるべしという規則があり、正当な理由なく遅おくれるとその日は晩ごはん抜きになってしまう。しかしもちろんセントラル・カセドラルにそんな規則はないので、十階の大食堂が開いている夜九時までならいつでも温かい料理を食べられるし、それ以降も食堂の隣となりの大だい厨ちゆう房ぼうに作り置きの軽食が用意してある。

　今日はあちこち走り回ったし、色々なことがあったのでお腹なかが空すいているはずなのだが、なぜかすぐに食事をする気にならず、ロニエはいったん部屋に戻もどることにした。

　カセドラル二十二階にある自室までは、いつもは自動昇しよう降こう盤ばんに乗るのだが、今日は新しい剣の重みに少しでも早く慣れるよう大階段を上る。

　二年近く前、地ち下か牢ろうから脱だつ走そうしたキリトとユージオは、整せい合ごう騎き士しと戦いながらこの階段を五十階まで駆かけ上のぼったのだそうだ。激げき闘とうの痕こん跡せきはまったく残っていないが、当時の二人を追いかける気持ちでひたすらに足を動かし、少し息を荒あららげながら二十二階に到とう着ちやくする。

　通路を少し進んで右側にある私室は、まだ見習いゆえにティーゼとの二人部屋だが、室内に相棒の姿はなかった。恐おそらく食事に行っているのだろうと考え、共用の居間を通って自分の寝しん室しつに入る。

　いかなる偶ぐう然ぜんか、居間ひとつに寝しん室しつふたつという構造はかつてキリトとユージオが暮らしていた上級修しゆう剣けん士し寮りようの部屋とまったく同じだが、各部屋はこちらのほうがかなり広い。修しゆう剣けん学がく院いんに入学するまでの子供時代を過ごした実家の自室に至ってはここの半分くらいしかないので、ロニエとしてはあまり広すぎるのも落ち着かないのだが、時間をかけて好みの家具を揃そろえ、何度も模も様よう替がえをした結果、いまでは居い心ごこ地ちよく感じられるようになっている。

　部屋に入って右を向くと奥おくの壁かべには東セントリアに面した大きな窓があり、左手にベッドと簞たん笥す、右手に小さなテーブル。そして窓の反対側の壁かべには、武ぶ具ぐ庫こにあったような支持具が取り付けられている。そこに歩み寄り、腰こしの剣を外してそっと掛かけると、黒くろ革かわの鞘さやは暗い茶色の家具が多い室内にしっくりと馴な染じんだ。

「よく考えて、似合う名前をつけてあげるからね」

　剣に囁ささやきかけてから、灰色の軽装鎧よろいも外して、剣置きの右手にある鎧よろい立たてにすぽっと被かぶせる。一気に軽くなった体を、そのままベッドに投げ出してしまいたいがぐっと我が慢まん。明日からの長旅に備えて、しっかり荷造りをしなくてはならない。

　キリトからは、荷物は騎き士し団だん配給の中型かばん一つまでと言われているので、かなり厳選する必要がある。今年十七歳の女の子としてはなるべくたくさん着き替がえを持っていきたいが、単なる旅行ではなくキリトの護衛として同行するのだから、医薬品や術式媒ばい体たいを優先するべきだ。まずは手持ちの媒ばい体たいを調べて、足りないものは管理部で補ほ充じゆうしなくてはならないが、その前に──。

「…………お風ふ呂ろ、いこ……」

　呟つぶやき、下着の替かえだけ用意すると、ロニエは部屋を出た。

　カセドラルの二十階から三十階までは居住区なので、各階に浴室が用意されていて、ロニエもティーゼも普ふ段だんはそこで入浴を済ませている。しかしやはり、たまには……ことに長くカセドラルを離はなれる前の日は、どうしてもあそこに行きたくなる。

　通路をぐるりと歩いて階のいちばん北にある昇しよう降こう洞どうへ。目盛りつきの把手とつてをいちばん上の九十階に合わせ、金きん属ぞくの釦ボタンを押し込むと、昇しよう降こう盤ばん下部の封ふう密みつ缶かんに充じゆう塡てんされた風ふう素そが必要なだけ解放され、ロニエを一気に上じよう昇しようさせる。

　数十秒後、昇しよう降こう盤ばんが徐じよ々じよに速度を緩ゆるめ、やがてしっかり固定されると、ロニエは金きん属ぞくの扉とびらを開いた。

　外に出ると短い通路が延びていて、正面で左右に分かれる。そしてその分ぶん岐きの手前に、天てん井じようから純白の布が垂れ下がっているのだが、不思議なのはその布に、強弱のある不思議な書体で黒々と『ゆ』の文字が大書されていることだ。

　この垂れ布はキリト代表剣士たっての希望で取り付けられ、字も彼が自分で書いたらしいが、何を目的としているのかは誰だれも知らない。ただひとり知っていそうなアスナ副代表も、呆あきれ笑いを浮かべるばかりで沈ちん黙もくを守っていると聞く。

　この通路を歩くたび浮かんでくる疑問に首を傾かしげながら、下半分が短たん冊ざく状に裁断されている『ゆ』の布を持ち上げてくぐり抜け、分ぶん岐き点に到とう達たつする。するとまたしても左右に同じ意い匠しようの垂れ布が現れる。

　右側に下がる藍あい色いろの布には、白い文字で『男』。左側の臙えん脂じ色いろの布には『女』。

　こちらの表示の意味はまあ理解できる──なぜ垂れ布に書くのかはやはり謎なぞだが──ので、『女』の布をくぐって奥おくへ。通路は右に折れ、その先は少し広めの部屋になっている。

　大きな棚たなが仕切り壁かべのように設置された部屋は無人ではなく、三人の女性術師が、東方風の薄うすい着物一枚だけを羽織った格好で、壁かべ際ぎわの籐とう椅い子すに座すわって濡ぬれた髪かみを拭ふいていた。ロニエに気付くや立ち上がろうとするので、急いで両手で押し留とどめる。

　いったん浮かせた腰こしをゆっくり下ろした女性たちは、それでも丁てい寧ねいに頭を下げると口々に挨あい拶さつした。

「こんばんは、騎き士しさま」「ご機き嫌げんよう、騎き士しさま」

「こんばんは」

　ロニエもしっかり腰こしを折って挨あい拶さつを返すと、そそくさと部屋の反対側に向かった。棚たなの陰かげに入ると、ふうと息を吐はく。騎き士し見習いになったのは昨日今日のことではないが、年上の同性に謙へりくだった態度を取られるのはどうにも慣れない。たとえ正せい騎き士しに叙じよ任にんされても、ファナティオ団長のような堂々たる物もの腰ごしは一生身につかないだろうという確信がある。

　そそくさと服を脱ぬぎ、持ってきた着き替がえと一いつ緒しよに棚たなの中の籠かごに収めると、ロニエは白い手て拭ぬぐいを体の前に当てながら奥おくの硝子ガラス戸どを開けた。

　途と端たん、真っ白な湯気が押し寄せてきて、急いで一歩前に出ると戸を閉める。

　湯気が散り、その奥おくに現れたのは、何度見ても放心せずにはいられない光景だった。

　カセドラル九十階のほぼ半分をそのまま使った広大な空間。床ゆかも柱も純白の大理石製、南と東の壁かべは巨きよ大だいな一枚硝子ガラスで、央おう都とセントリアの夜景が一望できる。それだけでも旧帝てい城じよう玉ぎよく座ざの間まを上回る贅ぜい沢たくさだが、真に驚おどろくべきは階段状に低くなった床ゆか面めん全てを満たす膨ぼう大だいな量のお湯だった。

　南北に細長い広間の奥おく行ゆきは約四十メル、横よこ幅はばは二十五メルに達する。周囲の通路の幅はばが二メル、そこから床ゆかまでの深さが一メルなので、単純計算でお湯の総量は八百七十四立方メル、液体の単位である《リル》に直せば八十七万四千リルという膨ぼう大だいな数字だ。しかも、大理石の壁かべを隔へだてた西側──つまり『男』の垂れ布の向こう側も完全に左右対たい称しような構造なので、全体の湯量は二倍となる。

　この場所が、キリト曰いわく「セントラル・カセドラルでいちばん贅ぜい沢たくな施し設せつ」である大浴場だ。

　異界戦争前はここを使えるのはわずか三十名の整せい合ごう騎き士しだけで、中央の壁かべも存在せず、いまの倍も広かった浴よく槽そうにたった一人で浸つかることもよくあったらしい。しかし組織再編に伴ともなって、カセドラルの術師や職員全員に開放され、同時に男性用と女性用が分けられたのだそうだ。

　いまも約二十人が入浴中だが、何せ浴よく槽そうがちょっとした湖なみに広いので混雑している印象はまったくない。それでもロニエは、人の少ない南東の角まで歩くと、透とう明めいなお湯にゆっくり爪つま先さきを沈しずめた。最初は熱く感じるが、すぐに慣れるので階段状の大理石を下り、最後の段に腰こし掛かける。

　首までお湯に浸つかると、居住区にある常識的大きさの浴よく槽そうでは味わえない開放感が頭の芯しんを痺しびれさせ、思わず声が出てしまう。

「はふぅ…………」

「いやー、でっかいお風ふ呂ろはいいよねー」

「ほんとに…………」

　頷うなずいてしまってから、ぎょっと眼めを見開く。いつの間にかすぐ左に誰だれかが座すわっている。

　水面にたなびく湯気が途と切ぎれ、その人物の顔が露あらわになった途と端たん、ロニエはもういちど仰のけ反ぞってしまった。

　濡ぬれた毛先がうなじに貼はり付つくくらい短い薄うす茶ちや色いろの髪かみと、くりっとした薄うす青あお色いろの大きな瞳ひとみ。ロニエより一段上に座すわった体は子供のように華きや奢しや──というよりも外見的には十歳程度の少女そのものなのだが、中身は決して見た目ほど無む邪じや気きではない。

「こ、こんばんは、フィゼルさま」

　脱だつ衣い室しつにいた術師たちのように四角張った挨あい拶さつを口にすると、少女は指先で水面をぱしゃっと弾はじきながら応じた。

「さまはいらないってば。ロニエのほうが年上だもん」

「で……でも、フィゼルさまは正せい騎き士しですから……」

「むー、このやり取り、もう百回目くらいな気がするよ」

　伸ばした体を水面に浮うかせ、両足でぱちゃぱちゃ水を蹴ける少女の名は、フィゼル・シンセシス・トゥエニナイン。

　異界戦争の時は《番号つき見習い》という特例措そ置ちだったが、その後晴れて昇しよう格かくした、正しよう真しん正しよう銘めいの整せい合ごう騎き士しだ。体格に合わせて作られた白銀の鎧よろいと、《閑割ヒマワリ》という名の飛ひ竜りゆうを持ち、最近は主に偵てい察さつ任務で人界中を飛び回っている。

「フィゼルさま、ここしばらくお見かけしませんでしたが、また任務に出ておられたんですか？」

　ロニエの問いに、フィゼルは口くち許もとをお湯に沈しずめて頷うなずいた。

「うん、西帝てい国こくの近この衛え騎き士し団だん残党の動きがなんか怪あやしいんで、探さぐりに行ってた。ていうかリネルはまだ向こうにいて、あたしだけ報告と補給に戻もどってきたんだけどね」

「それはご苦労様でした。……西帝てい国こくのアルダレス・ウェスダラス五世は、四皇こう帝ていの中で一人だけ遺い骸がいが見つからなかったんですよね……そのことと関係あるのでしょうか？」

「んー、西の帝てい城じようはファナティオおねーさまの記き憶おく解放術で丸ごと崩くずれて燃えちゃったからねー。もうおじいちゃんだった西皇こう帝ていがあの爆ばく発はつを生き残ったとは思わないけど、生きてることにしたい連中はいるのかもね」

　水面に泡あわをぷくぷく浮かべながら口にする言葉はとても十歳の子供のものとは思えないが、フィゼルが見た目通りの年ねん齢れいなのかは定さだかでない。カセドラル生まれの彼女と、相棒である整合騎士リネル・シンセシス・トゥエニエイトは《シンセサイズの秘ひ儀ぎ》こそ受けていないが、最高司祭アドミニストレータは二人を整合騎士見習いに任命した時に、本来は天命が最大値に達するのを待って行われるはずの天命凍とう結けつ術じゆつをなぜか施ほどこしたと聞く。つまり二人はこの外見のまま歳としを取らない──というより成長しないのだ。

　そのことを考えると、ロニエはなぜかフィゼルたちをぎゅっと抱だき締しめたいような気持ちになるが、実行した経験はない。目上の正せい騎き士しだからという理由の他に、見習いなのに番号を持っていたのは以前の番号持ちだった騎き士しを殺したからだとか、キリトとユージオを毒剣で麻ま痺ひさせて首を取ろうとしたとか、異界戦争の時に人界守備軍後こう陣じんまで侵しん入にゆうしてきたゴブリン部隊の大半を二人で殲せん滅めつしたとか、恐おそろしい噂うわさが色々あるからだ。こうして直接話せば怖こわいところなど何もないのだが、常に敬意をもって接するべき相手であることは間ま違ちがいない。

「それよりロニエちゃん」

　不意に名前を呼ばれ、ロニエはお湯の中で背筋を伸ばした。

「は、はい」

「聞いたよ～」

　水面にぷかぷか浮かんだまま、フィゼルはにやりと笑った。

「キリトのお供で、オブシディアに行くんだって？」

「え、あの、それは……」

　キリトとロニエの暗黒界行きはいちおう秘密任務のはずなのだが、カセドラル最高の諜ちよう報ほう員いんに隠かくし事ごとをしても無む駄だだと考え、頷うなずく。

「……ええ、そうなんです」

「お土産みやげは暗黒術師ギルドの秘薬詰つめ合あわせとかがいいな～」

「…………ど、努力してみます……」

「あはは、じょーだんじょーだん」

　年相応の無む邪じや気きな笑え顔がおを見せてから、フィゼルは一つ上の段に腰こし掛かけると、視線を硝子ガラス窓まどの外に向けた。
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　釣つられて同じ方向を見ると、暗くら闇やみの底で東セントリア市街の灯火が星のように瞬またたいている。伝統的に木造建築の多い東セントリアでは、油カンテラではなく紙張りや薄うす板いた張りの灯とう籠ろうを用いるので、街明かりもどこか柔やわらかい色合いに感じられる。

　あの明かりのずっと先、七百五十キロルの彼方かなたに《東の大門》がそびえていて、暗黒界の首都オブシディアはそこからさらに二千キロル以上も離はなれている。古代神聖語で《黒曜石の都》を意味する名前なのだと修しゆう剣けん学がく院いんで教わったが、その由来までは教師も知らないようだった。

　自分の目で見れば解わかるだろうか、そもそも自分は本当にそんな地の果てまで行くんだろうか、などといまさらすぎる感かん慨がいに囚とらわれていると──。

「向こうに行ったら……」

　フィゼルがぽつりと呟つぶやいたので、ロニエは視線を幼い先せん輩ぱい騎き士しに戻もどした。

「はい……？」

「んー……もう戦争は終わったんだし、あたしが気にしすぎなのかもしんないけど……」

　近くに人はいないし、壁かべの湯口から勢いよく流れ落ちるお湯の音で二人の会話は誰だれにも聞こえないはずだが、フィゼルはロニエに顔を近づけると真しん剣けんな顔で囁ささやいた。

「オブシディアでは、しっかり目を開けて、周りに注意してなよ」

「は、はい……」

「《五族平和条約》が結ばれたといっても、暗黒界はまだまだ《力の掟おきて》に支配されてる。いまあっちで最強なのは融ゆう和わ派のイスカーン総司令官だし、シェータさまもいるし、表面的にはしっかり抑おさえが利いてると思うんだけど……禁きん忌き目もく録ろくと人界基本法で何重にも縛しばられてるはずのこっち側でも、条文の抜け穴あなを見つけたり、都合よく解かい釈しやくしたりして悪わる巧だくみする連中がまだいるんだ。禁きん忌きや法よりずっと曖あい昧まいな《掟おきて》に従ってる暗黒界なら、もっと悪い奴やつが隠かくれてても不思議はない」

　フィゼルの言葉に、ロニエはお湯の温度が少し下がったような感覚に襲おそわれた。思わずぶるりと体を震ふるわせていると、フィゼルが右手を伸ばしてロニエの頭をぽんぽんと叩たたく。

「ごめんごめん、怖こわがらせるつもりはなかったんだよ」

「いえ、大だい丈じよう夫ぶです。ご教示、しかと心に刻んでおきます」

「ん。ロニエちゃんが帰ってくる頃ころにはあたしたちの任務も終わってるだろうから、ティーゼちゃんも誘さそって慰い労ろう会かいでもやろうよ」

「はい、ぜひ！」

　ロニエが頷うなずくと、フィゼルはにかっと笑って立ち上がった。

「そんじゃ、先に上がるねー」

　ひらひら右手を振り、ぺたぺた大理石を踏ふんで去っていく少女騎き士しに、ロニエはもういちど頭を下げた。

　フィゼルの騎き士し番号が二十九、三十番は《金きん木もく犀せいの騎き士し》アリスだったが彼女は異界戦争の終しゆう盤ばんにリアルワールドへと旅立ち、三十一番の《霜そう鱗りん鞭べん》エルドリエはアリスを守って落命した。二人の番号は欠番となるので、もしロニエとティーゼが正せい騎き士しに任命されたら、どちらかが三十二番に、もう一人が三十三番になる。

　その日が待ち遠しいのは確かだ。しかし同時に息苦しさを感じてしまうのは、きっとまだ覚かく悟ごが定まっていないからだろう。いまのロニエは剣けん技ぎも術力も心の強さも、レンリのような上位騎き士しはもちろん、見た目は子供のフィゼルやリネルにも遠く及およばない。

　一歩ずつ。

　歩みは遅おそくとも、一歩ずつ進もう。日々たゆまずに鍛たん錬れんし、真しん摯しに学び続ければ、いつかきっと目指す場所に辿たどり着つける。

「…………ロニエ・シンセシス・サーティスリー…………」

　なんとなくそんな名前を呟つぶやいてしまってから、慌あわてて周囲を見回す。誰だれにも聞かれていないのに、恥はずかしさのあまり頭までお湯に潜もぐると、ロニエは息が続かなくなるまで泡あわをぷくぷく吐はき出し続けた。
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　明くる二月十九日の払ふつ暁ぎよう。

　カセドラル敷しき地ちの西の端はしにある巨きよ大だいな飛ひ竜りゆう厩きゆう舎しやで、ロニエは愛あい竜りゆう・月ツキ駆ガケの首を一心に撫なでていた。

　まだ幼い月駆は、くるるる……と喉のど声ごえを鳴らしながら瞼まぶたを細めているが、これは気持ちいいのが半分、もう半分は単に眠ねむいのだろう。幼よう竜りゆうだけでなく、銀の柵さくにもたれかかるティーゼもこっくりこっくり赤毛を揺ゆらしている。ゆうべ、早く寝ようと思ったのに寝ね付つけなかったロニエが、ティーゼを付き合わせて居間であれこれ話し込んでしまったのだ。

　もう二年近くも毎日一いつ緒しよにいるのに、長話の種が尽つきないのが不思議だが、親友というのはそういうものだろう。キリトとユージオも、北辺のルーリッド村を出て、央おう都とまで旅をして、修しゆう剣けん学がく院いんに入学し、上級修しゆう剣けん士しになるまでに何年もかかったはずだが、いつだって二人で楽しそうにお喋しやべりしたり、剣けん技ぎについて議論を戦わせたり、時には沈ちん黙もくですら居い心ごこ地ち好よさそうに共有していた。

　いまティーゼは、大きな人生の岐き路ろに立っている。彼女が騎き士しレンリの求きゆう婚こんを受け入れても、あるいは断っても、いつまでも最高の友達でいられれば、と思う。

「……それじゃ月ツキ駆ガケ、行ってくるね。ティーゼの言うことをよく聞いて、いい子にしてるのよ」

　ロニエが立ち上がると、幼よう竜りゆうは首を持ち上げて「きゅるっ」と答えた。




　ようやく目が醒さめた様子のティーゼと一いつ緒しよにカセドラル裏手の工こう廠しようまで移動すると、すでに機き竜りゆう二号ごう機きが地上の石いし畳だたみに引き出されていた。

　一号ごう機きのように垂直に立っているのではなく、倉庫にいた時と同様、三本の足で地面に横たわっている。よく見ると、足の先は本物の飛ひ竜りゆうのようなかぎ爪づめではなく車輪が取り付けられているようだ。

　頭部の近くにはキリトとアスナ、ファナティオ、そしてサードレ工こう廠しよう長ちようの姿があり、更さらにもう一人、工こう廠しようの作業服を着た同年代の女性が側面に立ち、機体に手を当てて神聖術を詠えい唱しようしていた。それが風ふう素そ生成の式句であることに気付いたロニエは、隣となりでかばんを持ってくれている相棒に顔を寄せた。

「ねえティーゼ、もしかしてあの子が……」

「あ、うん、そうだよ。自動化される前の昇しよう降こう盤ばんの操作係だった子」

「へえ……すっごく可愛かわいい子だね」

「あたしもそう思うけど、あの子、デュソルバートさんと同じくらい長生きだって噂うわさだよ」

「そ、そうなんだ……」

　少し離はなれた場所で足を止めてそんな会話をしていると、キリトが二人に気付き、手を振った。

「おーいロニエ、ティーゼ、こっちこっち」

「あ……はい、おはようございます！」「ございまーす！」

　挨あい拶さつしながら歩み寄る。

　まだ空は暗いが、屋外で見る機き竜りゆう二号ごう機きは想像以上に巨きよ大だいだった。操縦席が二つあるだけでなく、左右の翼つばさも本物の飛ひ竜りゆうなみに長く、お尻しりの噴ふん射しや口こうも大きい。全長は一号ごう機きの四割増し、七メルほどもあるだろう。

　これに乗るのか、と思うとさすがに緊きん張ちようさせられるが、自分で言い出したことなので尻しり込ごみしている場合ではない。脳のう裏りに甦よみがえりかけた一号ごう機きの最さい期ごを押し戻もどし、キリトとアスナの前でもういちど頭を下げる。

「すみません、遅おそくなりました」

「いや、まだ五時の十分前だよ」

　四時半の鐘かねが鳴ってからしばらく経たつのに現在時刻を断言してのけたキリトは、ロニエの左腰こしの新しい剣にちらりと視線を落とし、微笑ほほえんだ。

「ロニエ、護衛役、よろしく頼たのむ」

「は……はい！」

　命に代えても……と言いそうになってから、昨夜のアスナの言葉を思い出す。結果、口から出たのは、

「が、頑がん張ばります！」

　という子供のような言葉だったが、キリトもアスナも再び笑え顔がおになると頷うなずいた。

　ファナティオやサードレにも挨あい拶さつし終えると、ティーゼから荷物を受け取る。中型かばんいっぱいに物資と着き替がえを詰つめてきたのでずっしりと重いそれを、果たして機き竜りゆうのどこに載のせるんだろう……と考えていると。

「キリトさん、風ふう素その充じゆう塡てん、完かん了りよういたしました」

　背後でそんな声が聞こえ、ロニエとティーゼは同時に振り向いた。声の主は元昇しよう降こう係がかりの少女で、工こう廠しようの作業服よりも教会の修道服か、いっそ貴族のドレスのほうが似合いそうな儚はかなげな美び貌ぼうに思わず見入ってしまう。

「ありがとうエアリー、助かったよ」

　キリトのねぎらいに、表情ひとつ変えずに一礼すると、エアリーと呼ばれた少女はサードレの隣となりまで下がった。

　直後、カセドラルの鐘かねが午前五時の旋せん律りつを優やさしく奏かなで、キリトが勢いよく手を叩たたいた。

「そんじゃ、そろそろ出発するか！　ロニエ、荷物預かるよ」

　差し出された手にかばんを渡わたすと、キリトは機き竜りゆうの側面にあった小さな扉とびらを開け、荷物入れであろう空間に詰つめ込んだ。それを見届けてから、ロニエはティーゼとしっかり抱だき合あった。口を開く必要はなく、ロニエの「じゃあ、行ってくるね」という思念と、ティーゼの「無事に帰ってきてね」という思念が瞬しゆん時じに二人のあいだを行き交った。
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　体を離はなし、親友の顔を見み詰つめて一度頷うなずきかけると、キリトが待つ機き竜りゆうの先せん端たん部ぶまで移動する。地面から頭まで伸びるはしごを上るよう促うながされ、恐おそる恐おそる従うと、二つの椅い子すが前後に並んだ楕だ円えん形けいの小部屋が目に入る。

　前の椅い子すは背もたれが倒たおされているので、ロニエは腰こしの剣を外してから後ろの椅い子すに体を押し込んだ。椅い子すは金きん属ぞくの枠わくに革かわを張っただけの簡素なものだが、柔じゆう軟なん性せいに富む貴重な大オオ赤アカ角ヅノ牛ウシの革かわをたっぷり使ってあって座すわり心ごこ地ちは案外悪くない。

　すぐにキリトもはしごを上ってきて、背もたれの角度を元に戻もどしてから前の椅い子すに座すわった。サードレの手ではしごが取り外され、キリトが手て許もとの搬把ハンドルを回すと硝子ガラス製の天てん蓋がいが下りてきてガチャリと閉まる。

　途と端たん、心臓がどきどきしてきて、ロニエはごくっと唾つばを吞のみ込んだ。

　月ツキ駆ガケはまだ幼いので飛べないが、レンリの風カゼ縫ヌイやフィゼルの閑ヒマ割ワリ、リネルの鄙ヒナ消ゲシに同乗させてもらったことは何度もある。さすがに最初の一、二回は怖こわかったが、すぐに風を切って飛ひ翔しようする快感が恐きよう怖ふを上回った。自分では空を飛ぶことに苦手意識はないと思っていたのだが、大部分が金きん属ぞくでできた作り物の竜りゆうの、しかも背中に乗るのではなく内部に収まって飛ぶのだと考えると期待よりも違い和わ感かんが先に立つ。そもそも、羽ばたくための翼つばさがないのだから、飛び立つ時はともかくどうやって地面に戻もどるのか。

　またしても一号ごう機きが爆ばく発はつする光景を思い出してしまい、ぶるりと体を震ふるわせてから、ふと気付く。

「あ……あの、キリト先せん輩ぱい」

「ん？　どうした？」

　前席からのんびりした声を返してくる代表剣士に、ロニエは上体を近づけて訊たずねた。

「この竜りゆうも、前のと同じように熱ねつ素そを解放して飛ぶんですよね？」

「そうだよ」

「こんな朝早くに、前みたいに物もの凄すごい音を出して空を飛んだら、央おう都との人たちがびっくりして大おお騒さわぎになるのでは……？」

「なるだろうなあ……」

　と頷うなずいてから、キリトは少し解わかりづらい言葉を続けた。

「でも、そもそもここじゃ滑かつ走そう路ろの長さが足りないから、水平に離り陸りくはできないんだよな。つうことで、二号ごう機きの離り陸りくと着陸は、残念ながらちょっとズルしなきゃいけないんだ」

「ず、ズル……と言うと……」

　その質問には、横顔でにやっと笑うだけで答えず、キリトは椅い子すの前方に取り付けられた二本の金きん属ぞく棒ぼうをしっかりと握にぎった。その手が淡あわい光を帯び始め、ロニエは息を吞のんだ。

　素因エレメントの光ではない。世界の理ことわりに直結するキリトの意志力そのものが、光となって見えているのだ。すなわち、心シン意イの輝かがやき。

　鋼鉄の機き竜りゆうが、まるで生き物のように身み震ぶるいした。直後、ぐぐっと体が持ち上げられる感覚が訪おとずれる。

　ロニエは慌あわてて硝子ガラスの蓋ふた越ごしに外を見た。灰色の石いし畳だたみと、大きく手を振るティーゼやアスナたちの姿がゆっくりと遠ざかっていく。キリトが心意の力で、巨きよ大だいな機き竜りゆうを丸ごと上じよう昇しようさせているのだ。

　確かにこれはズルだ、と思いながらロニエも地上に手を振り返した。上じよう昇しよう速度が増すにつれ、見送る人々の姿はどんどん小さくなる。やがて白い朝あさ靄もやが彼らを隠かくし、工こう廠しようの北側に広がる薔ば薇ら園えんと、カセドラルの白い壁かべが視界に入る。

　手を下ろし、顔を前に向けると、夜明け前の濃のう紺こんの空がどこまでも広がっていた。うっすらと茜あかね色いろに染まる地平線の美しさに、ロニエは言葉を失った。

　カセドラル九十階、大浴場と同じ高さに達すると、機き竜りゆうは上じよう昇しようを止やめて水平に前進し始めた。飛ひ竜りゆうの力強い羽ばたきとはまるで違ちがう、水面を滑すべるような加速。低く唸うなる風切り音以外、何も聞こえない。これなら、夜明けの空をじっと見上げでもしていない限り、セントリアの市民たちが気付くことはないだろう。

　ひとつの懸け念ねんが片付くと、今度は別の心配が頭をもたげる。

「……キリト先せん輩ぱい、こんなに大きなものを心意の力だけで動かして、平気なんですか？」

　前席にそう問いかけてから、キリトの集中を乱してしまったかと慌あわてたが、すぐにいつもと変わらない口調で答えが返った。

「まあ、しばらくはね。でもさすがに人界を出るまでこれで飛ぶのはキツそうだな……」

「そ、そうですか……」

　改めて、人界代表剣士の途と轍てつもない意志力に驚きよう嘆たんする。

　ロニエも見習い騎き士しとして心意の修しゆ行ぎようをしているが、細い柱の上に片足で立ち続ける《鉄柱孤こ立りつ》や、空中に生成した素因を意志力で保持する《素因交感》のような実じつ践せん型の修しゆ行ぎようだけでなく、ただ床ゆかに座すわって精神集中するだけの《端たん坐ざ無想》ですらなかなか次の段階に進めない。

　もっとも、ファナティオやデュソルバートのような上位騎き士したちにとってさえ、短たん剣けん程度の大きさのものを動かす《心意の腕かいな》、不可視の斬ざん撃げきを飛ばす《心意の刃やいば》が奥おう義ぎとされているのだから、人間が二人も乗った巨きよ大だいな機き竜りゆうを自在に飛ひ翔しようさせるキリトの心意が規格外すぎるのだ。

「……こんなに強い先せん輩ぱいの心意力でも、《終わりの壁かべ》は越こえられないんですね……」

　ロニエが呟つぶやくと、キリトは苦く笑しよう混じりに頷うなずいた。

「もしかしたら、修しゆ行ぎようが足りないせいかもしれないけどな……でも、《壁かべ》を越こえられるのが俺だけじゃ意味がない。将来的には大型機き竜りゆうの定期便を飛ばすか、あるいはカセドラルの昇しよう降こう盤ばんみたいな仕組みを作って、ダークテリトリーの……いやアンダーワールドの全住民が自由に行き来できるようにしないとな」

　高さが何メルあるのかも解わからない《終わりの壁かべ》に昇しよう降こう盤ばんを取り付けようというキリトの発想に、いつもの如ごとく呆ぼう然ぜんとさせられながら、ロニエは窓の外を眺ながめた。

　いつの間にか機き竜りゆうは東セントリアの市街を抜けたらしく、眼下にはしばらく前に降った雪が残る畑や草原が広がっている。いまはまだ寒々しい眺ながめだが、三月になれば麦の種まきが始まり、大地は新しい緑に覆おおわれるだろう。

　その光景をしばし想像してから、ロニエは再び質問を口にした。

「あの、先せん輩ぱい……無理に《終わりの壁かべ》を越こえなくても、ダークテリトリーの人たちに、人界に引っ越こしてもらえばいいんじゃないでしょうか？　人界には未み開かい拓たくの土地がたくさん残ってますし、まだまだ畑や村を作る余よ裕ゆうはあると思うんですが……」

　今度は、キリトはしばらく答えようとしなかった。

　やがて、ぽつりと呟つぶやくような声が聞こえる。

「人界の人たちがみんな、ロニエのように考えられればな……」

「え……ど、どういうことですか……？」

「いや……えーと、そうだな。現在、人界の総人口は八万二千ほどだと俺たちは推測している。最近の報告では、暗黒界もどうやら同じくらいらしい。人界の面積は約百七十七万平方キロル、その半分以上が未開の森や原野だから、確かにロニエの言うとおり、人口が倍以上になっても土地の広さ的にはまったく問題ない……と俺も思う」

　その言葉に、ロニエは本題と外れた部分で驚おどろかされた。

「えっ……暗黒界の総人口が八万って本当ですか!?　なら、異界戦争の時、皇こう帝ていベクタはそこから五万もの軍隊を編成したんですか……？」

「そういうことになるな……。暗黒界では、戦える者は皆みな兵士になる、ってファナティオさんが言ってたけど、それにしても酷ひどい話だよな。でもそれもきっと、ダークテリトリーの瘦やせた大地が作り出した因習なんだ。戦って奪うばわなければ生き残れない、そういう世界なんだよ」

　そこでいちど言葉を切り、キリトは体を椅い子すの背もたれに預けた。意識の集中が一いつ瞬しゆん途と切ぎれたのか、機き竜りゆうがわずかに揺ゆれたが、すぐに安定を取とり戻もどす。

「……暗黒界と同じように、人界の人々にも三百年かけて築き上げられた共通意識がある。暗黒界の住民は恐おそろしい怪かい物ぶつで、果ての山脈を越こえて子供や家か畜ちくを攫さらいに来る、っていう。交流事業が始まって、二つの世界を行き来する観光客や商人も少しずつ増えてきてるけど、人々の意識はそう簡単には変わらない。新しい法や禁きん忌きで縛しばろうとしても、本能的な恐きよう怖ふや欲望までが消えるもんじゃない……」

　深い憂ゆう慮りよの響ひびきを帯びたその声に、ロニエはどう答えていいのか解わからなかった。

　鉄の竜りゆうを浮かせるほどの心シン意イ力りよくを持ち、最高司祭アドミニストレータや暗黒界の皇こう帝ていベクタにすら勝利したキリトだが、しかし彼は決して神様ではない。生まれた世界が違ちがうだけの、ロニエたちと同じように悩なやみ、迷い、苦しむ一人の人間なのだ。

　どれほど傷ついても立ち上がり、アンダーワールドを消しよう滅めつの危機から救ったキリトは、その栄えい誉よを公式に称たたえられることもなく、いまも世界のために奮ふん闘とうしている。人界と暗黒界の融ゆう和わという、かつて誰だれにも成し得なかった遠大な目標に手を伸ばそうとする彼の力になりたいのに、ロニエにはその道の険しさを想像することが精せい一いつ杯ぱいで、とても助言などできない。

　無む我が夢む中ちゆうでついてきてしまったけれど、自分が同行する意味などなかったのでは……と落おち込みかけた時、まるでそれを感じ取ったかのようにキリトが言った。

「でも、ロニエが一いつ緒しよに来てくれてよかったよ。俺、初対面だと向こうの子供に怖こわがられるからなあ」

「え……そうなんですか？」

「なんかいろいろ、噂うわさが一人歩きしてるみたいでさ……まあ、あれだけの戦争をしたんだから仕方ないけどな……」

　ふうっと軽く息を吐はくと、キリトは気持ちを切きり替かえるようにはっきりした声で言った。

「さてと、セントリアからも離はなれたし、そろそろ心意飛行から素因飛行に切きり替かえるぞ」

「は、はい！」

　勢いよく頷うなずいてから、前席に問いかける。

「あの、私はどうすれば……？」

「そうだな、一号ごう機きの試験飛行の時みたいに素因と交感状態を保って、何か問題が起きそうだったら教えてくれ」

「了りよう解かいです！」

　ロニエの声を聞いたキリトは、右手の親指を立てる合図をしてから、二本の金きん属ぞく棒ぼうを両手で握にぎり直した。続いて、神聖術の式句を唱える。

「システム・コール、ジェネレート・サーマル・エレメント」

　キリトの両手が赤く光り、中空になっているらしい金きん属ぞく棒ぼうの内部に熱ねつ素そが次々と生成される。それらは心意によって操あやつられて管の中を移動し、機き竜りゆう中央部の封ふう密みつ缶かんに辿たどり着つく。

　さしもの代表剣士にとっても、巨きよ大だいな機き竜りゆうと微び少しような素因エレメントを同時に心意制せい御ぎよするのは容易なことではないらしく、再び竜りゆうがぐらぐらと揺ゆれた。ロニエは夢中で身を乗り出し、キリトの両りよう肩かたに手をかけた。

　式句は唱えなかったが、周囲に渦うず巻まく空間神聖力の流れが少し落ち着くような感覚があった。機き竜りゆうの揺ゆれが収まり、十個の熱素も封密缶にしっかりと収まる。

「ありがとう、ロニエ」

　ロニエの右手を軽く叩たたき、キリトはゆっくり息を吸って、囁ささやいた。

「ディスチャージ」

　封ふう密みつ缶かんの中で熱ねつ素そが全て解放され、巨きよ大だいな炎ほのおを生み出す。

　炎ほのおは自身の圧力によって缶かんから機き竜りゆう後部へと押し出されていく。その途と中ちゆうで、離り陸りく前に別の缶かんに充じゆう塡てんしてあった風ふう素そと混じり合い、圧縮され、まるで飛ひ竜りゆうの吐はく火か炎えんのような一直線の奔ほん流りゆうとなって最後部の噴ふん射しや口こうから迸ほとばしる。

　強きよう烈れつな加速によって全身が椅い子すに押しつけられ、ロニエは息を詰つめた。

　窓の外に漂ただよう雲がたちまち後方に流れていく。速度だけを比べれば、キリトの風素飛行術でセントラル・カセドラルから南セントリアの衛士庁まで飛んだ時のほうが速かっただろうが、この機き竜りゆうは現在、ほとんど心シン意イ制せい御ぎよされていない。それはつまり、高位の術者が訓練すれば、キリトと同じように飛ばせるかもしれないということだ。

《終わりの壁かべ》への挑ちよう戦せんよりも、もしかしたらそっちのほうが重要なのでは……とロニエは一いつ瞬しゆん考えたが、狭せまい部屋を満たす轟ごう音おんがその閃ひらめきを吹ふき飛とばしてしまった。椅い子すの枠わくを懸けん命めいに握にぎり締しめながら、大声で叫さけぶ。

「せ……先せん輩ぱい！　この機き竜りゆう、いま、どれくらいの速さで飛んでるんですか!?」

「んー、そうだなあ」

　緊きん張ちようを感じさせない声で、キリトは答えた。

「整せい合ごう騎き士しの飛ひ竜りゆうの最高速度がだいたい時速百二十キロルくらい、長ちよう距きよ離りを無理なく飛ぶなら八十キロルくらいが上限だよな。でもこいつはいま、時速二百五十キロルは出てるんじゃないかな……」

「えっ……ひ、飛ひ竜りゆうの二倍も速いんですか!?」

「全力を出せば三百キロルまでいけると思うよ。でも、サードレのじっちゃんに八割までって言われちゃったからな」

　そう言いながら、キリトは椅い子すの前方に並ぶ幾いくつもの円えん盤ばんの一つを指さす。取り付けられた針は、確かに目盛りの上限の幾いくらか手前で小刻みに震ふるえている。

「い、一時間で三百キロル……」

　自分が呟つぶやいたその速さを具体的に想像できず、ロニエは何度もかぶりを振った。

　どうにか解わかるのは、機き竜りゆうがこのまま飛べるなら、遥はるか地の果て──三千キロルの彼方かなたに存在するオブシディア城までわずか半日で到とう着ちやくしてしまうということだけだ。そして、この高さをこの速さで飛ぶ機き竜りゆうに手出しできる者など存在するはずがない、ということも。

　改めて、私がついてきた意味があったのかな……と考えながら、ロニエはようやく慣れてきた振しん動どうに身を任せた。




　果ての山脈を越こえ、ダークテリトリーの赤い空を飛び続けること、およそ十五時間。

　二度の休きゆう憩けいを挟はさんだものの、さすがにお尻しりと背中が痛くなり始めた頃ころ、キリトが行く手を指さした。

「見えてきたぞ」

　キリトの肩かた越ごしに目を凝こらすと、すでにとっぷりと闇やみに沈しずんだ大地の彼方かなたに、かすかな光が見えた。最初はぼんやりとした点にすぎなかったそれが、近づくにつれて無数の明かりの集合へと変化していく。

「あれが……暗黒界の首都、オブシディア……」

　掠かすれ声ごえで呟つぶやいてから、ロニエは代表剣士に訊たずねた。

「……キリト先せん輩ぱいは、行ったことがあるんですよね？」

「うん、一回だけだけどな。しかも非公式な訪問だったから、城の中とか城下町とかほとんど見物できなくてさ」

「今回もそうなりそうですね……」

　というロニエの言葉が残念そうに聞こえたのか、キリトは振り向いてにやっと笑った。

「いや、今回は非公式どころか、イスカーンに連れん絡らくさえしてないからな。それならそれで、やりようがあるってもんだ」

「や、やりよう……？」

　キリトと行動を共にしていると、かなりの頻ひん度どで発生することになる《嫌いやな予感》を嚙かみ締しめながら、再び窓の外を見やる。

　機き竜りゆうは速度を半分以下に落としているが、それでも前方の街明かりはその形まで判別できるようになっていた。

　整然と区分けされたセントリア市街とは異なり、無数の光が何の規則性もなく、まるで三日月のような形に集まっている。その奥おくに、黒々とした岩山がまるで槍やりの如ごとくそびえ立つ。

　山にまでたくさんの明かりが灯ともされているのは、あれこそが皇こう帝ていベクタの居城オブシディアだからだ。巨きよ大だいな岩山を、膨ぼう大だいな年月をかけて城の形に掘ほり抜いたその威い容ようは、公こう理り教きよう会かいのセントラル・カセドラルに勝まさるとも劣おとらない──らしいがこの暗さでは輪りん郭かくくらいしか視し認にんできない。

「残り十キロルくらいかな……よし、そろそろ心シン意イ飛行に切きり替かえて着陸するぞ」

　キリトの言葉に、ロニエは驚おどろいて聞き返した。

「えっ、こんなに手前で降りちゃうんですか？」

「うん、さすがにこいつでいきなり街や城に降りたら大おお騒さわぎになるからな……」

　そう答えながら、キリトは《操縦桿かん》という名前らしい金きん属ぞく棒ぼうを握にぎり、封ふう密みつ缶かんの中で燃えさかる熱ねつ素そを心意制せい御ぎよで徐じよ々じよに減げん衰すいさせた。小部屋（これも正式には《操縦室》らしい）を満たす轟ごう音おんが遠ざかり、ふっと消える。

　推進力を失い、下降し始める機き竜りゆうを、キリトの心意が力強く支えた。休きゆう憩けいの時に着陸の流れは経験しているが、それでもまだ緊きん張ちようは消えず、椅い子すの枠わくを握にぎる両手に力が籠こもる。

　セントリアに戻もどったら、後ろの席にも摑つかむための棒を取り付けてくれるように頼たのもう……と考えながら、ロニエはカセドラルの昇しよう降こう盤ばんとはまた違ちがう段階的な落下感覚に耐たえた。やがて小さな衝しよう撃げきとともに機き竜りゆうが静止し、キリトが前席で大きく伸びをしながら言った。

「お疲つかれ、ロニエ。ここからは人力で飛ぶぞ」




　剣を二本とかばんを大小一つずつ、そしてロニエを一人という大荷物を両りよう腕うでに抱かかえながらも、キリトは十キロルの距きよ離りを風ふう素そ飛行術であっという間に移動してしまった。空間神聖力が希き薄はくな暗黒界で安定飛行できる限界の距きよ離りが十キロル、ということだったらしい。

　飛行中は必然的にキリトと密着することになり、最初こそ心臓がどきどきしたが、腕うでで横に抱かかえるという扱あつかいが完全に荷物と同じだったので胸のときめきはかなり減げん殺さいされざるを得なかった。

　再び着地したのは、オブシディアの城下町に続く広い街かい道どうの上だった。石いし畳だたみは磨みがかれたように磨すり減へり、昼間なら多くの人や亜あ人じん、馬車が行き交っているのだろうが、夜十時を過ぎているであろうこの時間ではさすがに人ひと影かげはない。

　ロニエも普ふ段だんならとうにベッドに入っている頃ころ合あいなので、足が地面に触ふれた途と端たん、長旅の疲つかれと相まって強きよう烈れつな眠ねむ気けに襲おそわれたが、頭を大きく振って堪たえる。護衛の任務はここからが本番────

　と、思ったのだが。

「そんじゃ、さっそく宿を探すか」

　キリトが夜空の剣を左腰こしの留め具に繫つなぎながらそんなことを言ったので、ロニエはぱちぱち瞬まばたきを繰くり返かえした。

「え……し、城に行くんじゃないんですか？」

「さすがにもう門が閉まってるし、イスカーンたちも寝てるだろうしなあ。こんな時間に忍しのび込んで、もし衛兵に見つかったら確実に暗殺者だと思われるぞ」

「……確かに……」

　南セントリアで宿屋の掃そう除じ夫ふヤゼンの命を奪うばい、その罪を山ゴブリン族の若者オロイに着せようとした謎なぞの殺人者に対処するためにはるばるアンダーワールドを横断してきたのに、こちらが暗殺者に間ま違ちがわれてしまっては笑い話にもならない。

「解わかりました。でも、人界人の私たちを、怪あやしまずに泊とめてくれる宿が……」

　あるのでしょうか、と続ける前に、キリトが自分の革かわ袋ぶくろに手を突っ込み、何か小さなものを取り出した。わずかに届く街明かりを頼たよりに目を凝こらすと、どうやらそれは軟なん膏こうを入れるような蓋ふた付きの小こ瓶びんらしい。

「そんじゃロニエ、失礼して……」

　と言いながらキリトは小こ瓶びんの蓋ふたを開け、中身を指先ですくい取った。なんだろう、と顔を近づけた、その瞬しゆん間かん。

「うにあっ！」

　キリトの手が素す早ばやく近づき、顔に何やらべたっとしたものを擦なすりつけたので、ロニエは悲鳴を上げてしまった。驚おどろきのあまり凍こおり付つくロニエの顔に、キリトは両手でべたべたを塗ぬり広げていく。頰ほおから額、耳、顎あごの下までをくまなく撫なで回まわしてから、キリトは一歩下がってまじまじとロニエを眺ながめ、頷うなずいた。

「うん、いい感じだ」

「…………な、何なんですかこれぇ……」

　右手の指で自分の頰ほおを擦こすってみるが、べたつく感かん触しよくは消えていて、指先にも何もついてこない。キリトはにんまりするだけで答えず、もういちど小こ瓶びんから軟なん膏こう状のものをすくい取ると、今度は自分の顔に塗ぬった。ノーランガルス生まれのロニエやティーゼと比べると少しだけ色の濃こい、しかし人界人としては平均的な白さの肌はだが、たちまち浅黒く染まっていく。

　ほんの数秒で、キリトの顔はコヒル茶を思わせる色に変わった。これではサザークロイス人、いや暗黒界人のよう……とそこまで考え、ようやく悟さとる。

「あ……つ、つまりこれ、暗黒界人に変装したんですか」

「そそ。俺もロニエも髪かみの色が濃こいし、いまは冬だから、顔色だけ変えれば見分けつかないと思ってさ」

　その言葉を聞き、遅おそまきながら自分の顔も着色されていることに気付いたロニエは、再び両手で頰ほおを押さえた。その仕草を見たキリトが、笑え顔がおのまま「平気平気、案外似合ってるよ」などと言うので、掌てのひらの下の頰ほおがかーっと熱くなる。

「せ、先せん輩ぱい、これって落とせるんですよね？」

　照てれ隠かくしに少し尖とがった声で訊たずねると、キリトは慌あわて顔がおになって頷うなずいた。

「も、もちろん。薬くす師しのクトコニアさんは、八時間で勝手に消えるって言ってた」

「勝手に……材料は何なんでしょう」

「それは知らないほうがよさそうな感じだった」

　もごもご答えると、キリトはもういちど手を伸ばしてロニエの乱れた髪かみを直し、視線を東に向けた。

　セントリアなら、市街との境目に大きな門と衛兵詰つめ所しよがあるのだが、オブシディア城下町にはそんなものはないようで、街かい道どうの両側に少しずつ増えていく建築物が、そのまま市街に続いているらしい。衛兵の姿も見あたらない。

「……まず大だい丈じよう夫ぶだと思うけど、万が一誰だれかに身元を訊きかれた時は……そうだな、ファルデラから仕事を探しにきたふう……いや兄きよう妹だいだってことにしとこう」

　キリトの言葉に、ロニエはようやく頰ほおから両手を離はなすと、聞き慣れない単語について訊たずねた。

「あの、ファルデラ……とは？」

「ここから三十キロルくらい南西にある暗黒界人の街だよ」

　本当は、兄きよう妹だいの前に言いかけた「ふう」の続きが知りたかったのだが、ぐっと我が慢まんしてロニエは頷うなずいた。

「解わかりました。では行きましょう、先せん輩ぱい」

　外がい套とうの頭ず巾きんを頭に被かぶると、石いし畳だたみに置いてあるかばんの上から、まだ銘めいを決めていない長ちよう剣けんを取って腰こしに吊つる。続いてかばんに手を伸ばしたのだが、一いつ瞬しゆん早くキリトが持ち上げてしまった。

「あ……先せん輩ぱい、自分の荷物は自分で持てますから……」

「だめだめ、いまは兄きよう妹だいの設定なんだぜ。兄貴は妹の荷物を持ってやるモンだろ」

　もういちど微笑ほほえみ、キリトは右手にロニエのかばんを下げ、左ひだり肩かたに自分の革かわ袋ぶくろを引っかけてすたすた歩き始めた。やむなく後を追いかけながら、街に入ったらキリトを何と呼ぶべきなのかとロニエは頭を悩なやませた。




　夜よ更ふけの街かい道どうをしばらく歩くと周りが徐じよ々じよに明るくなり、同時に人族や亜あ人じん族ぞくとすれ違ちがうことも増えてきて、ロニエは安あん堵どと緊きん張ちようを同時に感じた。

　初めて目にするオブシディア城下町は、ほとんどの建物が黒っぽい石材で作られていて、樹木や水辺も少なく、セントリアと比べると息苦しい印象がある。しかし家々の壁かべや路ろ傍ぼうの柱にやたらと取り付けられているカンテラが、深夜にもかかわらず赤や黄色、紫むらさきの光を放っているので、どこかお祭りのような雰ふん囲い気きもある。

「あのカンテラは、何が燃えているんでしょう？」

　ロニエの質問に、キリトはすぐに答えた。

「近くの山で採れる鉱石だよ。拳こぶしくらいの大きさで十日は燃え続けるらしい」

「へええ、それは便利ですね」

「人界に持っていけば高値で売れると思うけど、取とり扱あつかいが厄やつ介かいでさ。水に沈しずめてないと自然に燃え始めるから、長ちよう距きよ離りの運うん搬ぱんが難しいんだよな……」

　そんな会話をしながら歩いていると、やがて前方から賑にぎ々にぎしい雰ふん囲い気きが届いてくる。そこはちょっとした広場になっていて、外周に幾いくつもの屋台が立ち、中央に並ぶテーブルでは多くの男たちが酒食を囲んでいる。

　浅黒い肌はだの人族は半分ほどで、オークやゴブリンも少なからずいるのだが、テーブルは別だ。五族平和条約が結ばれたはずの暗黒界でも、まだ種族間の反目は消えていないのか……と考えていると、ロニエの頭を覗のぞいたかのようにキリトが言った。

「ああして、同じ場所で酒を飲むようになっただけでも大した変化なんだよ。ほら、あの拳けん闘とう士しっぽい連中とオークの一団は、隣となり合あったテーブルで互たがいに話もしてるだろ？」

「あ、ほんとですね……乾かん杯ぱいもしてるみたい……」

　二月なのに逞たくましい上半身をほとんどはだけた拳けん闘とう士しが何やら叫さけびながら木製のジョッキを突き出すと、隣となりに座すわるオークが勢いよく自分のジョッキをぶつける。広場の入り口でその様子を見み詰つめながら、ロニエは半ば独り言のように呟つぶやいた。

「異界戦争の時、全ぜん滅めつしかけた拳けん闘とう士し団だんを、オーク軍が救きゆう援えんに来たんですよね……。それを率いていた《緑の剣士》を、オーク族は神様のようにあがめているとか」

　ロニエは対面できなかったが、戦争の終結とともに姿を消した《緑の剣士リーファ》が、リアルワールドからやってきたキリトの妹だということは知っている。

　キリトは、浅黒く塗ぬられた顔をほんの一いつ瞬しゆんだけ切なそうに歪ゆがめたが、すぐにいつもの表情に戻もどると頷うなずいた。

「ああ……暗黒界とあんなに早く和わ睦ぼくできたのは、掛かけ値ねなしにリーファのおかげだ。だからこそ、俺たちはこの平和を絶対に守らなきゃならない」

「……はい」

　ロニエも、日ひ頃ごろは努めて忘れるようにしている根源的な不安が細波さざなみのように目を覚ますのを意識しながら答えた。途と端たん、キリトにぽんと背中を叩たたかれる。

「さて、ちょっと遅おそいけど俺たちも晩メシにしようぜ。もう携けい行こう食しよくには飽あき飽あきだよ」

「えっ……こ、ここで食べるんですか？」

「だって、屋台からあんな美味そうな匂においがしてるんだよ……ここで我が慢まんできるくらいなら、毎日ファナティオさんやデュソルバートさんにあんなに怒おこられてないさ」

　理り屈くつが通るような通らないようなことを言い、キリトはかばんを握にぎり直すと広場に足を踏ふみ入いれた。

　やむなく後に続くと、確かに香こうばしい匂においが鼻をくすぐり、空腹を思い起こさせる。外周には六つの屋台が出ているが、どれが何を売っているのか、一見しただけではよく解わからない。

　こういう時、ロニエはあれやこれやと悩なやんでしまい、呆あきれたティーゼがずばっと即そつ決けつする……というのが慣例になっているのだが、いまは隣となりに赤毛の相棒はいない。ならば代表剣士殿どのの決断力はいかに、と横目で様子をうかがうと、「あの串くし焼やき肉、うまそうだな……でもこんな時間だし、あっちの麵めん入りスープにしとくかな……いやいや、向こうの饅頭まんじゆうもなかなか……」などとぶつぶつ呟つぶやいている。

　そういえばキリト先せん輩ぱいも、いろいろ迷ってはユージオ先せん輩ぱいに決めてもらってたっけ……と微び笑しようしてから、ふとあることに気付き、ロニエはキリトの外がい套とうを引っ張った。

「あの、先せん輩ぱい。買い食いする前に、そもそもこっちのお金を持ってるんですか？」

「…………」

　ロニエを見たキリトの顔が、驚きよう愕がくから絶望へと段階的に変化していく。

　人界で流通している貨か幣へいは、千シア金貨と百シア銀貨、十シア銅貨、一シア鉄貨の四種類だ。正確には一万シア白金貨というものも存在するが、行政府と大商店の取引ぐらいにしか使われないので一いつ般ぱん民みんや下級貴族には縁えんがない。

　ロニエにとっては、物心ついた頃ころからずっとお金といえばシア硬こう貨かのことだったが、公こう理り教きよう会かいの紋もん章しようとステイシア神の横顔が刻印されているそれがダークテリトリーで使用されているわけがない。当然、こちらにはこちらのお金が存在するはずだ。

　ということにやっと気付いたらしいキリトが、がっくり肩かたを落として言った。

「……カセドラルじゃお金なんか使わないから、すっかり忘れてたよ……」

「そ……その言い方だと、シアも持ってきてない……とか……？」

　教師に叱しかられる子供のような表情で、キリトが頷うなずく。

　これにはロニエもどう反応していいのか解わからず、代表剣士の顔をまじまじと眺ながめることしかできなかった。

　ロニエがいつも身につけている剣帯の裏には、もしもの時のために千シア金貨が一枚縫ぬい留とめてあるが、この街で使えないことに変わりはない。ここで更さらなる問題に思い至り、再びキリトに問いかける。

「あの、もしかして私たち、宿屋にも泊とまれないのでは……？」

「うむ、まあ、そういうことだな」

　なぜか重々しく肯こう定ていする代表剣士に、ロニエは至近距きよ離りからため息を届けた。

「もし無一文で泊とまっちゃってたら、いったいどうやって支し払はらうつもりだったんです？」

「それは、ほら、ストレージから自動的にチャリーンと……」

　意味不明な言葉をもごもご口にすると、キリトはこの期に及およんでも諦あきらめきれない顔で屋台を眺ながめ回し、最後に夜空を貫つらぬくようにそびえ立つ巨きよ城じようを見上げた。

「仕方ない、イスカーンがまだ起きてることを祈いのって、オブシディア城に忍しのび込むか……」

　──暗殺者扱あつかいされたら大変だ、って言ったのは先せん輩ぱいでしょう！

　という思考を言葉にするべく、ロニエが大きく息を吸った、その時。

　広場の隅すみで頭を寄せ合い、ぼそぼそ話をしていた二人の頭上に、ぬうっと大きな人ひと影かげが出現した。

「……!?」

　反射的に左腰こしの剣に伸びそうになる手を押さえ込み、ロニエは顔を上げた。目の前に立っているのは、身みの丈たけ一メル九十センはあろうかという巨きよ漢かんだった。

　剝むき出しの上半身を覆おおう逞たくましい筋肉と鋲びようを打った革かわ帯おび、そして赤しやく銅どう色いろの肌はだに走る無数の古傷は拳けん闘とう士しの証あかしだ。もじゃもじゃした髪かみの下の顔は、かなり酒を飲んでいるのか鉱石カンテラの光でも解わかるほど赤らんでいる。

「おうニイちゃん、メシ食う金がないのかぁ？」

　その声には少なくとも敵意は感じられず、ロニエはほんの少し警けい戒かいを解いた。いっぽうキリトは、情けない表情はそのままに頷うなずくと、大変お腹なかが減っていそうな声で──演技ではなく素のままなのかもしれないが──答えた。

「え……ええ、そうなんです。ファルデラから妹と仕事を探しに来たんですが、路銀が尽つきてしまって」

「ほう、ファルデラからかい。オレの親おや父じがあそこの出だぜ」

　という巨きよ漢かんの言葉を聞いて、名前しか知らない街の思い出話が始まったら大変だとロニエは肝きもを冷やしたが、幸いそういう展開にはならず、拳けん闘とう士しは革かわ手て袋ぶくろを嵌はめているかのように分厚く巨きよ大だいな右手でキリトの肩かたをばしんと叩たたいて気前のいいことを言った。

「よっしゃ、同郷のよしみで奢おごってやろう」

「い、いや、そういうつもりじゃ……」

　さすがに気が咎とがめるのか、キリトが断ろうとしたが、拳けん闘とう士しは背中をぐいぐい広場の奥おくへと押していく。仕方なく脚あしを動かすキリトを、ロニエも追いかける。

　拳けん闘とう士しが二人を案内したのは、六軒けんあるなかで最も小さくて薄うす暗ぐらい屋台だった。年季の入った大おお鍋なべを長なが柄杓びしやくでかき回している店主は、伸びた前まえ髪がみが顔の大部分を隠かくしていて人族の男だということくらいしか解わからない。屋台の庇ひさしから垂れ下がる色いろ褪あせた布の隅すみには、やたらと小さな文字で【オブシディア煮に】と書いてあり、それがどうやら料理の名前らしい。

「この広場じゃあ、この店が一番だぜ。まあ、仲間は誰だれも賛成しねぇんだけどな！」

　酔よっ払ぱらい拳けん闘とう士しがガッハッハと笑い、キリトが引きつったような顔で後あと退ずさろうとした。

「あ、あの、おじさん、俺ちょっと嫌いやな予感が……」

「初めての奴やつは大たい抵ていそう言うんだよ。まあ、騙だまされたと思って試ためしてみろって。おいオヤジ、三杯ばいくれや」

　拳けん闘とう士しがベルトに吊つるした小こ袋ぶくろから銅貨を三枚摘つまみ出し、黒ずんだ長板にチャリンと落とす。もし銅貨の価値が人界と同じなら、謎なぞのオブシディア煮には一杯ぱい十シアということになり、屋台の軽食としても相当に安い。

　店主は返事もせずに長板に木製の椀わんを三つ並べると、長なが柄杓びしやくで鍋なべの中身をどぼぼ、どぼぼと注ぎ、同じく木の匙さじを添そえた。やはり無言のまま銅貨を回収し、再びかきまぜ作業に戻もどる。

　慣れているのか、あるいは酔よっているからか、拳けん闘とう士しは無愛想極きわまる店主の対応を気にする様子もなく両手に一つずつ椀わんを持ち、キリトとロニエに差し出してきた。こうなってしまえばもはや断るという選せん択たく肢しは存在しないので、同時に「ありがとうございます」と礼を言って受け取る。

　椀わんの中身は、どろっとした茶色いスープ、としか表現できない何かだった。色々な具が入っているらしいが、汁しるがほぼ不ふ透とう明めいなので何が煮に込こまれているのか見た目では判別できない。

　自分の椀わんを持った拳けん闘とう士しに促うながされるまま、空いているテーブルにキリトと並んで座すわったロニエは、覚かく悟ごを決めて匙さじを握にぎった。

　三日続けて煮に返かえしたシチューのように濃のう度どのある液体を控ひかえめにすくい、ふうふう吹ふいてから口に含ふくむ。一いつ瞬しゆん辛からい！　と思ったがすぐに酸すっぱさを感じ、複雑なコクと苦みを醸かもし出したあと、ほのかに甘あまい後味を引いて消えていく。

「…………キリト先せん輩ぱい、これって何味なんでしょう……？」

　ロニエが小声で訊たずねると、同じく一口食べたキリトが複雑そうな表情で木き匙さじを凝ぎよう視ししながら呟つぶやいた。

「間ま違ちがいない……《煮に》の味だけど、不思議に食えなくもない、というか微び妙みようにウマいような気もする……」

「え……先せん輩ぱいは、前にも食べたことあるんですか、これ？」

　そこでようやく我に返ったようにロニエを見ると、キリトはふるふるかぶりを振った。

「あ、い、いや、違ちがうよ。……昔住んでた街に、よく似た料理を出す店があってさ。気のせいか店主も似てるんだけど、それはまあいいとして……俺が知ってる《煮に》は辛からさと酸すっぱさと苦さと甘あまさがケンカしてて到とう底てい食えたもんじゃなかったんだ。でもこのオブシディア煮には、味がこなれてるというか熟成してるというか、なんとも言えないまろやかさが……」

「おお、解わかってるじゃねえかニイちゃん！」

　早くも椀わんの中身を三割ほども減らした拳けん闘とう士しが、キリトの背中を勢いよく叩たたいた。

「コイツは、なんと帝てい都とオブシディアが築かれた頃ころから、二百年以上も具とスープを継つぎ足たし継つぎ足たし毎日煮に込こまれ続けてるって話だぜ。こんな料理は人界にもねぇだろうなぁ、ガッハッハ！」

「そ、そうっすね……」

　微び妙みような顔で頷うなずくキリトの隣となりで、ロニエは思わず驚おどろきの声を漏もらしてしまった。

「ええっ、に、二百年……!?　ど、どうしてそんなに料理の天命が長持ちするんですか!?　スープやシチューは普ふ通つう、真冬でも五日も経たてば傷いたんじゃうのに……」

「そこがあのオヤジのスゲェとこよ」

　まるで自分が店主の親しん戚せきか何かでもあるかのように、拳けん闘とう士しは分厚い胸むな板いたを自じ慢まんげに叩たたいた。

「オヤジは毎日屋台から一歩も離はなれねぇで、鍋なべがヌルくなったり焦こげついたりしねぇように、とろ火の加減を調整し続けてんのさ。そうやっていつも火を入れ続けていれば、鍋なべの中身の天命は減らねぇらしいぜ。当然自分のメシも一日三食コイツだけ……そんな真ま似ねのできる料理人なんて全暗黒界、いやさ全アンダーワールドでもあのオヤジだけだとオレは思うね」

「ま、毎日、ですか……」

　啞あ然ぜんとしながら問題の屋台に眼めを向ける。無愛想な店主は俯うつむいたまま鍋なべをかき混ぜ続けていて、相変わらず顔は見えない。

「……ということは、あの方の天命は凍とう結けつされていて、二百年以上も生きておられる……のでしょうか？」

　ロニエの問いかけに、拳けん闘とう士しはいま初めてその可能性に思い至ったのか、真顔で椀わんと屋台を何度か交こう互ごに眺ながめてから首を左右に振った。

「まさか、噂うわさに聞く人界の最高司祭じゃあるめぇし。きっと代々受うけ継つがれてきたんだろうさ」

「そ、そうですよね」

　頷うなずくと、ロニエは椀わんの真ん中にごろりと鎮ちん座ざしていた何かの塊かたまりを掬すくい上げ、恐おそる恐おそる口に入れた。恐おそらくトリ類の肉であろうそれは軽く嚙かんだだけでほろりと崩くずれ、濃のう厚こうな旨うま味みが溢あふれる。複雑怪かい奇きな味付けも、慣れればクセになる──ような気がしないこともない。

　ロニエより一足早く慣れたのか、かなりの勢いで椀わんを空にしたキリトが、ふうっと満足そうに息を吐はいた。

「はー、ウマかった……と言っても過言ではないかもしれない……」

　背筋を伸ばすと、向かいに座すわる拳けん闘とう士しに深々と頭を下げる。

「ごちそうさまでした、優やさしいおじさん。このご恩は決して忘れません」

「なぁに、いいってことよ」

　とっくに食べ終わっていた拳けん闘とう士しは、酔すい顔がんを綻ほころばせて頷うなずき返した。

「ここでいい仕事を見つけて、いつかオブシディア煮にが好きなだけ食えるようになったら、今度はオレに奢おごってくれ……と言いてぇとこだが……」

　分厚い掌てのひらで顔をごしっと擦こすり、笑みを消して続ける。

「……いまのオブシディアで兄きよう妹だい揃そろって働き口を見つけんのは、ちょっと大変かもしれねーぜ、ニイちゃん」

「え……そうなんですか？　こんな時間でも街中賑にぎやかだし、すごく活気があるように感じますけど……」

「見た目には、な。だがそりゃあ、単に住民が増えてるからで……しかも長続きしねぇと思うんだよな……」

　ため息交じりに言った拳けん闘とう士しは、近くを通りかかった酒売りのゴブリンから怪あやしげな小こ瓶びんを買った。一口呷あおり、顔をしかめながら差し出す。

　キリトは一いつ瞬しゆん迷う様子を見せつつも受け取ったが、ぐびりとやった途と端たんに激しく咳せき込んだ。瓶びんを返された拳けん闘とう士しは、にやりと笑ってから説明を続けた。

「こいつは最近、街の近くに住み着いた平地ゴブリン族が作ってる酒だよ。ひでえ味だが何せ安いから、それなりに売れてる。とばっちりで街の酒屋は売り上げが落ちてて、商工ギルドはカリカリしてるらしいぜ。戦争前なら、ギルドの私兵部隊がゴブリンの集落を襲おそって皆みな殺ごろしにしちまっただろうが、いまは五族平和条約があるからな……」

「……つまり、オブシディアに移り住んできた亜あ人じん族ぞくのせいで、人族の仕事が奪うばわれている……と？」

「亜あ人じんだけのせいじゃねえよ、人族もかなり増えてる……それこそニイちゃんたちみてぇにな」

　キリトの問いに、肩かたをすくめてそう答えると、拳けん闘とう士しはちらりと暗い空を見上げた。

「ファルデラから来たんならいまさらオレに言われるまでもねぇだろうけど……この暗黒界は、どこもかしこも土地が瘦やせすぎてんだ。人も亜あ人じんも、昔っからずっと飢うえと渇かわきに苦しんできた。《鉄血の時代》を終わらせた大戦争も、元を辿たどりゃあ湖いっこを巡めぐる争いだったって話だからなあ……」

　暗黒界の歴史に詳くわしくないロニエとキリトは、無言で頷うなずくしかない。安酒をもう一口呷あおると、拳けん闘とう士しは訥とつ々とつと語り続ける。

「……そんな暗黒界で、オレたちのご先祖さんがなんとか生き延びてこられたのは、例の言い伝えがあったからさ。いつか人界の門が開いて、夢みてぇに豊かな土地に移り住めるっつう、な」

　その言葉を聞いた途と端たん、ロニエは思わず体を強こわ張ばらせてしまったが、拳けん闘とう士しに気付いた様子はなかった。

「……ニイちゃんも妹さんも、その歳としじゃあ従軍はしなかっただろうが、一年とちょっと前に皇こう帝ていベクタが甦よみがえって、人界を攻せめるっつった時の盛り上がりようはそりゃあ凄すごかったもんさ。ついに言い伝えの時が来た、ってな……。──けど、人界の整せい合ごう騎き士しってのが噂うわさ以上のバケモンでな……そのうえ、まさか異界の軍勢なんてのまで出てくるとはなぁ。何がなにやらわかんねぇうちに皇こう帝ていが人界の何とかいう剣士に討うたれて、戦争が終わっちまってさ……」

　ロニエが《何とかいう剣士》当人を横目で見ると、オブシディア煮にを味わった時以上に微び妙みような顔で額に冷ひや汗あせを滲にじませている。目の前に座すわる若者の正体を知るよしもない拳けん闘とう士しは、テーブルに頰ほお杖づえを突くと再び口を開いた。

「……あのまま戦争が続いてたら、今度こそ暗黒界の五族は滅ほろんじまってたかもしれねぇ。だから人界との和平に文句はねぇけど、いつか豊かな土地が手に入る……っていう希望がなくなっちまったのも事実だ。ゴブリンやオーク、人族の若いのがオブシディアに流ながれ込んでるのはそれが理由さ……ここでなら、ちったぁマシな暮らしができるだろうってな。でも、いくら帝てい都とがでけぇっつっても働き口が無限にあるわけじゃねぇ。人族なら騎き士し団だんに雇やとってもらえるかもしれねぇが……ニイちゃんも妹さんも、ちょっと瘦やせっぽちすぎるからなぁ……」

　二人に向けられた拳けん闘とう士しの酔すい眼がんが眠ねむそうに瞬しばたたかれるのを見て、頃ころ合あいと思ったらしいキリトがもういちど頭を下げた。

「色々ありがとうございます、おじさん。オブシディア煮に、旨うまかったです……このお礼はいつか、必ず」

「ああ……頑がん張ばれよ、二人とも……」

　という言葉を最後に、本格的に寝ね入いってしまった拳けん闘とう士しを起こさないよう、二人はそっと立ち上がった。

　広場を見回すと、いつの間にかゴブリンとオークの一団は引き上げていて、拳けん闘とう士しの集団も酔よい潰つぶれた数人が残るのみだ。ほとんどの屋台も店じまいを始めているが、オブシディア煮にの店主だけは変わらず鍋なべをかき混ぜ続けている。あそこで寝ね泊とまりしているという話はどうやら本当らしい。

「……さて、俺たちも宿屋を探すとするか」

　大きく伸びをしたキリトがそんなことを呟つぶやくので、慌あわてて問いかける。

「でも、宿代はどうするんですか？　さすがにもう、払はらってくれる人は現れないと思いますよ」

「まあ、なんとかなるさ」

　にやっと笑い、広場の東側出口へと歩き始めるキリトを、ロニエはやむなく追いかけた。




　街の中心部に近づくほどに鉱石カンテラの数は増え、賑にぎやかさも増していく。

　しかし、拳けん闘とう士しの話を聞いた後だと、色とりどりの明かりは瘦やせた大地へのささやかな抵てい抗こうに、賑にぎわいは人々に蓄ちく積せきしつつある不満の裏返しにも感じられる。

　懐ふところに持っていたナイフを路ろ傍ぼうの露ろ天てん商しように買い取ってもらう、という予想外に穏おん当とうな手段で無一文問題を解決したキリトは、ついでに店主から安めの宿屋の場所を聞き出し、再び歩き始めた。いつもよりいくぶん口数が少ない代表剣士に、ロニエは声を潜ひそめながらもつとめて明るく話しかけた。

「こっちのお金、《ベック》っていうんですね。一ベックの価値は人界の一シアと同じくらいでしょうか？」

「え……？　あ、ああ、そんな感じだな。てことは、オブシディア煮にの一杯ぱい十ベックはやっぱり相当安いよな……」

「さては、また食べたいと思ってますね、先せん輩ぱい？」

「さすが、元傍そば付づき剣士殿どのに隠かくし事ごとはできないな」

　ようやく元気が出てきたらしい顔でロニエの頭にぽんと手を乗せてから、キリトはその手で前方右側の建物を指さした。

「どうやらあそこが、さっきの露ろ店てんのおっちゃんお薦すすめの宿屋みたいだな」

　黒っぽい石いし壁かべからは、人界の宿屋と同じく、神聖文字のＩ、Ｎ、Ｎを象かたどった鋳ちゆう鉄てつの看板が突き出している。それを見たロニエの胸に茫ぼう洋ようとした疑問がさざ波のように揺ゆれたが、言葉としてすくい上げる前に消えてしまった。

「……？　どうした、ロニエ？」

　首を傾かしげるキリトに向けて、素す早ばやくかぶりを振る。

「いえ、なんでもありません」

「そっか。……今日は大変だったもんな、早く休もう」

　そう言うと、キリトは大小二つの荷物を握にぎり直し、看板の下の扉とびらへと歩み寄った。

　真夜中近い時間にもかかわらず、幸い宿屋はまだ営業していた。主人は四十がらみの人族の女性で、キリトとロニエを実に胡う散さん臭くさそうな顔で数十秒も眺ながめ回したが、ファルデラから仕事を探しにきた兄きよう妹だいという話を疑った様子はなかった。

　しかしその作り話が新たな問題を生もうとは、キリトにも予想できなかったようだ。女主人は、「兄きよう妹だいなら一部屋でいいね！」と言い放ったあとはもう聞く耳持たず、二人を二階の一室へと──しかも一泊ぱく百ベックの宿代はしっかり二人分払はらわせた後で──押し込むように案内したのだ。

「朝十時の鐘かねまでには出てっとくれよ！　風ふ呂ろはもう火を落としちまったから、入りたいならこの先にある風ふ呂ろ屋やに行くんだね。ウチの客って言えば割り引きしてくれるからね！」

　と、吝しわいのか親切なのか判断に迷う台詞せりふをまくし立て、女主人は階下へと消えていった。

　ロニエがしばし呆ぼう然ぜんと立たち尽つくしていると、少々気まずそうな声でキリトが言った。

「なんか……ごめんな、ロニエ。俺が安宿にこだわったせいで、こんなことになって……」

「いっ、いえ、先せん輩ぱいのせいでは……」

「俺は外で適当に寝るから、この部屋はロニエが使っていいよ」

「て、適当に、って……」

「どっかの軒のき先さきとか公園とか、俺ひとりならどうとでもなるさ。今日はゆっくり休んでくれ。明日の朝にまた来るから」

　そう言い残し、窓から出て行こうとするキリトの外がい套とうを、ロニエは慌あわてて引っ張った。

「だっ、だめですよ先せん輩ぱい！　こんなに寒いのに、拳けん闘とう士しさんたちの真ま似ねなんかしたら風か邪ぜを引いてしまいます！」

　部屋を見回すと、簡素なベッドの他に、二人掛がけのソファが一つ置かれている。ロニエでも足が少しはみ出してしまいそうだが、眠ねむれないことはないだろう。

「私はそこのソファで寝ますから、先せん輩ぱいはベッドを使ってください」

「え、い、いや、でも……禁きん忌き目もく録ろくだか帝てい国こく基本法に、結けつ婚こん前の男女は同じ部屋で寝るの禁止、みたいな項こう目もくなかったっけ？」

「ないですよそんなの。禁止されてるのは、く、唇くちびるへの口づけとか……あとは…………」

「え、何だって？」

　怪け訝げんな顔で耳を近づけてくるキリトの両りよう肩かたをしっかり摑つかみ、ロニエは力いっぱいベッドのほうへと押しやった。

「ど、どんな項こう目もくがあったとしても、先せん輩ぱいは人界代表剣士だし、私ももう見習いとはいえ整せい合ごう騎き士しなんですから関係ないです！」

「う、うわっ」

　床ゆかに足を滑すべらせたキリトが、ベッドに尻しり餅もちをつく。すかさず外がい套とうの紐ひもを解ほどいて脱ぬがせ、両足からブーツも引っこ抜いて、問答無用で寝かしつける。

　綿入りの上うわ掛がけを首元まで引っ張り上げ、胸のあたりを軽くぽんぽん叩たたくと、代表剣士は苦く笑しよう交じりに言った。

「……なんだかお母さんみたいだな、ロニエ」

「あ……す、すみません、子供の頃ころに母親がいつもこうしてくれたものですから」

「そっか……いつか、ロニエのご両親にも会ってみたいな……」

　天てん井じようを見上げながらキリトがそんな言葉を発するので、ロニエは先月の里帰りを思い出した。その拍ひよう子しに親族が持ち込んできた縁えん談だんの数々まで甦よみがえりそうになるが、そちらはどうにか押し戻もどす。

「……ええ、きっと両親も喜びます」

　いちばん喜ぶのは弟でしょうけど、と思いながらそう答えると、キリトは軽く微笑ほほえみ、瞼まぶたを閉じた。ほんの数秒で、すうすうと穏おだやかな寝ね息いきが聞こえてくる。ずっと平気な顔をしていたが、やはり人界からはるばる三千キロルも機き竜りゆうを飛ばした疲つかれが残っていたのだろう。

　キリトがおとなしくベッドで寝てくれたことにほっとしながら、ロニエは自分も外がい套とうを脱ぬぎ、鉱石カンテラを少し苦労して──中に水をそそぐという方法だった──消した。

　壁かべ際ぎわのソファに座すわると、脱ぬいだ靴くつをきちんと揃そろえて床ゆかに置き、横になる。予想どおり爪つま先さきがはみ出したが、上等な西域産の羊毛を分厚く織った外がい套とうを毛布代わりに被かぶれば寒さは気にならない。
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　ロニエもすぐに眠ねむ気けを感じたが、それに抗あらがって、窓から差さし込む街明かりに照らされたキリトの横顔を見み詰つめる。

　本当に先せん輩ぱいが家に来たらどうなるだろう……としばし想像を遊ばせていると、ふと気付く。

　キリトの家族が、妹である《緑の剣士リーファ》だけだということはないだろう。彼女が帰き還かんしたリアルワールドには、両親や、もしかしたら他の兄きよう妹だい、そして友人たちがいるはずだ。しかしいままで、キリトが自分の家族について語ったことはなかった。

　帰りたい……と思うことはあるのだろうか。

　ないわけがない。同じセントリアに実家のあるロニエでさえ、時々両親や弟に会いたくなるのだから。

　しかし、それをキリトに問いかける勇気を、ロニエは持てなかった。いつか帰りたい……と言われてしまったら、何と答えていいのか解わからない。そもそも、リアルワールドに帰る方法があるのかどうかさえ知らないのだ。

　いったい、どんな場所なのだろう。

　異界戦争で戦ったアンダーワールド人はほぼ例外なく、名前しか知らないリアルワールドに対して親しみではなく恐きよう怖ふや嫌けん悪おを感じているはずだ。それはロニエも例外ではない。人界守備軍や暗黒界軍を潰かい滅めつさせた、あの恐おそろしい赤あか騎き士したちが住む世界と思うだけで恐きよう怖ふに手足が冷たくなる感じがする。

　しかしいっぽうで、リアルワールドは、キリトやアスナ、そして異界戦争の時に人界軍の救きゆう援えんに来てくれた剣士たちの故郷でもあるのだ。

　アンダーワールドにだって、いい人間もいれば悪い人間もいる。リアルワールドも同じなのかもしれない。けれどいまはまだ、再び門が開いてほしい、とは思えない。

　向こうの世界に旅立った整せい合ごう騎き士しアリスは、何を見て、何を感じたのだろうか。いつかもういちど彼女に会い、話を聞ける日は来るのだろうか……。

　そこまで考えた時、宿屋の看板を見た時と同じ奇き妙みような感覚が再び心を揺ゆらしかけたが、ついに瞼まぶたの重さに耐たえられなくなり、ロニエは異郷の地での眠ねむりへと落ちていった。
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　重じゆう厚こうな鐘かねの音に目を醒さますと、薄うすいカーテン越ごしの窓はすでに白々と明るんでいた。

　何度か瞬まばたきしてから目め許もとを擦こすり、上体を起こす。毛布代わりの外がい套とうを体に巻き付け、寝ぼけまなこで部屋を見回す。

　するとすぐに、ソファ正面のベッドで熟じゆく睡すいする黒くろ髪かみの剣士の姿が目に入った。八時間が経過して軟なん膏こうの効果が切れたのだろう、白さを取とり戻もどした寝ね顔がおは意外にあどけなく、ロニエは思わず微笑ほほえんだ。

　そこでようやく、キリトと同じ部屋で一夜を過ごしてしまったのだ──もちろんベッドは別々だったにせよ──という認にん識しきが発生し、眠ねむ気けが消え去ると同時に顔がかーっと熱くなる。外がい套とうの外に出ていたせいで冷えている両手を頰ほおに当て、深呼吸してどうにか落ち着きを取とり戻もどすと、勢いよく立ち上がる。

　ベッドの傍そばまで移動し、眠ねむるキリトの肩かたをそっと揺ゆさぶりながら、

「先せん輩ぱい、起きてください。八時になりましたよ」

　と声を掛かけたところで、ロニエは昨晩から何度も耳にした時じ鐘しようの旋せん律りつが、セントラル・カセドラルのそれとまったく同一であることに気付いた。

　いったいどういう理由で、人界の公こう理り教きよう会かいに据すえ付つけられた鐘かねと、遥はるか離はなれた暗黒界首都の鐘かねが同じ音を奏かなでるのだろうか……と考えかけたその時、キリトが不ふ明めい瞭りような言葉を漏もらしながら毛布の下に潜もぐり込もうとした。

「うーん……もうちょっと…………」

「あっ、寝ちゃだめですってば！」

　慌あわてて毛布を引っ張るが、キリトは両手でしっかりと縁ふちを握にぎったまま子供のようにいやいやをする。

「あと五分……いや三分だけ寝かせてくれよ、ユージオ……」

　その名前を聞いて、ロニエは小さく息を吞のんだ。毛布から離はなした手を口くち許もとに当て、一歩下がってしまう。

　キリトの親友だった上級修しゆう剣けん士しユージオが、最高司祭アドミニストレータとの戦いで命を落としてからもう二年近い年月が経過している。しかしキリトにとっては、ユージオと共に過ごした日々はまだ過去になっていないのだ。ティーゼと同じように。

　足音を殺してソファまで戻もどり、再び腰こし掛かける。

　キリトと同じ部屋で寝ね起おきしている副代表剣士のアスナは、キリトの心の裡うちを……彼が押し隠かくしている深い悲しみの存在を知っているのだろうか。知ってなお、いつもキリトの近くで、穏おだやかに、優やさしく笑っていたのだろうか……。

　セントリアに戻もどったら、アスナとちゃんと話をしてみよう。もちろん、ロニエが心に秘め続けている想おもいを打ち明けることはできないけれど、キリトの力になりたいという気持ちは二人とも同じはずだから。

　そんなことを考えていると、驚おどろいたことに寝ね言ごとでの宣言どおり約三分でキリトがふらふらと起き上がり、半分以上閉じたままの両りよう眼めで部屋を見回した。

　ロニエに気付くと、ふわ～～と大きく欠伸あくびをしてから、「おはようロニエ」と声を掛かけてくる。

「は……はい、おはようございます、キリト先せん輩ぱい」

「悪い、寝ね坊ぼうしちゃったな……いま何時？」

「さっき八時の鐘かねが鳴りました」

「そっか、チェックアウ……じゃない、精算時間には間に合いそうだな」

　もういちど短めの欠伸あくびを嚙かみ殺ころし、ベッドから立ち上がる。窓まど際ぎわまで移動し、灰色のカーテンを勢いよく引き開ける。

「お、ロニエ、来てみろよ。城が見えるぞ」

「ほんとですか？」

　ソファから離はなれてキリトの隣となりまで移動すると、確かに窓の正面やや右側、雑然とした街並みの彼方かなたに、天を衝ついてそびえる漆しつ黒こくの巨きよ城じようがくっきりと見えた。

　人界よりずっと赤みが濃こいダークテリトリーの朝焼けを切きり裂さくように屹きつ立りつするその姿は、半ば自然の岩いわ肌はだが残っているだけあってセントラル・カセドラルより遥はるかに荒あら々あらしい印象だが、それが逆にある種の美を生み出しているとも思える。二度目の訪問であるはずのキリトも、感かん嘆たんするかのように長く息を吐はく。

「……最高司祭アドミニストレータが超ちよう常じようの力で築き上げたセントラル・カセドラルと違ちがって、あの城は人の手で岩山から彫ほり出したんだ」

　キリトの言葉に、ロニエも思わず嘆たん息そくした。

「何ヶ月……何年かかったんでしょうか……？」

「百年以上かかったって話だよ。──さて、そろそろ出発しようぜ。のんびりしてるとお昼になっちゃいそうだ」

「もう、寝ね坊ぼうしたのは先せん輩ぱいですからね！」

　ロニエの指し摘てきをいたずらっ子のような笑みで受け流すと、キリトは荷物をまとめ始めた。




　コヒル茶色の軟なん膏こうを塗ぬり直し、宿代を支し払はらって外に出ると、鉱石カンテラの消えた街並みを朝あさ陽ひが真っ赤に染め上げていた。

　宿屋からオブシディア城までは五キロル以上の距きよ離りがあったが、異国の風景を楽しみながら歩くとさして長く感じることはなかった。

　城に近づくにつれ道は広くなり、左右の建物も立派になっていく。しかし通行人の数はどんどん減り、ことに亜あ人じん族ぞくはまったく見かけなくなる。

　やがて前方に、暗黒界にしては水量豊ゆたかな川と立派な石橋が出現した。それを渡わたると大きな門があり、その先は少しずつ上り坂になって、異様なまでに鋭するどい黒曜石の岩山──帝てい城じようオブシディアへと続いている。

　橋のたもとで立ち止まったキリトに、ロニエは小声で訊たずねた。

「……それで先せん輩ぱい、どうやってお城に入るか、思いついたんですか？」

　すると代表剣士は、浅黒く塗ぬられたままの顔を軽く傾かたむける。

「んー……暗黒界人のふりをしても、それだけじゃ城の中には入れてくれないだろうしな……かと言って、城のてっぺんまで飛んだりしたら衛兵に見つかりそうだし……」

「つまり、思いついてないんですね……」

　というロニエの言葉を、キリトは急いで否定した。

「い、いやいや。まだ奥おくの手てがあるから！」

　そう叫さけぶや、ロニエの手を引いて、川岸の小道を左に進んでいく。必然的に城へと続く橋はどんどん遠ざかっていくので、まさか川を泳いで渡わたり、岩だらけの丘おかをよじ登って城に侵しん入にゆうするつもりなのか、と慌あわてていると。

　川岸が少し広くなった場所で立ち止まったキリトは、二つの鞄かばんを地面に置いて、再びオブシディア城を見上げた。

　漆しつ黒こくの岩山は、基部が差さし渡わたし三百メル程度であるのに対して、高さはその二倍近くあるので、山というよりも塔とうのように見える。街に面した側の大部分は城として彫ほり込まれ、壮そう麗れいな円柱や大窓が朝あさ陽ひに煌きらめいているが、裏側はほぼ岩山のままで、恐おそらく飛ひ竜りゆうの発着場であろう広いテラスだけが大きく張り出している。

　不意にキリトが右手を持ち上げ、まっすぐ城の上部へと向けた。広げた五指を、まるで何かを探すかのように小さく動かす。

「あの、先せん輩ぱい……いったい何を……」

　少しずつ不ふ穏おんな予感が込み上げてきて、ロニエはそう声を掛かけた。しかしキリトは答えず、更さらに五秒ほど右手をかざし続けてから、不意に何かを得心したかのように頷うなずいた。

　広げていた右手の指を、手刀のように揃そろえる。そのまま真上に高々と掲かかげ、左足を引いて腰こしを落とす。

　剣のように構えられた右手が、かすかな振しん動どう音おんを放ちながら淡あわい白光に包まれるのを見て、ロニエは両りよう眼めを見開いた。

　キリトはいかなる式句も唱えていない。ならばこれは、《世の理ことわり》に直接働きかける整せい合ごう騎き士しの秘ひ奥おう義ぎ、心シン意イの技わざだ。しかし通常は目に見えない心意が音や光を放つとは、どれほどの力が集中しているのか。

「…………ふっ!!」

　短い気合いとともに、キリトが右手を凄すさまじい勢いで振り下ろした。

　白い光が、まるで騎き士しレンリの神器《雙そう翼よく刃じん》の如ごとき刃やいばとなって放たれ、一キロル以上の距きよ離りを瞬しゆん時じに飛ひ翔しようして、オブシディア城の最上部に近い小型テラスの手すりに命中した。ロニエの鍛きたえられた視力は、刃やいばに打たれた手すりから小さな黒曜石の欠片かけらがこぼれ落ちるのをしっかりと視し認にんした。

「ちょっ……せ、せせせ先せん輩ぱい、何してるんですか！　お城に傷がついちゃいましたよ!!」

　心シン意イの刃やいばが一キロルも飛んだことには大いに驚おどろかされたものの、それ以上にうろたえながら黒い外がい套とうをぐいぐい引っ張ったが、キリトはひょいと体を起こし、いつもののんびりした口調で答えた。

「あれくらいの傷なら、炭の粉を糊のりで練って詰つめとけば消える……んじゃないかな。それよりほら、見ろよ」

　再びキリトが右手を持ち上げたので、指さすほうを見上げる。すると、キリトの《心意の刃やいば》に打たれたテラスに小さな人ひと影かげが飛び出してくるのが見えた。さすがに距きよ離りがありすぎて顔は見えないが、ほっそりした体つきは人族のものだ。手すりの傷に気付くや、テラスから上体を乗り出すようにして下界を眺ながめる。

　いくら一キロル以上離はなれているといっても、キリトとロニエが立っている開けた川辺には、姿を隠かくしてくれるものは何もない。テラスの人ひと影かげが、二人に眼めを留とめた……ような気がした、その瞬しゆん間かん。

　人ひと影かげが、右手をさっと口くち許もとに当てた。

　指笛を鳴らしたのだ、とロニエが気付いたのは、城の裏側から突き出す大型発着台に灰色の飛ひ竜りゆうが姿を現あらわし、翼つばさを広げて飛び立ったあとのことだった。

　飛ひ竜りゆうは城の側面を回り込むように上じよう昇しようすると、問題のテラス近くで滞たい空くうする。人ひと影かげがさっと背中に飛び乗り、ロニエたちが立つ川岸をまっすぐに指さす。

「ま、まままままずいですよ先せん輩ぱい！　ばっちり見つかってますよ!!」

「早いなあ、さすがだなあ」

「のんきなこと言ってる場合じゃないです！　早く逃げないと……！」

　しかしキリトは、ぐいぐい外がい套とうを引っ張るロニエの腕うでを摑つかむと、逆に自分の前に立たせる。そうこうしているあいだにも、飛ひ竜りゆうは二人目め掛がけて猛もう然ぜんと急降下してくる。

　こうなったら、護衛の役目を果たすしかない！　とロニエが下か賜しされたばかりの長ちよう剣けんの柄つかを握にぎった、わずか三秒後。

　上空に達した灰色の飛ひ竜りゆうが翼つばさを激しく打ち鳴らして急制動し、その背中から騎き手しゆがひらりと身を躍おどらせた。石だらけの川岸に音もなく降り立つ身のこなしは見事なものだ。ロニエたちと同じくフードつきの外がい套とうを羽織っているので顔は見えない。

　剣は帯びていないようだが、飛ひ竜りゆうを操あやつれるからには上位の暗黒騎き士しであるはず。キリトの前に立ちながら、ロニエはいざとなればすぐ剣が抜けるように気を張り続けた。

　──しかし。

　騎き手しゆに少し遅おくれて、こちらは大きな地じ響ひびきを立てて着地した灰色の飛ひ竜りゆうが、長い首を伸ばすとまずロニエの、続いてキリトの匂においをふんふんと嗅かいだ。直後、ふるるる……と喉のど声ごえを漏もらしながら、尖とがった口先の側面をキリトの頭に擦こすりつける。

「え…………？」

　ロニエは啞あ然ぜんとその光景を眺ながめた。暗黒界の飛ひ竜りゆうも、人界の飛ひ竜りゆうと同じく非常に誇ほこり高たかく、馴なれにくい種族だと聞いている。初対面の人間に、こうも気を許すことなど有り得ない……と考えたその時、灰色の鱗うろこに包まれた飛ひ竜りゆうの体に、無数の槍やり傷きずが残っていることに気付く。

「あ……も、もしかして……」

　ロニエがその先を言葉にするより早く、キリトが両手で竜りゆうの顎あご下したをごしごし擦こすりながら話しかけた。

「よしよし、久しぶりだな宵ヨイ呼ヨビ。元気にしてたか？」

　その名前を、ロニエが忘れるはずがない。異界戦争の時、赤あか騎き士しの大軍相手に一歩も退ひかずに奮ふん闘とうした、伝説的な飛ひ竜りゆうの名だ。ダークテリトリーの暗黒騎き士しではなく、人界の整せい合ごう騎き士しの騎き竜りゆう。主人は、これも伝説的存在である《無音》の騎き士し──。

「……も、もしかして、シェータさま……ですか？」

　フードの騎き手しゆに視線を戻もどしながらロニエが恐おそる恐おそる問いかけると、騎き手しゆは両手でフードを外しながら答えた。

「キリト……ロニエ。こんなところで、何をしているの？」




　シェータ・シンセシス・トゥエルブ。

　現在の整合騎士団ではファナティオ、デュソルバートに続く古参の上位騎き士しで、その剣力は先の団長ベルクーリ・シンセシス・ワンに並ぶと噂うわさされたほどの名手である。

　最高司祭が手ずから与あたえた神器《黒くろ百合ゆりの剣》に斬きれないものはないと言われ、異界戦争ではまず拳けん闘とう士しの主力部隊、続いて赤あか騎き士しの大軍勢相手に文字通り一いつ騎き当とう千せんの奮戦を繰くり広ひろげた。しかし戦いくさが終わった現在ではセントラル・カセドラルを離はなれ、人界統一会議の全権大使としてオブシディア城に滞たい在ざいしている。

　つまり、キリトとロニエがまず接せつ触しよくするのに最適な相手──なのだが、問題はキリトがどうやって彼女をここに呼び寄せたのか、ということだ。キリトが心シン意イの刃やいばを城にぶつけ、それに気付いて飛んできたのがシェータその人だった、という展開は行き当たりばったりの作戦がたまたまうまくいった結果だとしか思えない。

　キリトを詰きつ問もんしたい気持ちを抑おさえながら、ロニエは二人のやり取りを固かた唾ずを吞のんで見守った。

「驚おどろかせて悪かった、シェータさん。あなたを呼び出す方法が、これしか思いつかなくて……」

　同じくフードを外したキリトが頭をかきかきそう謝あやまると、シェータは涼すずしげな美び貌ぼうに仄ほのかな苦く笑しようを滲にじませて頷うなずいた。

「確かに、驚おどろいた。誰だれかが川向こうから心シン意イの刃やいばを届かせたと気付いた時は、ベルクーリ団長が生き返ったのかと思った」

　その口調は相変わらず女性らしからぬ簡潔さだが、以前よりほんの少し言葉の数が多く、声も柔やわらかくなっているような気がする。

「……けど、なぜあの部屋に、私がいると？」

　シェータの問いに、キリトは肩かたをすくめる。

「いちばんヤバそうな気配を感じたから……かな」

　すると今度はシェータが、少し不満そうな顔で同じ仕草をした。

「……剣気は断っているつもりだったのに、こんなに遠くから気付かれるなんて、私の修しゆ行ぎようもまだまだ」

　その会話で、ロニエはようやくキリトが当てずっぽうで心意の刃やいばを放ったのではないことを理解した。右手に光を宿す直前に五本の指を広げていた仕草、あれでシェータの気配を探さぐり当あてたのだろう。ロニエには到とう底てい真似まねできない奥おう義ぎだが、しかし──。

「あの、先せん輩ぱい。そんなに凄すごい技わざがあるのに、子供が友達の部屋の窓に小石を投げて呼び出すような真ま似ねをしなくても……」

　思わずそう口を挟はさむと、振り向いたキリトがにやっと笑う。

「へえ、ロニエはそんなふうに男の子に呼び出された経験があるのか？」

「わ、私の話とは言ってないです！」

「じゃあ、もしかして呼び出した側とか……」

「ち、違ちがってるに決まってるじゃないですか！」

　必死に否定していると、シェータが淡あわいが確かな微び笑しようを浮かべ、ロニエを見た。

「長旅、大変だったでしょう、ロニエ。城で少し休むといい」

　右手で合図すると、宵ヨイ呼ヨビが体を低くする。鞍くらはついていないが、そのおかげで詰つめれば三人乗れそうだ。

　前にロニエ、後ろにキリト、真ん中にシェータの並びで背中にまたがると、歴戦の飛ひ竜りゆうは、神器級の長ちよう剣けん二本と人間三人の重さに怯ひるむことなく川岸を助走してからふわりと離り陸りくした。

　力強い羽ばたきで一気に上じよう昇しようし、オブシディア城の上部を目指す。衛兵たちももう気付いているはずだが、全権大使の竜りゆうだということが知しれ渡わたっているのか、騒さわぎが起きる様子はない。

　二分ほどで例のテラスまで飛行した宵呼は、三人を降ろすと、ひと声鳴いてから再び発着場のほうへ戻もどっていった。飛ひ竜りゆうの巨きよ体たいが見えなくなると、ロニエは黒曜石の手すりに歩み寄り、キリトが心シン意イの刃やいばを命中させた箇か所しよを検分した。恐おそれたとおり、深さが一セン以上もありそうな傷がくっきりと刻まれている。

　絶対怒おこられるよ、これ……と思わず逸そらした眼めが、正面の景色に向けられた途と端たん、ロニエは一秒前の心配も忘れて思わず声を上げてしまった。

「うわあ……凄すごい……！」

　眼下に、帝てい都とオブシディアが一望できる。放射状にきっちり区切られた央おう都とセントリアとはまるで違ちがう、雑然とした無む秩ちつ序じよな街並みだが、それがむしろ旺おう盛せいな生命力のようなものを感じさせる。

「あのへんとか、街の地面そのものが何層も積み重なってるんですね……あっ、あれは闘とう技ぎ場じようでしょうか、大きいですね、先せん輩ぱい！」

　ロニエが夢中で指さしていると、背後からシェータの声が聞こえた。

「他にもたくさん見所があるから、時間があったら観光していくといい……と言いたいところだけど……」

　振り向いたロニエから視線を外し、シェータは鋭するどい眼めをキリトに向けた。

「お忍しのびで遊びにきたわけじゃない、でしょう？　セントリアで、何かがあった？」

「その通りです」

　頷うなずき、キリトは背筋をぴんと伸ばした。

「全権大使シェータ殿どの、イスカーン総司令官に至急取り次ぎをお願いしたい」




　テラスの奥おくの部屋は、暗黒界にしては明るく柔やわらかい色しき彩さいに溢あふれていた。壁かべと天てん井じようは薄うす桃もも色いろに塗ぬられ、カーテンは淡あわい黄色、絨じゆう毯たんは若草色。大きな暖だん炉ろでは薪まきではなく鉱石が赤々と燃え、上着を着たままでは汗あせをかきそうなほど暖かい。

　ここがシェータさんの私室なら、ちょっと意外な趣しゆ味みだ……とロニエは思ったが、すぐに部屋の主あるじが彼女でないことを悟さとった。

　暖だん炉ろの反対側には長さ一メル程度の小さなベッドが置かれていて、そこに歩み寄ったシェータの横顔に、はっとするほど優やさしい笑みが浮かんだのだ。

　立ち尽つくすロニエとキリトを、シェータが無言で手招く。足音を殺して近づき、ベッドを覗のぞき込むと、真っ白い上うわ掛がけにくるまれた赤あかん坊ぼうがすやすやと眠ねむっていた。

　まだ生後三ヶ月くらいだろうか、暗赤色の髪かみは綿毛のように柔やわらかそうで、鼻も口も、頭の両側で緩ゆるく握にぎられた両手も信じられないくらい小さい。

　噂うわさには聞いていたが、それではこの赤あかん坊ぼうが、整せい合ごう騎き士しシェータと拳けん闘とう士し団長イスカーンの子供なのだ。確か女の子だったはず……と思いながら、ロニエはごくごく小さな囁ささやき声ごえで母親に訊たずねた。

「……名前は、なんていうんですか？」

「リーゼッタ」

　少しだけ誇ほこらしそうに答えたシェータは、ちらりとキリトを見て付け加えた。

「最初の音は、緑の剣士リーファに貰もらった」

「そうだったのか……知らなかった」

　呟つぶやいたキリトが、眠ねむる赤あかん坊ぼうを見み詰つめながら微笑ほほえむ。

　二十秒ほども続いた穏おだやかな静せい寂じやくを破ったのは、廊ろう下か側の扉とびらが開く音と、この上なく間延びした猫ねこなで声ごえだった。

「リーゼちゃーん、うんめぇミルクの時間だぞぉ～～……」

　部屋に入ってきたのは、両手でお盆ぼんを持った若い男だった。燃えるような赤金色の巻き毛を簡素な銀ぎん環かんで留とめ、冬なのに上半身は麻あさの薄うす物もの一枚きり。下も丈たけの短いズボンにサンダル履ばきという格好だが、露ろ出しゆつした肩かたから腕うでにかけての逞たくましい筋肉と無数の傷きず痕あと、そして抉えぐられたかの如ごとく潰つぶれた右みぎ眼めが、歴戦の勇士であることを示している。

　しかしそのいっぽうで若者の顔には、蜂はち蜜みつパイを食べている時のキリトの何倍も幸せそうに緩ゆるみきった笑みが浮かんでいて、ロニエは啞あ然ぜんと口を開けてしまった。

　直後、隻せき眼がんの男もベッドの傍そばに立っているロニエとキリトに気付き、徐じよ々じよに笑みを消した。太い眉まゆが訝いぶかしそうにひそめられ、視線がシェータと二人のあいだを何度も往復する。

　男が何かを言おうとするより早く、キリトが右手を上げて挨あい拶さつした。

「おっす、イスカーン、久しぶり」

　すると、暗黒界軍総司令官にして拳けん闘とう士し団長イスカーンは、飛び出さんばかりに左ひだり眼めを見開いた。

「お……おめぇ、き、き、キリトか!?　何だそのツラの色は……じゃなくて、何やってんだ、こんなとこで!?　次の会議は三月だったろ!?」

「いやあ、ちょっと急用があってさ。いきなり押しかけて悪かった」

「や、そりゃあ別にいいけどよ…………いや、いや待て、待て待て」

　イスカーンの眉み間けんに深い谷が刻まれる。滑すべるように動いたシェータが、夫の両手からお盆ぼんを奪うばい取とる。

　それにも気付かない様子で、拳けん闘とう士し団長は低く呻うめいた。

「キリト、おめぇ、さ、さっきのを聞きやがったな……？」

「さっきの？　……ああ、うんめぇミルクの……ってやつ？　いやあ、イスカーンもすっかりお父さんだなあ、ははは」

「ははは、じゃねえ！　それを聞かれたとあっちゃあ、悪わりぃが無傷じゃ帰せねぇぜ。この一いち撃げきで、おめぇの記き憶おくをぶっ飛ばす！」

　叫さけぶや、イスカーンが右手を握にぎり締しめる。逞たくましい拳げん骨こつに、薄うす赤あかい炎ほのおのような光が宿る。

「ちょ、せ、せせせ先せん輩ぱい……」
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　護衛としてどう動くべきなのか咄とつ嗟さに判断できず慌あわてるロニエを、キリトが片手で下がらせた。イスカーンの正面に立つと、こちらは左の掌てのひらを突き出す。

「よし、来い!!」

「ウララアッ!!」

　雄お叫たけびとともに、イスカーンが床ゆかを蹴けった。空中に赤い軌き跡せきを焼き付けながら、ロニエの眼めでは捉とらえきれない速度で拳こぶしが繰くり出され、キリトの掌てのひらに命中した。

　爆ばく発はつじみた衝しよう撃げき音おんが轟とどろき、カーテンや飾かざり布が激しくたなびく。恐おそるべき威い力りよくの一いち撃げきだったことは明らかだが、キリトは上体を反らしつつもその場に踏ふみ留とどまり、イスカーンの拳こぶしを片手で受けきってみせた。

　拳けん闘とう士し団長と人界代表剣士は右手と左手を触ふれ合わせたまましばし静止していたが、やがて顔を上げたイスカーンがにやりと笑った。

「ウデは鈍なまってねぇみてえだな、キリト」

「そっちもな、イスカーン」

　にやにや気味悪く笑い合う男たちの傍かたわらで、お盆ぼんを持ったシェータが呆あきれたように頭を振る。いまの轟ごう音おんで赤ちゃんが起きてしまったのでは、とロニエがベッドに近づいて覗のぞき込むと、さすがは最強騎き士しと最強拳けん闘とう士しの子供と言うべきか、リーゼッタは大おお騒さわぎに気付いた様子もなく幸せそうに眠ねむり続けていた。




　轟ごう音おんを聞き付けて飛んできた衛兵たちを扉とびらの向こうに押し戻もどしたイスカーンは、ついでとばかりに椅い子すを二脚きやく運ばせると、もとからあった二脚きやくと一いつ緒しよに窓まど際ぎわに並べさせた。衛兵はもちろんキリトとロニエを怪あやしんだが、総司令官の「後で説明すっから気にすんな」のひと言で納なつ得とくしたのは《力の掟おきて》の効果か、あるいはイスカーンの人徳ゆえか。

　衛兵たちが去っていくと九時の鐘かねが鳴なり響ひびき、それが起き床しようの合図だったかのように赤あかん坊ぼうが目を覚ますと、ふにゃふにゃと泣き始めた。シェータがベッドから抱だき上げ、椅い子すのひとつに腰こし掛かけると、人界にもある、フィボの木の実を加工した哺ほ乳にゆう瓶びんでミルクを飲ませ始める。

　フィボの実は熟すと硝子ガラス瓶びんのように半透とう明めいかつ中空になり、しかも乳ち首くび状に突き出したヘタの部分にいい具合の弾だん力りよくと通水性が残るので、大地の神テラリアが赤あかん坊ぼうのために創つくった植物であると言い伝えられている。しかしリアルワールドの存在を知ったいまとなっては、本当にそうなのだと──実際にはテラリア神ではなくリアルワールド人が創つくったのだろうが──思わずにはいられない。んく、んくと喉のどを鳴らすリーゼッタを夢中で眺ながめていると、シェータが顔を上げて言った。

「やってみる？」

「いいんですか？」

「もちろん」

　差し出された赤あかん坊ぼうを、左ひだり腕うでで抱だく。右手で哺ほ乳にゆう瓶びんを受け取り、口くち許もとに近づける。

　リーゼッタは母親とよく似た灰色の瞳ひとみで一いつ瞬しゆんロニエを見み詰つめたが、すぐに再びミルクを飲み始めた。カセドラルでベルチェ坊ぼうやにも何度か同じようにミルクを与あたえたことがあるが、女の子だからか、抱だっこする感覚がずいぶん違ちがう。

「私は自分のおっぱいだけで育てたいんだけど、拳けん闘とう士し団だんには秘伝の調合のミルクが伝わってるらしくて」

　シェータの言葉を聞き付けたのか、小テーブルの反対側でキリトと互たがいの近きん況きよう報告をしていたイスカーンがこちらを見て言った。

「おうとも、そいつを飲んでりゃ風か邪ぜも引かねぇし、骨もしっかり硬かたくなって、強つえぇ子に育つんだ」

　人界でも、汎はん用よう神聖語──《カーテン》や《テーブル》のように一いつ般ぱん民みんにも広く使われている神聖語のこと──の《ミルク》は、牛乳や羊乳を人ひと肌はだに温めて何種類かの薬効成分を加えた赤あかん坊ぼう専用の代用乳、という意味がある。何を加えるかは家や地域に代々伝わっていて、そういう意味では《秘伝の調合》と言える。シェータが言うように、母乳がいちばんという話もよく聞くし、実際そうなのかもしれないが、フィボの実の哺ほ乳にゆう瓶びんとミルクがなかったら忙いそがしい農家や商家で赤あかん坊ぼうを育てるのはいまの何倍も大変になってしまうだろう。

　ともあれリーゼッタ本人は拳けん闘とう士し団だん秘伝のミルクに何ら不満はないらしく、あっという間に飲み干すと小さなげっぷをした。また眠ねむそうな顔になるので、ロニエから受け取ったシェータがベッドに寝かしつける。

　すぐに戻もどってきたシェータは、椅い子すに腰こし掛かけた途と端たんに母親から騎き士しの顔になり、言った。

「それで、何があったの？」

　頷うなずいたキリトが、二日前に南セントリアで起きた殺人事件について語り始める。

　イスカーンとシェータは無言で聞いていたが、話が犯人とされている山ゴブリン族のオロイに及およんだ瞬しゆん間かん、二人揃そろって小さく息を吞のんだ。しかし口を開くことなく、キリトとロニエが《竜りゆう》で人界を飛び立ち、昨夜オブシディアに到とう着ちやくしたところまで聞き終える。

「……なるほどな……。そりゃあ、えれぇ面めん倒どうかけちまったな……」

　総司令官のねぎらいに、代表剣士は軽くかぶりを振った。

「いや、こっちこそ、先に伝令を送るのが筋だと思ったんだけど……それが届いて返事が戻もどるのを待ってたら来月になっちゃうからさ」

　現在、セントリアとオブシディア間の連れん絡らくは、十箇か所しよもの街や砦とりでを経由する騎き馬ば伝令に頼たよっている。片道にかかる日数は実に二週間。しかも、暗黒界に数多く生息する大型魔ま獣じゆうに伝令が襲おそわれる危険もある。

「だよな……アレの親ドクロが見つかってればなぁ……」

　イスカーンがため息交じりに言い、キリトも浮うかない顔で頷うなずくので、ロニエは瞬まばたきして訊たずねた。

「あの、親ドクロ……とは何ですか？」

「ああ、俺も戦争が終わってから知ったんだけどさ。異界戦争の時、皇こう帝ていベクタがイスカーンたち十じつ侯こうに命令するのに使ってた神器があるんだよ。でっかい親ドクロ一個と子ドクロ十個が一ひと揃そろいになってて、親ドクロに話しかけると、その声が離はなれたところにある子ドクロに一いつ瞬しゆんで届くんだって」

　キリトの説明に、思わず眼めを丸くする。

「い、一いつ瞬しゆんで……!?　そんなものがあったら、手紙も早馬も要いらなくなるじゃないですか」

「要いらなくなるんだよ……まあ、親から子への一方通行だから、一ひと揃そろいだけじゃ会話はできないんだけどさ」

「そもそも戦争後に親ドクロと子ドクロが幾いくつか行方ゆくえ不明になっちまったから、無い物ねだりってモンだけどな」

　はーっとため息をついてから、イスカーンは大きくかぶりを振った。

「それより問題は、その人界人殺しのほうだ。有り得ねぇよ……人界の観光に行く連中には、暗黒界五族会議と、暗黒界軍総司令官のオレの名前で、盗ぬすみと喧けん嘩かと殺しは厳禁っつう書面を持たせてんだぜ。一枚一枚、オレが署名してんだ……《力の掟おきて》がある限り、その命令を無視できるのは暗黒界でたった一人だけだ」

　それは当然イスカーン自身のことだろう、とロニエが思った瞬しゆん間かん、シェータが口を挟はさむ。

「二人」

「…………二人だけだ」

　渋じゆう面めんで訂てい正せいするイスカーンを見て、キリトがわずかに口くち許もとを綻ほころばせたが、すぐに難しい顔に戻もどると言った。

「ああ、俺もそう思う。実際、オロイが人界人の掃そう除じ夫ふを殺すのに使ったっていう短たん剣けんは武ぶ具ぐ庫こから消えてしまったんだ。恐おそらく、鋼こう素そから生成した《かりそめの武器》だ……それに気付いたのは俺じゃなくてロニエだけどな」

「へぇ、おめぇんとこもいい弟で子しが育ってるじゃねーか」

「で、弟で子しってわけじゃないけどさ……」

　首を傾かしげるキリトと同時に、ロニエもいまの自分はキリトの何なのだろう、と考えそうになったが急いで頭を切きり換かえ、手を挙げて発言する。

「あの、私、あれからもう少し考えたんですけど……問題の凶きよう器きは、オロイさんが一いつ瞬しゆんでも見み間ま違ちがえるほど忠実に、山ゴブリン族の短たん剣けんを再現してたわけですよね。だから私たちは、事件に暗黒術師が関わってるんじゃないかと推測した……でも……」

　そこでいったん口を閉じ、シェータとイスカーンを順に見ると、勇気を出して問いかける。

「……その前に、暗黒術師ギルドって、いまどうなってるんですか……？」

　夫ふう婦ふはちらりと視線を交かわしてから、イスカーンが咳せき払ばらいして答えた。

「これは、次の会議でちゃんと報告するつもりだったんだが……情けねぇことに、術師ギルドの現状は俺たちにも把は握あくしきれてねぇんだ」

「どういうことだ……？」

　キリトも眉まゆを寄せる。

「先代の総長だったディー・アイ・エルが緑の剣士に斬きられて死んで、その後をケイ・ユー・ヴィーっていう女術師が継ついだんだ。でも、暗黒術に疎うといオレの眼めから見ても、そいつはどうにも迫はく力りよく不足でさ」

　イスカーンの言葉を、シェータが追つい認にんする。

「彼女なら、私のほうが術力は上」

「で、こっそり調べてみたら、ケイはディーが生きてた頃ころのギルド内序列はせいぜい十位ってとこでさ。つまり、上位だった奴やつらがごっそり行方ゆくえ不明ってことになる」

「……暗黒術師たちは、《東の大門》の戦いで二千人近くも戦死したんだろう？　その部隊に加わってたんじゃないのか？」

　キリトの指し摘てきを、イスカーンはしかめっ面つらで否定した。

「そうは思えねぇな……。あいつらの、生き残ることにかける執しゆう念ねんは魔ま獣じゆうなみだ。ディーだって、緑の剣士とさえ戦わなきゃいまも生きてたはずだ。上位十人近くがまとめて戦死するほど潔いさぎよい連中じゃねぇよ」

　視線をロニエに戻もどし、イスカーンは説明をしめくくった。

「……つうわけで、いま五族会議に加わってる暗黒術師ギルドは、もしかしたら抜け殻がらみたいなモンかもしれねぇ。本当に力のある術師連中はどっかの穴あな蔵ぐらで息を潜ひそめてる、っていう可能性はある。そいつらが、人界で起きた事件に関わってるっつう可能性もな……。──でも、ロニエっつったか？　あんたはそう思ってねぇんだろ？」

「はい、あの、完全に否定できる根こん拠きよはないんですけど……でも、おかしいって思ったんです。もし黒幕が地下に潜もぐった暗黒術師ギルドなら、わざわざ鋼こう素そからかりそめの武器を造らなくても、本物のゴブリン族の短たん剣けんを手に入れることが可能なんじゃないか、と……」

「……確かにそうだな。ゴブリンにとって、氏族の紋もん章しよう入りの短たん剣けんはそれなりに大事なモンのはずだが、そうは言っても鋳ちゆう造ぞうの量産品だ。盗ぬすむなり買い取るなりして、一、二本ならすぐに用意できるだろうな」

　イスカーンが呟つぶやくと、キリトも頷うなずく。

「真犯人の目的が、オロイに殺人の罪を着せて人界と暗黒界の緊きん張ちようを高めることなら、本物の短たん剣けんを用意するほうがより効果的だしな……。──それができなかったってことは、真犯人は人界内部の何者か……ということか……？」

「だとすると、更さらに大きな謎なぞが生まれる」

　シェータが、切れ長の眼めを鋭するどく細めて指し摘てきした。

「人界人は、暗黒界人より遥はるかに厳格な法に縛しばられてる。殺人は明確な禁きん忌き目もく録ろく違い反はん。つまり掃そう除じ夫ふを殺した者が人界人なら、そいつは禁忌目録を無視できるということになる」

　キリトと同時に、ロニエも無言で頷うなずく。

　それは、事件直後のファナティオたちとの話し合いでも指し摘てきされたことだ。禁忌目録に縛しばられない整せい合ごう騎き士しでさえ、掃そう除じ夫ふヤゼンのような罪なき市民の天命を、独断で全て奪うばうことなどできない。

　こちらもまだ何も解わかっていない、という言葉を吐と息いきに紛まぎらせて、キリトがゆっくりとかぶりを振った。イスカーンも無言で頷うなずき、しばらく思案顔をしていたが、空気を切きり換かえるように無骨な両手をぽんと打ち合わせた。

「──よし、ともあれ状じよう況きようは了りよう解かいした。残念だが、こっちから人界への観光事業はしばらく中断したほうがいいみてぇだな……」

「ああ……いまのところセントリアでは情報の拡散を防げてるけど、もし第二、第三の事件が起きたら統一会議でも抑おさえきれない。一時的に東の大門を封ふう鎖さして、セントリアに滞たい在ざい中ちゆうの観光者たちもできるだけ早く帰国してもらうつもりだ」

　心底無念そうにそう言うと、キリトはいっそう口調を重くして続けた。

「……それと、セントラル・カセドラルで保護している山ゴブリン族のオロイだけど……彼だけは、すぐに帰すわけにはいかない。まだ何か知ってるかもしれないし、彼が陥おとしいれられた理由が何かあるのかもしれないからな。──オロイは、鋸のこぎりが丘おかのウボリの氏族だ。悪いけど……」

「ああ、ウボリにはオレから使いを出して、事情を説明しとくよ」

　頷うなずいてから、イスカーンは隻せき眼がんをちらりと窓の外に向け、再びキリトを見た。

「──こっちから人界に行ってる観光客はそれでいいとして……人界からこっちに来てる商人隊はどうすんだ？　確かオブシディアにも一隊滞たい在ざい中ちゆうのはずだぜ」

「うーん、どうするかな……」

　キリトも腕うで組ぐみをして唸うなる。

　交流事業では、暗黒界から人界を訪おとずれる観光客の受け入れ以外にも、人界からの商人隊の派は遣けんも始まっている。まだまだ試験的な規模で、馬車数台分の交易品を手て探さぐりで売り買いしている段階だが、暗黒界には照明用の発光石の他にも人界にはない珍ちん品ぴんが数多く存在するので、大商あきないの匂においを嗅かぎ取とった大商人たちから派は遣けん許可の要よう請せいが殺さつ到とうしているらしい。

「……もし事件の黒幕が組織的な勢力で、ここオブシディアにも仲間がいるなら、掃そう除じ夫ふ殺しの逆……つまり人界の商人が暗黒界の住民を殺すという事件を起こそうとする可能性はある。けど、商人隊には人界軍の手て練だれの衛士と神聖術師が護衛についてるし、商人たちも勝手には出歩けない規則になってるから、そう簡単じゃない……と思う」

　キリトの言葉に、シェータも頷うなずいた。

「私も、交易事業までいますぐ中止する必要はないと思う。商人隊は人界の貴重な薬や媒ばい体たいをたくさん運んでくるから、予想以上に歓かん迎げいされてる。……念のため、オブシディアに滞たい在ざい中ちゆうの商人隊には、私の弟で子しを張り付けておく」

「で、弟で子し……？　シェータさんは単身赴ふ任にん……じゃなくてええと、お一人でこっちに来てるはずじゃあ……？」

　キリトが浅黒く塗ぬられた顔に驚おどろきの表情を浮かべ、イスカーンが憂ゆう慮りよと自じ慢まんがない交ぜになった顔で答える。

「それがなぁ、シェータのやつ、いまや全権大使兼けん暗黒騎き士し団だんの客員師し範はんなんだわ」

「きゃ、客員師し範はんって何……？」

「騎き士し団だんの視察に行った時、若手の隊長に試合を申もうし込まれて、借り物の剣で……しかも中身じゃなくて鞘さやでコテンパンにしてさあ。いまじゃ騎き士し団だんの総本部に自分の道場まで持ってるんだぜ」

「弟で子しはほんの十人足らずだけど、みんななかなか筋がいい」

「そ、そうですか……」

　言葉もないといった様子のキリトに向けて、シェータが真顔で付け加えた。

「あなたもぜひ道場に来て、弟で子したちに稽けい古こをつけてほしい」

「い、いやいや俺なんか、伝統流派の剣けん術じゆつはろくに修しゆ行ぎようしてないし……」

　椅い子すごとじりじり後あと退ずさろうとするキリトの肩かたを、イスカーンが伸ばした左手でがしっと摑つかむ。

「そりゃいいや、騎き士し団だんのあとは拳けん闘とう士し団だんの修練場にも来いよ。おめぇの強さを疑ってる連中もけっこういるんだよな、この機会に《力の掟おきて》を叩たたき込んでやれや」

「い、いいってそんなの！　俺、文官志望だから！」

　……あーあ、これはもう逃げられないやつですね。

　と、慌あわてるキリトを見ながらしみじみと考えるロニエだった。




　シェータとイスカーン専用の浴場を借りて長旅の埃ほこりと顔の塗と料りようを落としたキリトとロニエは、同じ階の客室に案内された。二人の突とつ然ぜんすぎる訪問は、人界からの急使ということで城内に周知されたようだ。

　キリトが人界代表剣士その人であるということは伏ふせられたので、案内役の衛兵は使者らしからぬ軽装をいくぶん胡う散さん臭くさそうな眼めで見ていたが、二人が腰こしから下げた剣に気付くや態度を改めた。やはり暗黒界では、神器級の武器は人界以上に稀き少しようなものらしい。

　二部屋並びの客室でしばし休み、正午からイスカーン、シェータ夫妻とともに昼食。午後は大型馬車で街の中心部にある暗黒騎き士し団だん本部と拳けん闘とう士し団だんの修練場に案内され、キリトは団長補ほ佐さだという隻せき腕わんの巨きよ漢かん拳けん闘とう士しと本当に試合をさせられそうになったが、「お忍しのびだから！」と必死に訴うつたえて危あやうく回かい避ひした。

　その後は中央市場と大闘とう技ぎ場じようを視察したのだが、もちろん物もの見み遊ゆ山さんに終始していたわけではない。キリトとイスカーンは、時間を見つけては今回の事件と交流事業について意見を交わしていたし、ロニエも護衛の役割を果たすべく周囲に注意を払はらい続けた。もっとも、上位整せい合ごう騎き士したる《無音》のシェータが同行していたので、仮に何者かの襲しゆう撃げきがあったところでロニエの出番はなかっただろうが──。

　と考えたところで、いまさらのように気付く。シェータは、宵ヨイ呼ヨビに乗って急降下してきた時も、この市街地視察のあいだも、腰こしに剣を帯びていない。

　城に戻もどる馬車に揺ゆられながら、ロニエは長なが椅い子すの上で体を少しシェータのほうにずらし、呼びかけた。

「あの、シェータさま。剣はお持ちにならないのですか……？」

　すると騎き士しは、一いつ瞬しゆんだけ懐なつかしむように両りよう眼めを細めてから頷うなずいた。

「ええ。私にとっては《黒くろ百合ゆりの剣》が最初で最後の愛剣だから」

「…………」

　整合騎士が心を繫つないだ神器を失うということの意味を、ロニエにはまだ推おし量はかれなかった。言葉を失うロニエの手に軽く指先を触ふれさせ、シェータは淡あわく微笑ほほえむ。

「いまの私は《無音》ではなく《無手》の騎き士し。そうなれたことを、嬉うれしく思っているの。……たまに、黒くろ百合ゆりのことを思い出して、寂さびしくはなるけれど」

「そう……ですか……」

　──この人は、私には想像もできないほど遠くて高いところにいるんだ。

　改めて、見習い騎き士しである自分と上位整せい合ごう騎き士しの遥はるかな境地の差を嚙かみ締しめていると、今度はシェータが思わぬ問いを口にした。

「その剣は、あなたのものになったばかり？」

「は……はい、そうです。銘めいも決めていないんです」

　頷うなずきながら、白銀の鍔つばをそっと撫なでる。

「そう、まだあなたとの繫つながりは薄うすいけど、でもとてもいい剣。大事にしなさい……戦争は終わっても、騎き士しの戦いは生しよう涯がい終わらないから」

「──はい！」

　ロニエがはっきりした声で答えると、前に座すわるキリトとイスカーンが驚おどろいたように振り返った。

　やがて馬車は市街地を抜け、大橋を渡わたって城門を通過するという正規の行程でオブシディア城へと帰き還かんした。

　高さ五百メル、セントラル・カセドラルには及およばないまでも五十もの階層からなるオブシディア城だが、カセドラルにあるような自動昇しよう降こう盤ばんは備えられていない。つまり上層に行くにはひたすら階段を上るしかないのだが、それが賊ぞくへの対たい抗こう策さくにもなっているのだという。

　イスカーン夫妻が居住する四十九階まで、四人は休むことなく一気に上り切った。夫妻とキリトは息を切らす様子もなかったが、ロニエは到とう着ちやく後ごに少しはあはあ言ってしまって、こんなところでも修しゆ行ぎよう不足を思い知らされる。

　深呼吸で息を整え、待っていてくれた三人に礼を言ったロニエは、大階段がまだ上に続いていることに気付いて首を傾かしげた。

「あの……シェータさま、この上には何があるんですか？」

　その問いに答えたのは、全権大使ではなく総司令官だった。

「五十階にあるのは玉ぎよく座ざの間まさ。オレも一、二回しか入ってねぇけどな」

「へえ……玉ぎよく座ざってことは、皇こう帝ていの？」

　今度はキリトが訊たずねると、イスカーンはしかめっ面つらで頷うなずく。

「おうよ、一年何ヶ月か前に皇こう帝ていベクタが降臨したのが、まさにこの上さ」

「ちょ、ちょっと見学してもいい……？」

　興きよう味み津しん々しんという顔になるキリトに、イスカーンがひょいと両手を広げる。

「もちろん……と言いてぇとこだけど、五十階の扉とびらは、ベクタが死んだ、っつうかおめぇが殺した瞬しゆん間かんにまた《封ふう印いんの鎖くさり》で閉ざされちまって、これがどうにもこうにも切れねぇんだよ。五十階からは果ての山脈と東の大門が見えるっつう伝説があるから、オレももういちど入ってみてぇんだけどな……」

　拳けん闘とう士しのぼやきを聞いて、かつて《斬きれないものはない》と言われた整せい合ごう騎き士しも頷うなずく。

「私も宝物庫の剣を借りて試ためしてみたけど、鎖くさりは切れなかった。黒くろ百合ゆりの剣だったら一振りで切れたけど」

「……ふうん…………」

　というキリトの声に、「夜空の剣で挑ちよう戦せんしてみたい！」という思考をありありと感じ取ったロニエは、素す早ばやく右袖そでを二回引っ張った。ロニエの「絶対だめです！」という思考をキリトも感じたらしく、もういちど未練がましく階段を見上げてから頷うなずく。

「そっか、じゃあ見学は諦あきらめるよ」

「そんかわり、晩メシはあれこれ珍めずらしいモンを用意させたから期待してくれていいぜ」

「そりゃ楽しみだ」

　話が終わったと見たか、シェータが一歩下がる。

「私はリーゼッタにミルクをあげてくる。また、夕食の席で」

「おっと、オレも行くぜ。今日はまだ一回しか顔を見てねぇからな」

　たちまち親の顔になる二人を、手を振って見送ったキリトは、またしても最上階への階段を見上げた。ロニエが無言でかぶりを振ると、苦く笑しようしながら言う。

「解わかってるよ。……さて、俺たちも部屋に戻もどるか」










　　　８




　夕食の席は、イスカーン、シェータ、キリト、ロニエにリーゼッタを加えた五人だけだったが、温かく、賑にぎやかで、まるで北セントリアの生家での夕ゆう餉げのように楽しかった。

　イスカーンが半ば悪戯いたずら心ごころで並べたと思おぼしき《ニジイロトカゲの串くし焼やき》だの《ヒバナキノコの包み揚あげ》だのといった怪あやしげな珍ちん味みの数々に、キリトが蛮ばん勇ゆうを奮って挑いどんでは奇き声せいを上げ、そのたびにリーゼッタがきゃっきゃっと笑う。そんな愛まな娘むすめを見て、シェータとイスカーンも幸せそうに微笑ほほえむ。

　赤ちゃんって、家族っていいな、という感かん慨がいを新たにしながら食事を終えたロニエは、今日二度目の入浴を済ませてから与あたえられた客室へと戻もどった。

　浴室は、さすがにセントラル・カセドラルの大浴場と比べればずっと小さかったが、ここが高さ五百メルもある巨きよ城じようのほぼ最上階だと考えれば、一日中新しん鮮せんなお湯が用意されているのは奇き跡せき的なことだ。カセドラルのように神聖術を利用しているわけでもなさそうだし、いったいどうやって大量のお湯を運び上げているのかと不思議に思ったが、かつてただの岩山だった頃ころは頂上付近から温水が湧わき出していて、城に加工されたあともその水脈を調理や風ふ呂ろ、暖だん房ぼうに利用しているらしい。

　昨夜の安宿に比べれば部屋は暖かく、ベッドも柔やわらかくて、用意された寝ね巻まきに着き替がえたロニエは九時の鐘かねを聞く前に眠ねむくなってしまった。明日の早朝には人界への帰き途とにつくので早く寝るに越こしたことはないのだが、一日を終えるのが何となく惜おしくなり、横になったまま北側の壁かべを見み詰つめる。

　壁かべの向こうでは、いまごろキリトも眠ねむる準備をしているだろう。あるいはもう寝てしまったか。央おう都とを出発してから、もう四十時間以上も一いつ緒しよにいるのに、まだ大事なことは何も話せていないという気がする。

　もちろん何より重要なのは護衛の任務で、決してお喋しやべりするために同行を申し出たわけではないのだが──それでも、ベッドから起き上がって隣となりの部屋の扉とびらをそっと叩たたいてみたいという衝しよう動どうをロニエは懸けん命めいに押し殺ころした。

　キリトには、アスナという思い人がいる。同じリアルワールド人で、ステイシア神のように美しく、誰だれにも分わけ隔へだてなく優やさしいのに、剣を抜けば誰だれよりも強い。異界戦争の時、ロニエは馬車の中で震ふるえていることしかできなかったのに、アスナは深ふか傷でを負って血まみれになりながらも懸けん命めいにキリトを守り通したのだ。そんな人と張り合う資格などあろうはずもない。

　この気持ちは、口に出してはいけない。絶対に。

　上質な毛布に頭まで潜もぐり込み、ロニエは強く瞼まぶたを閉じた。しかし、いちど去ってしまった眠ねむ気けは、なかなか戻もどってきてくれなかった。




　それでも長旅の疲つかれのせいか、鉱石カンテラを消すのも忘れていつしか寝ね入いっていたロニエは、かすかな叫さけび声ごえが聞こえた気がして目を覚ました。

　窓の外はまだ暗くら闇やみに沈しずんでいる。体感では深夜の二時か三時というところだ。ベッドに横たわったまま耳を澄すませ、夢だったかと再び瞼まぶたを閉じた、その時。今度は確かに、扉とびらの向こうから切せつ迫ぱくしたような声が届いてきた。そして、複数の慌あわただしい足音も。

　寝ね巻まきのまま床ゆかに降り、扉とびらに耳を押しつける。衛兵と思われる足音が階段方向に遠ざかったところでそっと扉とびらを開くと、ちょうど隣となりの部屋からキリトも顔を出したところだった。

　ねぼけまなこの代表剣士に、小走りに近寄る。

「先せん輩ぱい……何の騒さわぎでしょうか？」

「さあ……衛兵がみんな、下の階に降りてったみたいだけど……」

　瞬まばたきを繰くり返かえしてようやく完全に覚かく醒せいしたらしいキリトが、羽織っていた外がい套とうをロニエの肩かたに被かぶせながら言う。

「俺たちも行ってみようぜ」

「え……ええ？　大だい丈じよう夫ぶでしょうか？」

「何か手助けできるかもしれないしさ」

　ぽんと肩かたを叩たたかれれば、ロニエも頷うなずくしかない。

「でも、邪じや魔まになりそうだったらすぐ戻もどらなきゃだめですからね！」

　さっそく走り始めたキリトの背中に慌あわててそう呼びかけると、ロニエも後を追った。

　階段を駆かけ下おり、四十八階に到とう着ちやくすると同時に、先刻より明めい瞭りような叫さけび声ごえが聞こえた。

「下がってろ！」というその声は間ま違ちがいなくイスカーンのものだ。頷うなずき合い、広い廊ろう下かを南に走る。

　突き当たりを右に曲がると、前方に大きな二枚扉とびらが見えた。かなりの重要施し設せつなのだろう、銀で装そう飾しよくされた黒曜石の扉とびらは大きく開け放たれ、内部から恐きよう怖ふと嫌けん悪おに満ちた衛兵たちの声が間断なく聞こえてくる。

　キリトとロニエは二十メルほどの廊ろう下かを一気に駆かけ抜け、部屋に飛とび込んだ。

　途と端たん、左右で煌きらびやかな光が無数に瞬またたいて、一いつ瞬しゆん眼めが眩くらむ。通路前方に立つ十人ほどの衛兵たちが持つ鉱石カンテラの光が、広い部屋いっぱいに飾かざられた無数の武器や防具、宝石や置物の類たぐいに反射しているのだ。ここはオブシディア城の武ぶ具ぐ庫こ、いや宝物庫に違ちがいない。

「このバケモンめっ……！」

　衛兵たちの向こうから、再びイスカーンの声が響ひびいた。足を止めていたキリトが、抜ばつ剣けんしている衛兵の人ひと垣がきをひらりと飛とび越こえて向こう側に消える。ロニエもやむなく、寝ね巻まきに外がい套とうを羽織った格好のまま短く助走して床ゆかを蹴ける。

　キリトやアスナが習得しているアインクラッド流りゆう剣けん術じゆつは、特とく徴ちよう的な連続剣けん技ぎの他にも早はや駆がけや跳ちよう躍やくを重要視していて、ロニエも日々修練している。その甲か斐いあってどうにか衛兵の一団を飛とび越こえることに成功すると、背後から男たちの驚おどろきの声が聞こえたが、それを意識することはできなかった。

　数メル前方に、寝ね巻まき姿のイスカーンとシェータが並んで立っている。そしてその向こうに、黒々とした何かが二つ存在した。

　怪かい物ぶつ、としか言えない。全体の形は人や亜あ人じんに近いが、首と両りよう腕うでがやたらと長く、ある種の魚のような頭の先では内向きに無数の牙きばが生えた円形の口がせわしなく収縮している。先細りの頭部の側面には四つずつの眼めが並び、背中には薄うすい皮ひ膜まくを持つ翼つばさ、腰こしからは長い尻しつ尾ぽがだらりと下がる。

「あれは……ミニオン!?」

　キリトが叫さけぶと、シェータとイスカーンがちらりと振り向いた。

「悪ぃ、起こしちまったか。けど、内輪の騒さわぎに客人を巻まき込むわけにはいかねえ！　あんなバケモン、オレが一発でブチのめしてやらぁ!!」

　イスカーンが握にぎった拳こぶしに、炎ほのおのような光が宿る。しかし並んで立つシェータがさっと右手を突き出し、夫を制止する。

「ミニオンの血は毒。生身で攻こう撃げきしてはだめ」

「つってもよぉ……」

　イスカーンが唸うなると、まるで二人のやり取りの内容を理解したかのように、二匹ひきのミニオンがフシュッ、フシュッ、と空気を吐はき出す。

　直接見るのはこれが初めてだが、ロニエもミニオンについての知識はいちおう持っている。ダークテリトリーの暗黒術師が使し役えきする人造生物で、異界戦争序じよ盤ばん《大門の戦い》に大量投入されたが、騎き士し長ちようベルクーリの神器《時じ穿せん剣けん》の武装完全支配術によって殲せん滅めつされた。人界軍にまったく被ひ害がいが出なかったこともあり、ちょっと大きなコウモリくらいの印象を持っていたのだが、実物はそれより遥はるかに恐おそろしい。身みの丈たけは二メル近くもあり、長い両りよう腕うでの先で黒光りする鉤かぎ爪つめはナイフのように長く、鋭するどい。

　しかも、各属性の術式や刺し突とつ、打だ撃げきにも強い耐たい性せいを持っていて、最も有効なのは鋭えい利りな刃やいばによる斬ざん撃げきらしいが、イスカーンはもちろんシェータも剣を帯びていない。こんなことなら部屋から剣を持ってくるんだった、と悔くやむがロニエもキリトも丸まる腰ごしだ。

「総司令閣下、我々にお任せを！」

　後方で衛兵の一人が叫さけんだが、イスカーンは頑がん固こに動こうとしない。

　対するミニオンも、どういう命令を受けているのか、しゅうしゅうと威い嚇かく音おんを発するばかりで攻こう撃げきしてくる様子はない。怪かい物ぶつの左右では棚たなが幾いくつか倒たおれ、床ゆかに宝石や装そう飾しよく品ひんが散乱しているが、それを奪うばおうとするわけでもない。

　そもそもあの二匹ひきは、どうして多くの衛兵に気付かれることなく最上階にほど近い宝物庫に侵しん入にゆうできたのか……と考えてから、ロニエはようやく気付いた。背中に巨きよ大だいな翼つばさがあるのだから、馬ば鹿か正直に階段を上る必要はない。夜暗に紛まぎれて飛んできて、窓から侵しん入にゆうしたのだ。よくよく眼めを凝こらせば、ミニオンのずっと後方にある窓が金きん属ぞくの枠わくごと破は壊かいされている。

　それができるということは、つまり……つまり──。

　ロニエの頭の中心で、鋭するどい火花にも似た思考が弾はじけかけたその時、隣となりでキリトも鋭するどく息を吸い込んだ。

「二人とも、避よけてくれ！」

　叫さけぶと同時に右手を突き出す。広げた掌てのひらの周囲に、青白く輝かがやく光点──凍とう素そが一気に三十個ほども生成される。

　それを見たシェータとイスカーンが、即そく座ざに飛とび退のいた。すかさずキリトが凍素を射出し、二匹ひきのミニオンの周囲で全て解放する。普ふ通つう、凍素をただ解放すれば威い力りよくが広こう範はん囲いに拡散してしまうが、まるで高度な術式で制せい御ぎよされているかの如ごとく冷気はミニオンだけにまとわりつき、黒い巨きよ軀くを白く凍こおらせていく。

「ギシャアアアッ!!」

　長い頭部をのた打たせてミニオンが叫さけぶが、たちまち先せん端たんの口までが凍とう結けつし、動きを止めた。凄すさまじい威い力りよくだが、粘ねん土どから造られるミニオンは炎ほのおや冷気に強い耐たい性せいを持つ。いっとき凍こおったとしても、天命は大して減っていないはず──。

　しかしもちろん、キリトもそれは考えていたのだろう。右手を突き出したまま、素す早ばやく指示する。

「二人とも、いまだ！」

「よっしゃあ!!」

　イスカーンが叫さけび、床ゆかを蹴けった。シェータもそれに続く。

「ウラアアッ！」

　気合いとともに繰くり出されたイスカーンの拳こぶしが、右側のミニオンの胴どう体たいを打ち抜いた。直後、シェータの手刀が、左側のミニオンを垂直に撫なでた。

　一いつ瞬しゆんの間を置いて、右のミニオンが無数の破は片へんとなって爆ばく散さんし、左のミニオンが真っ二つに裂さけて左右に転がった。どちらも完全に凍とう結けつしていたため、毒性のある血液は一いつ滴てきも零こぼれなかった。

　背後で衛兵たちが歓かん声せいを上げ、振り向いたイスカーンが呆あきれるような、感かん嘆たんするような笑みを浮かべて言う。

「噂うわさ以上に無茶苦茶なヤツだな、キリト。素因生成ってのは、どんな高位の術師でも片手で五個が限界だって聞いてたけどな……」

「話は後だ、イスカーン！」

　自分への称しよう賛さんを遮さえぎったキリトの声は、夫妻に攻こう撃げきを指示した時以上の緊きん張ちよう感かんをはらんでいた。

「ミニオンは、ここの宝物を奪うばおうとも、俺たちを攻こう撃げきしようともしなかった。奴やつらを放った術者の目的は、きっと陽動と時じ間かん稼かせぎだ！」

　それを聞いた瞬しゆん間かん、ロニエの中で先刻の閃ひらめきが具体的な危き惧ぐへと変わり、同時にシェータも顔をさっと青ざめさせた。

「まさか……」

　かすかな声で呟つぶやくや、猛もう然ぜんと走り始める。ロニエとキリト、衛兵たちの間を風のようにすり抜け、宝物庫から飛び出していく。

「俺たちも！」

　キリトが叫さけび、イスカーンが着ている人界東ひがし帝てい国こくふうの寝ね巻まきを引っ張って走り始めた。

「な、何だってんだよ、陽動だぁ……？」

　磨みがかれた黒曜石の床ゆかを裸足はだしでぺたぺた蹴けりながら途と惑まどいの声を漏もらす拳けん闘とう士しに、キリトが掠かすれ声ごえで告げた。

「たぶん、術者の真の目的は、宝物よりずっと大切なものだ」

「ずっと大切……」

　繰くり返かえしたイスカーンが、突とつ然ぜん隻せき眼がんを零こぼれんばかりに見開いた。赤金色の髪かみが逆立つ音が、ロニエにも聞こえたような気がした。

「リーゼッタ」

　低い声で愛まな娘むすめの名を呟つぶやいたその直後、拳けん闘とう士しの両足が薄うす赤あかい輝かがやきを帯びた。

　ガァン！　と蹴けり飛ばされた床ゆかが、蜘く蛛もの巣すのようにひび割れる。常じよう軌きを逸いつした加速でたちまち二人を引き離はなし、先行するシェータに数秒遅おくれて階段に辿たどり着つくと、四、五段飛ばしで駆かけ上のぼり始める。そのすぐ後を、滑すべるような足運びでキリトが付いていく。

　全身を痺しびれさせようとする戦せん慄りつに抗あらがいながら、ロニエも懸けん命めいに走った。階段を上って四十九階の廊ろう下かに飛とび込むが、三人の姿はすでに見えず、足音だけが聞こえる。

　それを追って更さらに走り、最初に通された子供部屋の前を通り過ぎて、夫妻の寝しん室しつと思おぼしき突き当たりの部屋へ。

　開け放たれた扉とびらから中に飛とび込むと、異様な臭しゆう気きが鼻を突いた。

　灯あかりは小型の鉱石カンテラ一つだけで広い部屋は薄うす暗ぐらいが、それでも粉々に砕くだけた大きな窓と、その手前に広がっているどす黒い血ち溜だまり、そして倒たおれる二人の衛兵の姿ははっきりと見えた。

　たぶんミニオンのものであろう臭しゆう気きを放つ血ち溜だまりに、衛兵たちは浸つかってしまっている。二人とも息はあるようだが、苦しそうに喘あえいでいるのは受傷のせいか、あるいは毒の作用か。部屋には、衛兵たちの他にはイスカーンの姿しかない。

「グード、ガイホル、何があった！」

　叫さけびながら近寄ろうとするイスカーンを、一人の衛兵が手て振ぶりで押し留とどめた。

「司令官殿どの、こいつに触さわっちゃなりません……」

　もう一人が、恐おそらく痛みより無念さに顔を歪ゆがめながら報告した。

「お二人が下に行ってしばらくしてから、窓が割れる音がして……中に入ったら、黒い化け物が……。何とか撃げき退たいしかけたんですが、いつの間にか部屋に暗黒術師がいて、そいつが俺とグードに目め眩くらましの術をかけて……」

　そこではぁはぁと息を荒あららげる二人目に代わって、一人目が説明を続ける。

「俺たちは、化け物に毒を浴びせられて、動けなくなっちまったんです。術師はベッドからリーゼッタ様を抱だき上げて、化け物に乗って窓から外に……俺が見たのはそこまでです……」

「…………そうか……」

　頷うなずいたイスカーンが、ぎりりと歯を食い縛しばる。

　部屋の右側を見ると、壁かべ際ぎわに夫妻のものであろう二人用のベッドと、その奥おくに小さな子供用のベッドが置かれていた。きっとリーゼッタは、昼間は明るい日差しが入る子供部屋で過ごし、夜はここで両親と一いつ緒しよに寝ているのだろう。

　あんなに可愛かわいい、まだ生まれてたった三ヶ月の赤ちゃんが攫さらわれた。あまりにも恐おそろしい出来事を受け止めることができず、ロニエがただ立ち尽つくしていると、破は壊かいされた窓の向こうのテラスからシェータとキリトが部屋に入ってきた。

「……見つけられない。闇あん素そ探たん索さく術じゆつも無反応」

　シェータが小声で呟つぶやき、キリトもそっとかぶりを振る。

「俺にも感知できなかった……」

　悔くやしそうにそう言うと、床ゆかに倒たおれたままの衛兵二人に眼めを向けた。右手を持ち上げ、宝物庫の時と同様に素因エレメントを生成する。しかし今度は凍とう素そではなく、白く輝かがやく光こう素そ。数も十個ほどだが、それを更さらに半分に分け、衛兵たちの体に接せつ触しよくさせる。

　温かな輝かがやきが二人を包み、まるでその光に蒸発させられたかのように、床ゆかに溜たまっていた黒い液体の大部分が消えた。衛兵たちは不思議そうに自分の体を撫なでたり、深呼吸したりしていたが、突とつ然ぜん弾はじかれたように立ち上がり、シェータとイスカーンに向けて深々と頭を下げた。

「司令官殿どの、全権大使殿どの、責務を果たせず申し開きのしようもありませぬ！」

「何としてもお守りすべきリーゼッタ様を奪うばわれてしまった以上は、我らの命をもって……」

　口々に叫さけぶ二人の肩かたを、イスカーンが同時に強く摑つかむ。

「んなことしてもリーゼッタは戻もどってこねぇ。それより、娘むすめを取とり戻もどすために力を貸してくれ」

　胸中は千ち々ぢに乱れているだろうに、抑よく制せいされた声こわ音ねでそう言い聞かせた拳けん闘とう士しは、そのまま二人に上体を起こさせた。

「まず聞きてえのは、ここに押し入いってきた暗黒術師とやらの外見だ。そいつの顔を見たか？　声を聞いたか？」

「は……」

　まず答えたのは、グードという名であろう長身の衛兵だった。

「真っ黒い頭ず巾きんを深く被かぶってて、顔は見えやせんでした……。声も、男か女か、はっきりとは……」

「そうか……」

　イスカーンが唇くちびるを嚙かむと、代わってキリトが口を開く。

「その術師が窓の外に逃げてから、俺たちが部屋に入ってくるまでは何分くらいだった？」

　その問いには、恰かつ幅ぷくのいいガイホルが答えた。

「三……いや、せいぜい二分ってとこだったかと……」

「二分……？」

　訝いぶかしそうな顔になったキリトが、窓の外の夜空に眼めを向ける。シェータも眉まゆを寄せ、呟つぶやく。

「傷を負ったミニオンに乗って、たった二分で消えたの……？」

　大図書室司書による暗黒術の講義で得た知識では、ミニオンの飛行速度は人が走るのと同程度だ。ここは高さ五百メルの空の上であり、どの方向に飛んでもわずか二分で完全に姿を消すのは不可能に思えるが、相手が暗黒術師なら隠かくれ身みの術のようなものを使ったのかもしれない。どうあれ、キリトとシェータに見つけられないものを、ロニエが見つけられるはずもない。

　無力感にうちひしがれながら、ロニエは床ゆかを横切り、赤あかん坊ぼう用のベッドに近づいた。

　箱状になっているベッドの中は当然のように無人だったが、可愛かわいらしいおしゃぶりや、熊くまや飛ひ竜りゆうのぬいぐるみが残されていて、胸が張はり裂さけそうな感覚に襲おそわれる。

　眼めを逸そらしかけた、その時。

　飛ひ竜りゆうのぬいぐるみの上に何か奇き妙みようなものが落ちているのに気付き、ロニエは手を伸ばした。

　それは、丸めて赤い紐ひもで留とめた羊皮紙だった。どう見ても赤ちゃんのおもちゃではない。

「あの……ベッドの中に、これが……」

　そう言いながら差し出した羊皮紙を、イスカーンが稲いな妻ずまのような速さで引ったくった。

　丈じよう夫ぶそうな紐ひもを指先で容易たやすく切断し、広げる。イスカーンの左ひだり眼めが大きく見開かれ、喉のどから嗄しわがれた呻うめき声ごえを漏もらすと、よろめいてベッドに座すわり込む。

　その手から、シェータが羊皮紙を取った。騎き士しの顔にも驚きよう愕がくの色が広がり、きつく唇くちびるを嚙かむと、キリトに差し出した。

　受け取ったキリトの隣となりに立ち、ロニエも黒々とした文字に目を走らせた。




【二の月二十一日の日にち没ぼつまでに、人界統一会議の代表剣士を暗黒界軍総司令官暗殺未み遂すいの罪によって大だい闘とう技ぎ場じようにて公開処しよ刑けいし、その首を人界に送り返せ。それが成されぬ時は、罪なき赤子の首がオブシディア城に届くだろう】




「…………そん…………な」

　喘あえぎ声ごえを漏もらし、ロニエは何度もかぶりを振った。二十一日とはすなわち今日。処しよ刑けいの刻限である日にち没ぼつまで、あと十三か十四時間ほどしかない。

　真っ先に考えたのは、イスカーンとシェータがそんなことをするはずがない、ということだった。

　しかしすぐに、懸かかっているのが二人の愛まな娘むすめの命なのだと思い至る。それより大切なものが、いまの二人にあるだろうか。

　無意識のうちにロニエの左手が動き、左腰こしに触ふれた。しかしそこに剣はない。キリトと同じく寝しん室しつに置いたままだ。

　それに、仮に剣を帯びていたとしても……そして万が一イスカーンたちが誘ゆう拐かい犯はんの脅きよう迫はくに従うと判断したとしても、二人と戦えるだろうか？　キリトとロニエが逃げれば、リーゼッタが死ぬのだ。

　あの無む垢くな赤あかん坊ぼうを見捨てるようなことは絶対にしたくない。だからといって、キリトを処しよ刑けいするなどということを、護衛として許すわけにはいかない。絶対に。

　かつて憶おぼえがないほどの葛かつ藤とうに捕とらわれ、ロニエは立ち尽つくした。羊皮紙を持つキリトの顔を見ようとするが、首さえも動かせない。

「あの……閣下……」

　壁かべ際ぎわに同どう僚りようと並んで立つ衛兵のグードが、遠えん慮りよがちに声を発した。羊皮紙の内容が気になるのだろうが、イスカーンはのろりと右手を持ち上げると扉とびらのほうを指さした。

「グード、ガイホル、廊ろう下かに出て、誰だれも中に入れるな」

「は……」

　暗黒界式の敬礼をすると、二人の衛兵は扉とびらへと向かう。しかし途と中ちゆうでガイホルが足を止め、振り向いた。

「あの、もう一つだけご報告することが……」

　四人がさっと視線を向けると、ずんぐりした衛兵は短い首をいっそう縮めながら続けた。

「大したことではないのですが……暗黒術師と化け物が窓から出て行ってすぐに、何やら奇き妙みような音が聞こえた気がしたのです」

「音……どんな」

　シェータの問いに、ガイホルは言葉を探すかのように何度か口を開閉してから答えた。

「何というか、石いし臼うすを回すような、ゴリゴリという……」

「石いし臼うすだぁ……？」

　この城に詳くわしいイスカーンにも、思い当たることはないようだ。ガイホルは再び敬礼し、グードと一いつ緒しよに部屋を出ると扉とびらを閉めた。

　重苦しい沈ちん黙もくに満たされた寝しん室しつに、やがてキリトの声が響ひびいた。

「……済まない、イスカーン、シェータさん。リーゼッタが攫さらわれたのは、俺の責任だ……」

「……何言ってんだ、おめぇに責任なんかねぇよ」

　居ても立ってもいられない心境だろうに、イスカーンはベッドに腰こしを下ろしたままキリトの言葉を否定した。

「悪わりぃのは、リーゼの警護を甘あまくしてたうえに、まんまと陽動に釣つられちまったこのオレだ。でもな……言い訳するみてぇだが、暗黒術師のミニオンは、この高さまでは飛べねぇはずだったんだ。ここまで飛べるのは暗黒騎き士し団だんの竜りゆう騎き士しだけ、でも連中は裏の発着台以外に近づくことを禁止されてる。だから、窓から侵しん入にゆうしてくる賊ぞくなんかいるわけがねぇと思おもい込んじまってた……」

　膝ひざの上で固く握にぎり合わされた両手が、みしみしと軋きしむ。夫に歩み寄ったシェータが、その上に自分のほっそりした手を置く。

「それでもやっぱり、この事態を招いたのは俺だよ」

　右手に脅きよう迫はく状じようを持ったまま、再びキリトが言った。

「ロニエは、人界での殺人事件が、俺をオブシディアに行かせるための罠わなである可能性に気付いてたんだ。でも俺は、オブシディアまで一日で移動すれば、どんな陰いん謀ぼうも追いつけるはずがないと判断した。けど、リーゼッタを攫さらった連中は一枚上手だった……奴やつらは、人界と暗黒界の両方に仲間がいて、しかも機き竜りゆうより早く連れん絡らくする手段を持ってるんだ」

「き……りゅう？　それを使えば、セントリアからオブシディアまで一日で移動できるの？」

　シェータの問いに、キリトが頷うなずく。

「ああ……そのうちちゃんとお披ひ露ろ目めするよ。でも、いまはリーゼッタのことだ……」

　羊皮紙に眼めを向け、いっそう低い声で続けた。

「……こいつらの目的は恐おそらく、人界と暗黒界をもういちど敵対させることだ。無視すれば、きっと脅きよう迫はくを実行するだろう。俺はこれから、リーゼッタを取とり戻もどすために全力を尽つくすけど……もし見つからなかった時は、俺を……」

「言うな!!」

　処しよ刑けいしろ、と言うつもりだったのだろうキリトの言葉を、イスカーンが鋭するどく遮さえぎった。

　ロニエは以前、キリトとアスナに、二人がリアルワールドからアンダーワールドに移動した仕組みについて説明されたことがある。

　二人は、リアルワールドに存在する《エスティーエル》なる神器のようなものに横たわり、魂たましいだけをアンダーワールドに移動させているのだそうだ。それゆえ、アンダーワールドで天命が全損しても、二人は死なない。魂たましいがリアルワールドに戻もどり、そこで目覚めるのだという。

　いまキリトは、そのことを考えているのだろう。だが、いちどリアルワールドに戻もどってしまったら、たぶんもう二度とアンダーワールドに戻もどることはできない──とも二人は言っていた。それは、ロニエにとってはキリトの死と同義だ。もちろん、キリトと出会い、共に時を重ねてきた全ての人々にとっても。人界には……いや、アンダーワールドには、まだまだ彼が必要なのだ。

　嵐あらしのように渦うず巻まく思考と感情を言葉にすることはできなかったが、ロニエは一歩キリトに近づくと、黒いシャツの裾すそをしっかりと握にぎった。

　その仕草を眼めに留とめたシェータが、ほんの少しだけ口くち許もとを緩ゆるめた。安心させるようにロニエに頷うなずきかけ、抑よく制せいされた声で言う。

「私はまず、北街区の暗黒術師ギルド本部に話を聞きにいく。まず間ま違ちがいなく、この部屋に押し入いったのは現ギルドに所属していないはぐれ術師だろうけど、ミニオンが改良されていたならその線からたどれるかもしれない」

「解わかった……それはオレも一いつ緒しよに行く。シェータだけじゃ、術師連中が話を誤ご魔ま化かそうとするかもしれねぇ」

　イスカーンが勢いよく立ち上がり、ベッドの天板から銀ぎん環かんを持ち上げて額に嵌はめた。シェータと同時に寝ね巻まきを脱ぬぎ捨すて、着き替がえ始めるのでロニエは慌あわてて眼めを逸そらす。

　キリトはと言えば、再び視線を割れた窓の外に向けていた。軽く唇くちびるを嚙かみ、何か考かんがえ込んでいる様子だったが、夫妻が着き替がえ終えると同時に振り向き、言う。

「リーゼッタを攫さらった術師とミニオンが、もういちど他の階から城の中に戻もどった可能性はあるか？」

　顔をしかめたイスカーンが、低く唸うなった。

「ううむ……この時間、窓は全部施せ錠じようされてるし、もし外から割って押し入いったなら各階の衛兵が気付くはずだ。けど……もし城に内通者がいれば、中から窓を開けてやったかもしれねぇな……」

　頷うなずいたシェータが、きびきびした口調で付け加える。

「全衛兵に、城内をくまなく捜そう索さくさせる」

「俺とロニエも、それを手伝っていいか？」

　キリトが申し出ると、イスカーンは躊ちゆう躇ちよなく頷うなずいた。

「頼たのむ、ミニオンが出てきたらおめぇの力が必要だ。これを持ってけ」

　天板の小さな引き出しを開け、中から銀色の首くび飾かざりを取り出してひょいっと放る。キリトが片手で受け取ると、自分の額の銀ぎん環かんに右手の親指を向ける。

「こいつは軍総司令の証あかしで、そいつはその代理の証あかしだ。それを見せてオレの名前を出しゃあ、大たい抵ていの無理は通る」

「解わかった、ありがとう」

　紋もん章しよう入りの銀板がついた鎖くさりをキリトが首に掛かけると、イスカーンが大またに歩み寄ってきて、剣士の肩かたを強く握にぎった。

「────頼たのむ」

　短いひと言だけを口にして、シェータとともに足早に部屋を出ていく。扉とびらが開き、閉じると、まるでそれを待っていたかのように午前四時の鐘かねが静かに鳴なり響ひびいた。
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　キリトとロニエは、それぞれの部屋に戻もどって寝ね巻まきから通常装備に着き替がえ、剣を吊つるすと、まず四十九階から捜そう索さくを開始した。

　と言っても、全ての部屋の扉とびらを開けて回ったわけではない。川向こうからシェータの居場所を探さぐり当あてたほどの強大な心シン意イ力りよくを持つキリトは、扉とびらや壁かべ越ごしでも人や怪かい物ぶつの存在を感じ取れるので、それぞれの階の中心部でしばし集中するだけで事足りる。

　衛兵に見み咎とがめられるたびに胸の紋もん章しよう板ばんを見せ、階から階へと駆かけ下おりながら捜そう索さくを続けること二時間。

　ついにオブシディア城の最下層となる地下三階、大貯蔵庫に辿たどり着ついたキリトは、十字に交わる通路の中央でしばし瞼まぶたを閉じ──ゆっくりとかぶりを振った。

「だめだ……ここにもいない」

　深々とため息をつき、背中を黒い岩いわ壁かべに預ける。貯蔵庫は完全に無人で、静まり返った通路に鉱石カンテラの光だけが弱々しく揺ゆれている。

　思案顔のキリトに、ロニエはおずおずと問いかけた。

「それでは、やはり城の中ではなく、外に逃げた……ということでしょうか」

「うん……。──でもそれだと、傷ついたミニオンがたった二分で三キロル以上も飛んだってことになるんだよな……」

「さ、三キロル……？　先せん輩ぱいの感知力は、そんなに遠くまで届くんですか……？」

「対象にもよるけど、周りが何もない空で相手がミニオンの大きさならそれくらいは確実だ。分速一・五キロルってことは、時速だと九十キロル……そんな猛もう烈れつな速さで飛べるミニオンが存在するとは思えない」

「ほとんど飛ひ竜りゆうなみですね……。やっぱり、暗黒騎き士し団だんの竜りゆう騎き士しが協力した……ということは？」

　ロニエがひそひそ声で訊たずねると、キリトは再び首を横に振った。

「相手が飛ひ竜りゆうなら十キロル離はなれても感知できる。二分でそんなに飛べる飛ひ竜りゆうはいないよ、機き竜りゆうならまだしも……」

　そこで言葉を切り、「まさか」と呟つぶやくが、すぐに否定する。

「いや……機き竜りゆうを使ったならとんでもない轟ごう音おんがしたはずだ。とても《石いし臼うすの音》なんてレベルじゃない……。──そもそも、石いし臼うすみたいな音って何なんだ……？」

　それを聞き、ロニエも懸けん命めいに考えたが、何も思いつかない。

　代わりに浮かんでくるのは、腕うでの中で一心にミルクを飲むリーゼッタの温かさや、食事の席ではしゃぐ笑い声だった。ロニエが胸を押さえると、キリトがぽつりと言った。

「リーゼッタは、二つの世界を繫つなぐ希望だ。あの子が殺されるなんてことは、絶対に起きちゃいけないんだ……」

　その声に滲にじむ深い憂ゆう慮りよの奥おくに、ある種の決意を感じた気がしてロニエは息を吞のんだ。

　岩いわ壁かべに寄よりかかり、俯うつむくキリトの顔は陰かげになって見えない。しかし、ロニエは無む我が夢む中ちゆうで歩み寄ると、キリトの両りよう肩かたをしっかりと握にぎっていた。

「……だめです、先せん輩ぱい。キリト先せん輩ぱいが犠ぎ牲せいになるなんて、絶対にだめです」

　しばらく沈ちん黙もくを続けてから、キリトがぽつりと答える。

「前にも言ったろ。もしこの世界で死んでも、俺は本当に死ぬわけじゃないんだ。なら、リーゼッタじゃなく、俺が……」

　死ぬべきだ、という言葉を、ロニエは悲鳴じみた声で遮さえぎった。

「だめです！　そんな理り屈くつ、関係ない……私、先せん輩ぱいに二度と会えないなんて、絶対に、絶対に嫌いやです……!!」

　キリトの胸に、顔を思い切り押し当てる。銀の紋もん章しよう板ばんが額に食い込んだが、そんな痛みなど、胸を抉えぐるような疼うずきに比べれば何ほどのこともない。

「私は一生、先せん輩ぱいの傍そば付づき練士です。ずっと先せん輩ぱいの御お側そばでお仕えするって決めたんです。それ以上は何も望みません……でも先せん輩ぱいがご自分を犠ぎ牲せいにされるのなら、私もお供します。一いつ緒しよに処しよ刑けいしてもらいます！」

[image: ]

　自分を人ひと質じちに取るようなずるい言い方だ、という自覚はあった。しかし同時にそれはロニエの、掛かけ値ねなしの本心だった。

「……ロニエ……」

　苦く悩のうに満ちた、低い掠かすれ声ごえで名前を呼ぶと、キリトは両手を持ち上げてロニエの肩かたに置いた。

　キリトがその気になれば、ロニエを二日でも三日でも──全てが終わるまで完全に拘こう束そく、もしくは昏こん倒とうさせることは可能だろう。だがそんなことに意味はない。目覚めた時にキリトが処しよ刑けいされていれば、即そく座ざに後を追うだけだ。

　しかしキリトは、右手をロニエの頭に移動させると、そっと髪かみを撫なでて囁ささやいた。

「……ありがとう、ロニエ。俺は諦あきらめない。絶対にリーゼッタを助け出してみせる……そして、ロニエと一いつ緒しよに、カセドラルに帰る。あそこが、俺たちの家だもんな……」

　その言葉を聞いた途と端たん、ロニエの両りよう眼めから涙なみだが溢あふれた。泣き声も漏もれそうになったが必死に堪こらえ、頷うなずく。

「…………はい。……はい……」

　どうにかそれだけ口にすると、ロニエはいっそう強くキリトの体に身を預けた。キリトも、ロニエが落ち着くまで、ずっと頭を撫なで続けていた。




　十分後、朝六時の鐘かねを聞きながら地上一階の大広間に上がると、ちょうどシェータとイスカーンが暗黒術師ギルド本部から戻もどってきたところだった。

　さっそく合流し、話を聞いたが、残念ながら誘ゆう拐かい犯はんに直接結びつく情報は得られなかったらしい。

「術師ギルド本部じゃ、異界戦争で行方ゆくえ不明になった術師の行方ゆくえも摑つかんでいないし、ミニオンの改良実験もやってねぇそうだ。総司令官として質問したから、力の掟おきてがある以上、術師連中は噓うそをつけねぇ」

　イスカーンの言葉に、シェータも沈ちん鬱うつな表情で頷うなずいてから付け加える。

「ただ、一つだけ……一ヶ月ほど前に、ギルドが管理している粘ねん土どの採取地で、袋ふくろ詰づめされた最高品質の粘ねん土どが大量に消えたらしい」

「大量と言うと……具体的には？」

　キリトが訊たずねると、イスカーンが苦々しい顔で答えた。

「ちょうど、ミニオン三体ぶんくらいだとさ。連中はその件を内々で処理して、五族会議には報告を上げなかった……まあ、それを事前に聞いてても、今日の襲しゆう撃げきは予想できなかっただろうけどな……」

「一ヶ月前か……やっぱり、人界の事件と連動してるんだろうな……」

　呟つぶやくキリトに、今度はイスカーンが問いかける。

「もう衛兵からは報告を受けたが……おめぇたちのほうは、どうだった？」

「いや……最上階から最下層の貯蔵庫まで全フロアを探たん索さくしたけど、ミニオンもリーゼッタも見つからなかった。仮にイスカーンたちも知らない隠かくし部べ屋やとかがあったとしても関係ない……空間の連続性が完全に切断された場所に隠かくれでもしない限り、俺の探知を回かい避ひすることはできないよ」

「おめぇが言うならそうなんだろうな……つまり、もうどこか遠くに逃げちまった、ってことか……」

　イスカーンが、銀ぎん環かんの嵌はまった頭を搔かきむしる。その手をシェータがそっと押さえ、両手で包つつみ込む。

　静まり返った大広間に、城の正面大おお扉とびらが閉じられる音が重々しく響ひびいた。

　扉とびら本体だけでなく蝶ちよう番つがい周りも全て黒曜石から削けずり出されているらしく、大重量の鉱物同士が擦こすれ合あう音は独特だ。まるで遠えん雷らいの轟とどろきのようなこの音を、少し前にもどこかで聞いたような気がして、ロニエは記き憶おくを辿たどった。

　あれは……そう、セントラル・カセドラルでの、機き竜りゆう一号ごう機きの飛行実験の時。カセドラルの天てつ辺ぺんに衝しよう突とつしそうになった機き竜りゆうを助けるために、アスナがステイシア神の力を発揮して、カセドラルの九十五階から上を横にずらしたのだ。巨きよ大だいな大理石同士が擦こすれ合あって、ちょうどあんな音がした。

　岩と岩が……擦こすれる音。あたかも、石いし臼うすのように。

「……あの！　シェータさま……」

　上位整せい合ごう騎き士しの正面に駆かけ寄より、ロニエは無む我が夢む中ちゆうで訊たずねた。

「シェータさまとイスカーンさまの寝しん室しつの近くに、あの大おお扉とびらと同じような、大きな黒曜石の扉とびらはありますか!?」

「黒曜石の扉とびら……？　──いえ、付近の扉とびらは全て木製だし、外窓の桟さんは鉄製よ」

「では、岩と岩が擦こすれるような仕し掛かけは……？」

　それを聞いて、キリトも口を開いた。

「衛兵たちが聞いた、石いし臼うすの音か……！　確かに、城の外がい壁へきに隠かくし扉とびらのようなものがあれば、そんな音がしそうだな……でも……」

「ただの隠かくし扉とびらなら、キリトの鼻はごまかせねぇ……んだろ？」

　言葉を引き継ついだイスカーンが、腕うで組ぐみをして唸うなる。

「……それに、オレたちの寝しん室しつの近くにそんなモンがあるなんて話、聞いたこともねぇぜ。だいたい、外っ壁かべに隠かくし扉とびらなんか作っても、誰だれも使えねぇ。それこそ、空を飛べるヤツ以外にはな」

「隠かくし扉とびら……じゃないとしたら……？」

　小声でそう呟つぶやくと、キリトが視線を大広間の天てん井じように向けた。

「イスカーン、お前言ってたよな。いまの最上階、四十九階の上に、本当の最上階があるって」

　総司令官と全権大使が、同時に息を吸い込む。

「ご……五十階のことか……？　で、でもあそこはガッチリ封ふう印いんされてっし、鎖くさりが切れてねぇのは衛兵が確かく認にん済みだ」

「外側はどうだ？　五十階には、窓が一つもないのか？」

「…………いや……。……いや……確か……」

　イスカーンが、ぎこちなく首を横に動かす。

「……ベクタが降臨して、当時の暗黒界十じつ侯こうが集められた時は、玉ぎよく座ざの間まには確かにでっけえ窓があった。でも、いまは……外から見ると、四十九階の上には岩っツラがあるばっかりで、窓なんか一つもねぇ……」

「たぶん、閉じたんだ」

　キリトが、確信したように告げた。

「ベクタが死んで、封ふう印いんの鎖くさりが復活した時に、外がい壁へきの岩が動いて窓も全部封ふう鎖さされた。空間が、完全に切きり離はなされた。衛兵たちが聞いた石いし臼うすの音は、その岩がもういちど動いた音だったんだ」

「でも……でもよう」

　赤しやく銅どう色いろの肌はだを青ざめさせながら、イスカーンが囁ささやくように言った。

「五十階の封ふう印いんを解けるのは、皇こう帝ていベクタだけだぜ…………ってことは、リーゼを誘ゆう拐かいしたのは…………」

　その先を口に出すことを恐おそれるが如ごとく、拳けん闘とう士しの長おさは歯を食い縛しばった。

　戦せん慄りつに満ちた沈ちん黙もくを、シェータが毅き然ぜんとした言葉で切きり裂さいた。

「行ってみましょう、五十階に」

　すぐに、キリトも頷うなずく。

「そうだな……扉とびらを調べれば、何か解わかるかもしれない」

　イスカーンも、恐おそれを振り払はらうかのように頷うなずく。

　四人は再び、城の最上部まで休きゆう憩けいなしで駆かけ上のぼった。二度目で勝手が摑つかめていたからか、ロニエも今回は息切れすることなくついていくことができた。

　四十九階でいったん立ち止まり、上に続く階段を見上げる。城の温水暖だん房ぼうが届いていないのか、あるいは他の理由があるのか、薄うす暗ぐらい階段からは冷気がしんしんと流れ落ちてきて、ロニエの足にまとわりつく。

「……行くぞ」

　イスカーンが短く宣言すると、階段に足を踏ふみ入いれた。三人も後に続く。

　たった一階ぶんなのに、なぜか一階から四十九階までより長く感じられる階段を上りきると、前方に黒々とした両開きの扉とびらが見えた。聞かされたとおり、左右の扉とびらを、太さが十セン以上もありそうな巨きよ大だいな鎖くさりが繫つないでいる。ぴんと張はり詰つめたそれに、遊びはほとんどない。

　大おお扉とびらの手前の短い廊ろう下かをゆっくりと歩いたイスカーンが、灰色の鎖くさりに右手を触ふれさせるや、「冷てぇ」と呻うめいて引っ込めた。しかしもういちど手を伸ばし、今度はしっかりと鎖くさりを握にぎる。腰こしを落とし、気合いとともに引っ張るが、鎖くさりはかすかな金きん属ぞく音おんを発しただけで動きすらしなかった。

「……やっぱり、封ふう印いんは解けてねぇ……」

　鎖くさりから離はなした右手を黒い扉とびらに触ふれさせ、続いて左手、更さらに右耳も押し当てる。

「何も聞こえねぇ……。──けど、リーゼが城の中にいるなら、もうここしかねぇんだ……」

　数歩下がった拳けん闘とう士しは、ゆっくり体を沈しずめると、拳けん撃げきの構えを取った。

　握にぎり締しめられた右手に、赤々とした炎ほのおが宿る。冷たい空気がびりびりと震ふるえ、ロニエを無意識のうちに数歩下がらせる。

　裸はだかの拳こぶしで封ふう印いんの鎖くさりを殴なぐり壊こわす気なのか……と思ったその時、キリトが前に出た。

　拳けん闘とう士しの長おさの凄すさまじい闘とう気きに押される様子もなく歩み寄ると、左ひだり肩かたに手を掛かける。

「俺がやるよ、イスカーン」

「いや……オレにやらせてくれ」

「お前の拳こぶしは、ミニオンや誘ゆう拐かい犯はんと戦う時のためにとっとけ。それに、俺はこういうのが得意なんだ」

　気負いのないキリトの言葉に、イスカーンはふうーっと長く息を吐はくと、構えを解いて振り向いた。

「ったく、相変わらず勝手な野や郎ろうだ。解わかった……任せるぜ」

　苦く笑しようしながら、妻の隣となりまで下がる。

　代わって鎖くさりの前に立ったキリトは、広げた右手を鈍にぶく光る鎖くさりに触ふれさせ、慎しん重ちように撫なでた。その動作を何度か繰くり返かえしてから、鎖くさりの中央部分の一点を人差し指で何度もなぞる。

「ここに……眼めには見えないくらい浅いけど、確かに傷がある。これは、シェータさんが？」

　キリトが振り向かずに発した問いに、上位整せい合ごう騎き士しはしっかりと頷うなずいた。

「そう。前にも言ったけど、黒くろ百合ゆりの剣なら斬きれてた」

「だろうな。……この傷、使わせてもらうよ」

　頷うなずき、鎖くさりから手を離はなして三歩下がると、キリトはようやく左腰こしの剣を握にぎった。

　しゃりん、と涼すずやかな音とともに抜かれた剣を見て、イスカーンとシェータがかすかに嘆たん息そくする。

　神器《夜空の剣》の刀身は、金きん属ぞくではなく、わずかに透とう明めい感のある漆しつ黒こくの素材でできている。オブシディア城を形作る黒曜石に似ているが、濡ぬれたように滑なめらかで途と方ほうもない重みを感じさせるそれは、ノーランガルス帝てい国こく北辺の森にそびえていた巨きよ大だいなスギの樹きの枝だったのだそうだ。いまはセントラル・カセドラルの工こう廠しよう長ちように就任しているサードレ老師が、丸一年の時間と六枚の砥と石いしを費ついやして枝を長ちよう剣けんに磨みがき上げたそれで、キリトは何人もの整せい合ごう騎き士しと斬きり結び、元老長チュデルキンと最高司祭アドミニストレータを倒たおし、ついには暗黒界の皇こう帝ていベクタをも斬きってのけた。まさしく、世界を救った伝説の剣。

　しかし恐おそらく、どれほど剣の優先度が高くとも、それだけでは封ふう印いんの鎖くさりは斬きれない。

　間ま違ちがいなく、鎖くさりはセントラル・カセドラルの外がい壁へきや、央おう都とセントリアを四分ぶん割かつする不ふ朽きゆうの壁かべと同じ《破は壊かい不能属性》を与あたえられている。神の如ごとき力を持つアスナでさえ、カセドラルの壁かべを動かすことはできても、破は壊かいすることはできないのだ。

　鎖くさりを切断できるのは、剣士の技わざでも剣の優先度でもなく、《世の理ことわり》を書かき換かえる奇き跡せきの力──心シン意イ力りよくのみ。

　キリトは更さらに三歩下がると、左手を前に伸ばし、夜空の剣を握にぎった右手を肩かたの後ろまで引き絞しぼった。前後に広げた両足でしっかり床ゆかを踏ふみ締しめ、大きく息を吸って、溜ためる。

　伝統流派にはない構えを取ったキリトの体が、赤い光に包まれた。足あし許もとから竜たつ巻まきじみた風が湧わき起こり、ロニエは顔を背そむけかけたが、懸けん命めいに踏ふみ留とどまる。

　やがて赤い光は右手の剣に集まり、漆しつ黒こくの刀身を真しん紅くに輝かがやかせた。木こ枯がらしのような振しん動どう音おんが生まれ、徐じよ々じよに音量を増して、やがて飛ひ竜りゆうの雄お叫たけびを思わせる金きん属ぞく質しつの轟ごう音おんとなる。空気がびりびりと震ふるえ、黒曜石の床ゆかや壁かべまでもが小刻みに揺ゆれる。

「とっ……とんでもねぇ……っ！」

　イスカーンが呻うめき、

「これが……キリトの心意……」

　シェータまでもが驚おどろきの声を漏もらした。

　突とつ然ぜん、簡素な黒いズボンとシャツだけを身につけたキリトの姿が、荒あれ狂くるう光風の中で幻まぼろしのように揺ゆらぎ、変化した──気がした。激しく翻ひるがえるのは、黒くろ革かわの長なが外がい套とうの裾すそか。右胸と両りよう肩かたで、鋼はがねの防具が鈍にぶく光る。

「おおおッ!!」

　短い気合いを放ち、キリトが床ゆかを蹴けった。

　右手の剣が、心意力の全てを乗せて一直線に撃うち出される。轟ごう音おんが極限まで高まり、左右の壁かべに細かい亀き裂れつが走る。

　鎖くさりまでの距きよ離りは約五メル。明らかに間合いの外だった。しかしあたかも剣そのものが伸びたかの如ごとく、一本の槍やりとなって迸ほとばしった真しん紅くの光は、封ふう印いんの鎖くさりの中央一点を貫つらぬいた。

　音が消え、光が消え、風が消え、キリトの姿が元に戻もどった。

　静せい寂じやくの中、封ふう印いんの鎖くさりが真ん中から音もなく二つに分かたれて、だらりと垂れ下がった。重じゆう厚こうな扉とびらが、身み震ぶるいするかのように──あるいは扉とびらとして生き返ったかのように、一いつ瞬しゆんだけ重く鳴った。

　キリトががくりと床ゆかに膝ひざを突き、ロニエは急いで駆かけ寄よった。

「先せん輩ぱい！」

　左ひだり腕うでの下に自分の腕うでを回し、助け起こす。すぐにシェータとイスカーンも走り寄ってくる。

「おい、平気かキリト！」

　イスカーンの声に、キリトは左手を持ち上げて答えた。

「ああ……すぐに回復する。それより、早く扉とびらを……システム、いや世界の理ことわりが異変に気付いたら、鎖くさりが修復されてしまう」

「ええ」

　頷うなずいたシェータが大おお扉とびらに近づき、禍まが々まがしい彫ちよう刻こくが施ほどこされた黒曜石の板に両手を押し当てる。ごごん、と扉とびらが震ふるえ、わずかながら奥おくに動く。

「……開く」

　振り向いたシェータに、キリトが掠かすれ声ごえで指示した。

「二人とも急げ！　中に誘ゆう拐かい犯はんがいたら、もう扉とびらが開いたことに気付いてる……俺もすぐに追いかける！」

「お……おう！」

　頷うなずいたイスカーンが、巨きよ大だいな扉とびらを右足の一ひと蹴けりで押し開あけた。その奥おくにも通路が続いているが、ロニエたちがいる場所とは質感の異なる暗くら闇やみに満たされていて、凍こごえるような冷気が流れ出してくる。

　しかしリーゼッタの両親は、一いつ切さいの躊ちゆう躇ちよなく通路に飛とび込んだ。闇やみの中に二人の背中が消えてから数秒後、キリトが気合いとともに立ち上がり、ロニエを見た。

「俺たちも行こう」

　キリトを案じる気持ちを押し殺ころし、頷うなずく。

「……はい！」

　突とつ入にゆうする前に、階下を捜そう索さく中の衛兵たちを呼び集めるべきではとも思ったが、キリトの言うとおり一刻を争う状じよう況きようだ。それに、敵が高位の暗黒術師なら、術式への耐たい性せいが低い剣士上がりの衛兵では足手まといになってしまう危険もある。

　せめてこれだけは、と腰こしの携けい行こう袋ぶくろから持参した霊れい薬やくの小こ瓶びんを取り出し、栓せんを抜いてキリトに手て渡わたす。苦にが酸すっぱい味に顔をしかめつつもひと息に飲み干したキリトは、少し血の気が戻もどった顔で「ありがとう」と礼を言うと、ロニエと並んで扉とびらを抜け、暗い通路に踏ふみ込んだ。

　まるで、透とう明めいな膜まくを通とおり抜けたかのような感覚。温水暖だん房ぼうが一いつ切さい機能していないのか、息が白くなるほどの冷気に全身が竦すくむが、直後、かすかに聞こえてきた声がロニエに寒さも恐きよう怖ふも忘れさせた。

　それは間ま違ちがいなく、赤あかん坊ぼうの泣き声だった。

「…………！」

　キリトと視線を見交わし、走り始める。

　通路は前方で左に折れていた。そこを曲がると、行く手に二つ目の扉とびらが見えた。泣き声は、開け放たれた扉とびらの向こうから聞こえてくる。

　夢中で飛とび込むと、そこは巨きよ大だいな空間だった。

　床ゆかには黒ずんだ赤の絨じゆう毯たん。その両側に、醜みにくい怪かい物ぶつが浮うき彫ぼりにされた円柱。壁かべには、青白い光を放つ鉱石カンテラ。そして正面は二段高くなっていて、その中央に豪ごう奢しやな椅い子すが据すえられている。皇こう帝ていベクタが降臨したという玉ぎよく座ざの間まに違ちがいない。

　広間の中央に、並んで立つイスカーンとシェータ。その奥おくに、翼つばさを広げて立ちはだかる黒い化け物──ミニオン。

　そして玉ぎよく座ざの傍かたわらに、影かげのような何者かの姿があった。

　黒いフードつきローブをまとっているのだが、ローブの裾すそや袖そでが煙けむりのようにぼやけていて、姿を捉とらえきれない。細身だが、かなりの長身。右手には毒々しい紫むらさき色いろに光る短たん剣けんを握にぎり、その切っ先を、左ひだり腕うでに抱だく赤あかん坊ぼうに突き付けている。

　顔をくしゃくしゃにして泣くリーゼッタの声は弱々しい。この寒さの中に二時間以上もいたのだ、天命はかなり減ってしまっているだろう。いますぐに助けないと、と思うがこの状じよう況きようでは迂う闊かつに動けない。シェータとイスカーンの背中からも、怒いかりと焦しよう燥そうが伝わってくる。

　黒ローブの誘ゆう拐かい犯はんが、フードの奥おくの暗くら闇やみから、ロニエとキリトに視線を向けてきた──気がした。直後、ある種の獣けものか鳥が無理矢理に人の言葉を喋しやべっているかのような、異様な声が響ひびいた。

「……なるほど、封ふう印いんの鎖くさりを斬きったのは、人界代表剣士殿どのでしたか。噂うわさ以上に厄やつ介かいな御お方かただ……」

　その声から、年ねん齢れいや人種は推おし量はかれない。しかし一つだけ、確かに感じられることがあった。

「てめえ……男か！　つうことは、暗黒術師じゃねぇな!?」

　イスカーンが叫さけぶと、誘ゆう拐かい犯はんはしゅうしゅうと奇き妙みような笑い声を漏もらした。

「人界の神聖術師には男もいるそうですよ？　なら、男が暗黒術師になってもいいでしょう？」

「……いや、その毒剣、見覚えがあるぜ……てめえ、暗殺者ギルドの手のモンだな！」

「どうでしょうね……こんな剣、誰だれにでも使えますよ？　あなたが団から追い出した拳けん闘とう士しかもしれませんよ……？」

　再び、嘲あざけるように笑った誘ゆう拐かい犯はんが、いきなり人が変わったかのように冷ややかな声を出した。

「お喋しやべりは終わりだ。こうなっては公開処しよ刑けいは諦あきらめるしかないが、代表剣士の首だけは貰もらっていくぞ。全権大使、お得意の手刀でいますぐに代表剣士の首を落とせ。さもなくば、娘むすめの命はない」

　黒ローブから突き出た灰色の右手が、短たん剣けんをリーゼッタの顔に近づける。

　イスカーンとシェータの背中が、軋きしむように強こわ張ばる。

　その瞬しゆん間かん──。

　キィン！　と鋭するどい音が響ひびき、毒剣の切っ先が大きく弾はじかれた。リーゼッタの全身を、白い光が球となって覆おおっている。誘ゆう拐かい犯はんが赤あかん坊ぼうを取り落としそうになり、すぐに球ごと抱かかえ直す。

　リーゼッタ自身が何かしたわけではなかった。ロニエの隣となりで、玉ぎよく座ざ方向にまっすぐ伸ばされたキリトの右手が同じ色の光を放っている。心シン意イ障しよう壁へきで赤あかん坊ぼうを守っているのだ。

「シェータ！　イスカーン！」

　苦しそうな声で、キリトが叫さけんだ。

「長くは保もたない！　リーゼッタを……！」

「おおよ!!」

　叫さけび返したイスカーンの全身が、燃えさかる炎ほのおにも似た光を放った。

　同時に、黒ローブの男が奇き妙みような言葉を発する。それに反応して、ミニオンが動き始める。

「ブシュシューッ!!」

　怪かい物ぶつの咆ほう哮こうを、拳けん闘とう士しの雄お叫たけびが搔かき消けした。

「ウラララア────ッ!!」

　イスカーンが猛もう然ぜんと突とつ進しんし、炎ほのおを宿した拳こぶしをミニオンの腹に叩たたき付つける。怪かい物ぶつの巨きよ体たいが折れ曲がり、腹から四し肢しへと波打ちながら膨ふくれ上がり──。

　液体を満たした革かわ袋ぶくろが弾はじけるかのように、どす黒い血を大量に振りまいて爆ばく発はつした。毒を含ふくんだ血液を、イスカーンは両りよう腕うでを交差させて全身で受け止めた。

　直後、イスカーンの後ろからほっそりした影かげが飛び出す。毒血の直ちよく撃げきを回かい避ひしたシェータは、灰色に霞かすむほどの速度で玉ぎよく座ざに突とつ進しんし、

「…………ッ!!」

　無音の気合いとともに左の手刀を一いつ閃せんさせた。

　紫むらさき色いろの短たん剣けんを握にぎる誘ゆう拐かい犯はんの右みぎ腕うでが、肩かた口ぐちから切断されて床ゆかに落ちる。リーゼッタを捕とらえる左ひだり腕うでをも切きり離はなすべく、シェータが右手を振りかぶる。

　──しかし。

　黒いフードの中、口くち許もとのあたりで、何かが小さく光った。

　吹ふき針ばり。

　シェータは素す早ばやく左手を持ち上げて針を受け止めたが、華きや奢しやな体がぐらりと傾かたむいた。

　光の球に守られたリーゼッタをしっかりと抱かかえ直し、黒ローブの男が滑すべるように玉ぎよく座ざの左側へと走った。だがそちらには黒い壁かべが延びるばかりで、どこにも逃げ場はない。

　いや……。

　脳のう裏りで幾いくつかの思考が弾はじけ、それが形になった瞬しゆん間かん、ロニエは剣を抜いて走り出していた。

　彼方かなたでは、黒ローブを翻ひるがえしながら誘ゆう拐かい犯はんが壁かべに向かって突とつ進しんしている。その胸むな元もとで、大おお粒つぶの宝石が鮮あざやかな紅あかい輝かがやきを放つ。

　壁かべの一部に、同じ色の光が走る。四角く区切られた黒曜石の壁かべが、重い岩を擦こすり合あわせるような……石いし臼うすめいた音を響ひびかせながら持ち上がっていく。

　出現するはずのない窓に向かって、リーゼッタを抱かかえた誘ゆう拐かい犯はんが身を躍おどらせる。

　誘ゆう拐かい犯はんとの距きよ離りは十メル以上。ロニエの脚きやく力りよくでは、一度の跳ちよう躍やくで詰つめられる間合いではない。

　でも、届く。届かせる。

「やあああああ────ッ!!」

　体の底からありったけの気合いを絞しぼり出し、ロニエは床ゆかを蹴けった。

　右手の剣を振りかぶる。極きわめて厳密に決められた位置と角度に、一体化した腕うでと剣がぴたりと収まったその瞬しゆん間かん、刀身が眩まばゆい水色の光を放つ。

　ロニエの体が、見えない手に押されたかの如ごとく加速する。空中に青白い軌き跡せきを描えがいて、十メルの間合いを一いつ瞬しゆんで詰つめる。

　アインクラッド流高速突とつ進しん技わざ、《ソニックリープ》。

　神聖語で《音速の跳ちよう躍やく》という意味だという、キリト直伝の秘ひ剣けんが、誘ゆう拐かい犯はんの左ひだり腕うでを付け根から斬きり飛ばした。

　直後、キリトの心シン意イ障しよう壁へきが消しよう滅めつし、リーゼッタが空中に放り出された。

　両りよう腕うでを失った黒ローブの男は、大量の血を零こぼしながらも足を止めず、窓めがけて跳ちよう躍やくした。

　更さらなる剣けん技ぎを繰くり出せば、誘ゆう拐かい犯はんを斬きり倒たおすことは可能だったかもしれない。しかしロニエは、踏ふみ留とどまってリーゼッタを受け止めるほうを選んだ。

[image: ]

　誘ゆう拐かい犯はんが、頭から窓に飛とび込んでいく。朝の光に溶とけるように、その姿が見えなくなる。

　同時に、ロニエは左手でしっかりとリーゼッタの体を捉とらえ、胸に抱だき締しめた。しゃがみ込み、剣を床ゆかに置いて、か細い泣き声を上げる赤あかん坊ぼうを温めるべく両りよう腕うでで包つつみ込む。

「……リーゼちゃん、怖こわかったよね。もう大だい丈じよう夫ぶだよ……もう大だい丈じよう夫ぶ……」

　頰ほおをすり寄せながら懸けん命めいに囁ささやきかけると、泣き声が徐じよ々じよに収まり、小さな手がロニエの頰ほおに触ふれた。左のほうで、再び窓が閉まる音が響ひびいた。

　誰だれかが背中に触ふれるまで、ロニエは懸けん命めいに赤あかん坊ぼうを抱だき締しめ続けていた。
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　百人の衛兵が半日を費ついやして捜そう索さくしたにもかかわらず、誘ゆう拐かい犯はんの死体は発見されなかった。

　五百メル近い高さから、両りよう腕うでを失った状態で飛び降りたのだ。生き延びるすべはないと思われたが、イスカーンもシェータも、そしてキリトもこれで事件が終わったと楽観視するつもりはないようだった。

　城内の事後処理がようやく終わった午後四時、窓が修理された子供部屋に、四人は再び集まった。

　シェータの腕うでの中では、リーゼッタがもう事件のことなどすっかり忘れたかのように、元気にミルクを飲んでいる。城内の医者と、高位の術者でもあるシェータ自身の手で毒や暗黒術の影えい響きようがないか仔し細さいに確かめた結果、幸い問題は見つからなかったそうだ。

　しかしいっぽうで、誘ゆう拐かい犯はんについても何も解わかっていないに等しい。最大の謎なぞである、皇こう帝ていベクタ以外には操作できないはずの五十階の窓を開けた方法も不明のままだ。

「……まったく無関係かもしれないんですが……」

　人界にはない、ほんのりと林りん檎ごに似た香かおりのするお茶を啜すすりながら、ロニエは言った。

「あの男が窓を開けようとした時、胸に下げていた大きな宝石が赤く光ったんです」

「赤い宝石……？」

　キリトが呟つぶやき、シェータと同時に首を傾かしげる。二人とも思い当たることはないらしい。

　しかし、大きめに切った木の実のパイに囓かじりつこうとしていたイスカーンが、眉まゆを寄せて呟つぶやいた。

「赤く光る宝石……か。色合いはどんなだったか覚えてるか、ロニエ嬢じようちゃん？」

　拳けん闘とう士し団長に名前を呼ばれるのはこれが初めてだ、と思いながらロニエは答えた。

「ええと、あんまり明るくない……夕ゆう陽ひとか、血を思わせる暗い赤でした」

「血の赤…………。──いや、まさかな……」

「おいイスカーン、『まさかな』で終わらせるのは反則だぞ！」

　キリトが口を挟はさむと、

「反則って何のだよ……」

　怪け訝げんな表情になりながらも、イスカーンは説明した。

「異界戦争の前に降臨した皇こう帝ていベクタの冠かんむりにも、そんな感じの石が嵌はまってたんだ。ヤツが身につけてた宝石はそれだけだったから、なんか記き憶おくに残ってんだよ」

「ベクタの冠かんむり……？　そりゃほんとにまさかだな。あの男はここから何千キロルも南に離はなれた岩山で、騎き士し長ちようベルクーリと相あい討うちになって一度死んだんだ。後に復活した時は、もうそんな冠かんむりはかぶってなかった。だから、最初の装備は全部、岩山で消しよう滅めつしたはずだ」

「でも、そこを見たわけじゃねぇんだろ？」

　イスカーンの指し摘てきに、キリトは「まあね……」と頷うなずく。

　当時、キリトは心を深く閉ざした状態だった。騎き士し長ちようベルクーリと皇こう帝ていベクタの一いつ騎き打うちの場に居合わせたのは整せい合ごう騎き士しアリスだけだが、彼女はもうアンダーワールドのどこにもいない。

　ベルクーリの遺体はアリスが飛ひ竜りゆうで運び、《果ての祭さい壇だん》付近でキリトが引き取って人界まで連れ帰った。いまは、セントラル・カセドラルの南東部に広がる花はな園ぞのの中央に築かれた墓ぼ碑ひの下で眠ねむっている。

「……確かに、ベルクーリがベクタと戦った場所の捜そう索さくは行われていない。いまとなっては、特定も難しいしな……」

　厳しい顔でそう言うと、キリトは視線を窓の外に向けた。

「……でも、五十階の窓を開閉したのが宝石の力なら、イスカーンの言うとおりそれがベクタの持ち物だった可能性はあるな、確かに。だとしても、誰だれがどうやってそれを回収したのか……そもそもあの男は何者なのか、という疑問は残るけど……。──玉ぎよく座ざの間まで言ってた暗殺者ギルドっていうのは、どういう組織なんだ？」

　振り向いたキリトの問いかけに、イスカーンはお茶をひと息に飲み干してから、嫌けん悪お感かんの滲にじむ声で答えた。

「そのまんま、暗殺を生なり業わいにしてる連中さ。毒使いだよ……。暗黒界十じつ侯こうに名前を連ねてた、頭目のフ・ザって野や郎ろうが暗黒将軍シャスターの反逆に巻まき込まれて死んでな。それですっかり組織が弱体化して、いまは五族会議にも加わってねぇんだ。オレもほとんど存在を忘れてたんだが……あの黒ローブ野や郎ろうが暗殺者ギルドのヤツだとして、そいつがミニオンを使し役えきしてたっつうのは猛もう烈れつにきな臭くせぇな……」

「行方ゆくえ不明の暗黒術師と合わせて、しっかり調査したほうがいい」

　シェータの言葉に、深く頷うなずく。

「ああ、さっそく騎き士し団だんや商工ギルドとも話し合うつもりだ。これ以上、オブシディアで騒さわぎは起こさせねぇ」

　そう宣言したイスカーンに向けて、キリトが身を乗り出す。

「その件だけど、暗黒術師ギルドにも協力を求めるべきじゃないか？　ディー・アイ・エルの所業を聞けば、暗黒術師たちが冷れい遇ぐうされるのは仕方ないかもしれないけど……それをできるだけ改めて、彼女たちにも城を警護してもらったほうがいい。衛兵だけじゃ、術式に対する守りが不安だ」

「相変わらず、耳の痛いてぇことをずばずば言うヤツだなぁ」

　苦く笑しようしたものの、イスカーンは肩かたをすくめて答えた。

「でもまあ、確かにそうだな。オブシディアん中で人族同士がいがみ合ってたら、亜あ人じん族ぞくとの問題なんか解決できるわけねぇからな……。──キリト、おめぇ、いつまでこっちにいられるんだ？」

　今度はイスカーンが前のめりになり、キリトが上体を引いた。

「も、もちろん俺も最大限協力したい……けど、今夜、いったん人界に戻もどるよ。向こうの問題も、まだ解決してないからな……」

「あー、まあ、そうだな。……でもよぉ、リーゼッタを取とり戻もどしてくれた礼もちゃんとしてねぇし、うめぇ食いもんだってまだまだあるし……」

　子供のように口を尖とがらせるイスカーンを見て、キリトがどこか懐なつかしそうな、それでいてほんの少しの哀あい惜せきを感じさせる笑みを浮かべた。

「……な、なんだよそのツラは？」

「いや……イスカーンの口ぶりが、古い友達に似ててさ。まあ、なんだ、来月にはまた会談が予定されてるだろ？　そん時は、もっと大人数でどーんと乗のり込んでくるから」

「おう、昨夜の珍ちん味みなんかメじゃねえヤツをしこたま用意しとくから覚かく悟ごしとけよ。……ともあれ、今回は本当に世話になった。この恩は、生しよう涯がい忘れねぇ」

　立ち上がったイスカーンが差し出す右手を、キリトも腰こしを上げてしっかりと握にぎった。そんな二人を見て、シェータの腕うでの中のリーゼッタがきゃっきゃっと嬉うれしそうに笑った。




　与あたえられた部屋で数時間の仮か眠みんを取り、簡単な食事を済ませたキリトとロニエは、午後八時にオブシディア城を出発した。

　今度は、顔に軟なん膏こうを塗ぬる必要も、心シン意イ力りよくで飛ぶ必要もなかった。シェータが、愛あい竜りゆうの宵ヨイ呼ヨビで機き竜りゆうを隠かくしてある場所まで送ってくれたからだ。

　鋼鉄の竜りゆうを見てさすがのシェータも驚おどろいた様子だったが、すぐに機き竜りゆうが持つ可能性を悟さとったらしかった。これが量産されて、人界と暗黒界がもっと簡単に行き来できるようなる日が楽しみだと言い残してシェータは赴ふ任にん地ちであり自宅でもある黒曜石の城に戻もどり、キリトとロニエも機き竜りゆうに乗り込んで西の空へと飛び立った。

　飛行が安定すると、ふーっと長く息を吐はいてから、前席のキリトが言った。

「それにしても、誘ゆう拐かい犯はんからリーゼッタを取とり戻もどした時の《ソニックリープ》は見事だったよ、ロニエ。いつの間に、あんなに腕うでを上げたんだ？」

「えっ……い、いえ、何て言うか、ただ夢中で……」

　首を縮め、椅い子すと壁かべの隙すき間まに立てかけてある愛剣の、白銀の鍔つばにそっと触ふれる。

「……あの時は、剣が力を貸してくれたような気がします。普ふ段だんの私なら、絶対にあんな距きよ離りは跳とべませんでした」

「そうか……いい剣だな」

「はい」

　頷うなずき、ロニエは背もたれに体を預けた。

　静かに飛行する機き竜りゆうの風防窓からは、暗黒界の夜空が一望できる。人界と比べると星は少ないが、中天に大きな三日月が仄ほの白じろく輝かがやいている。

　人界と暗黒界は遠く離はなれているけれど、どちらの世界に暮らす人々も、同じ月を見ているのだ……。

　そう考えた瞬しゆん間かん、オブシディアの下町で宿屋の看板を見た時や、時じ鐘しようの旋せん律りつを聴きいた時と同じ不思議な感覚が訪おとずれ、今度こそロニエはその正体を捉とらえた。

「あ……あの、キリト先せん輩ぱい」

「ん？　何だい？」

「ええと……人界と暗黒界では、どうして同じ言葉や文字を使っているんでしょうか？　アンダーワールドが生まれた頃ころから、二つの世界は交流がほとんどなかったんだから、まったく違ちがう言葉を使っていても不思議はないのに……」

　いままでは疑問にも思わなかったことだが、広い世界を自分の眼めで見たからか、その理由が知りたくなってロニエはキリトにそう訊たずねた。

　リアルワールド生まれの剣士は、しばらく沈ちん黙もくしてから答えた。

「そうだな……この世界を作ったリアルワールド人たちの目的は人界と暗黒界を争わせることだったんだから、二つの世界がまったく違ちがう言語を使っていたほうが彼らには都合が良かったはずだ。意思が疎そ通つうできなければ、和平交こう渉しようもできないからな。でも彼らは……あるいはリアルワールド人以外の何ものかが、意図的に言語を共通化させた。その理由は、俺には解わからない。でも、もしかしたら、敵意と争いを乗のり越こえた先の世界を生み出すため、なのかもしれないな…………」

　キリトの言葉は、ロニエには難解すぎた。しかし更さらなる説明を求めようとはせず、懸けん命めいに考え続けた。

　夜空に浮かぶ月は、この大地と同じく巨きよ大だいな球体なのだ、とキリトは言った。だからソルスの光を受けて満ち欠けするのだ、と。

　もし月にも人が住んでいたら、彼らからはロニエたちが暮らすこの大地が白く光る三日月に見えているはずだ。月の住民たちも、同じ言葉を話すのだろうか。この世界の人間たちと同じように、多くの過あやまちを犯おかし、争って血を流し、それでもより良い世界を願って日々を生きているのだろうか。

　夜空にひっそりと浮かぶ三日月が、たくさんの命を育はぐくむ揺ゆりかごであるかのように感じられて、ロニエはそっと月に向けて左手を伸ばした。

　その手を再び愛剣の柄つかに戻もどし、ロニエは言った。

「あの、先せん輩ぱい」

「ん……？」

「私、この剣の名前、決めました。月……《月つき影かげの剣》にします」

「そっか。うん、いい名前だ。きっとロニエを守ってくれるよ」

　キリトの言葉に、微笑ほほえみながら「はい！」と頷うなずき、ロニエはなぜか滲にじみかけた涙なみだを指先で拭ぬぐった。

　早くティーゼに会いたい、と思った。

　亡なきユージオ上級修しゆう剣けん士しへの思し慕ぼと、騎き士しレンリの求きゆう婚こんとのあいだで揺ゆれている親友に、この旅で知ったこと、考えたことを話したい。

　そんなロニエの思いを感じ取ったのか、キリトがわずかに機き竜りゆうの飛行速度を上げた。

　淡あわい月光を受けながら、鋼鉄の竜りゆうは西へ、西へと飛び続けた。





（終わり）












　あとがき




　ソードアート・オンライン19巻『ムーン・クレイドル』をお読みいただき、ありがとうございます。

　このお話は、18巻で完結したアリシゼーション編の後日談という扱いなのですが、「後日」という言葉に多少の語弊がありますのでまずそこから説明させていただきます。（以下ネタバレご注意！）

　18巻の中盤で、アンダーワールドは現実世界の約五百万倍というスピードで時間が流れる《限界加速フェーズ》に突入しました。キリトとアスナはその時間の中に取り残され、アンダーワールドで二百年もの年月を過ごしてからログアウトしたわけですが、この『ムーン・クレイドル』はその二百年のごく初期のエピソードということになります。つまり、19巻の劇中では五日弱の時間が流れていますが、現実世界ではその五百万分の一、約〇・〇八秒しか経っていないわけです。

　そんな一瞬のお話ですが、すみません一回だけ続きます！　下巻では舞台を再びセントリアに戻し、キリトとロニエとアスナが陰謀の黒幕と対決する予定です。なるべく早く刊行したいと思っていますので、しばしお待ち下さいませ。

　内容の補足をもう少しだけ。

　作中でロニエが、自分とティーゼが整せい合ごう騎き士しになった時の番号を想像していますが、そこで「三十二番はユージオでは？」と思った方もおられることでしょう。実際、彼はアドミニストレータの手によって記憶を封じられ《整合騎士ユージオ・シンセシス・サーティツー》を名乗ったわけですが、キリトとの戦いを経て記憶を取り戻し、直後の対アドミニストレータ戦で死亡しています。その経緯を知る人間は、『ムーン・クレイドル』時点ではキリトだけで、彼はユージオが整合騎士になったことを誰にも話していません。ゆえに三十二番は欠番にはならず、いずれティーゼが引き継ぐことになるはずです。

　下巻でそこまで到達することは恐らくないと思いますが、ロニエとティーゼの正騎士叙任と、二人の恋の行方はいつかどこかで書いてみたいですね。

　この本の発売から約一週間後の二〇一七年二月十八日には、ついに劇場版ソードアート・オンライン　オーディナル・スケールが公開されます。これまでのＶＲＭＭＯとはまったく違うＡＲゲームが舞台ですが、もの凄い映像がこれでもかと詰まっていますので、ぜひぜひ劇場の大画面でご覧下さい！　そしてａｂｅｃさんと三木さん、今回もギリギリ進行で大変ご迷惑をおかけしました！　次巻もよろしくお願いします!!





二〇一七年一月某日　　　　川原 礫
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川かわ原はら 礫れき

皆様あけましておめでとうございます！　２０１７年の年明けは完全にぼっちだったのでソロレベル２アップです！　そしてもうすぐバレンタイ何とかいう日なので更に上がる予定！　アンダーワールドにはあるんですかねバレン何とかいう日。
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イラスト／abec

あべし？







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「川原 礫先生」係

「abec先生」係










初出





本書は著者の公式ウェブサイト『Word Gear』にて掲載されていた小説に加筆・修正したものです。
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